
議第２ ０ 号 

 

令和５ 年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について  

 

令和５ 年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について 、 酒田市長よ り 意見

を 求めら れている ので、 同意する も のと する 。  

 

令和６ 年９ 月１ ３ 日提出 

 

 

酒田市教育委員会 

教育長 赤坂 宜紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 

令和５ 年度 

酒 田 市 一 般 会 計 

歳 出 決 算 事 項 別 明 細 書 

 

 

（ 教育委員会分抜粋）  

教育委員会資料 

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



　 ９ 款　 消防費
　 　 １ 項　 消防費

  - 119 -

　 　 ９ 款　 消防費　 １ ０ 款　 教育費

4, 752, 0001 報酬 ○企画管理課4, 752, 000

193, 030

費
5, 264, 000 5, 070, 9705, 264, 0001 教育委員会

1, 040, 393, 000 △15, 313, 000 1, 025, 080, 000 976, 573, 663

228, 005, 000

48, 506, 3371 教育総務費

繰越明許費
24, 079, 000

5, 808, 983, 000 6, 396, 741, 000846, 866, 00010 教育費 △259, 108, 000 5, 794, 915, 565 継続費逓次繰越 349, 741, 435

23, 972, 000

　 　 同報系防災行政無線操作卓更新工事費
591, 000　 　 設計委託料

  7 防災対策強化事業 24, 563, 000

（ 継続費逓次繰越）

1, 845, 000

　 　 自主防災組織資機材等整備費補助金
12, 100　 　 一般需用費

1, 857, 100

  6 自主防災組織等活動支援事業

40, 000　 　 自動車重量税
25, 850　 　 原材料費

395, 840　 　 借上料
880, 000

　 　 排水ポンプ車維持管理業務委託料
10, 050　 　 一般役務費
19, 980　 　 保険料

494, 956　 　 一般需用費
157, 102　 　 修繕料

2, 023, 778  5 水防活動事業

    工事費 34, 100, 000

　 　 平田地域コ ミ ュ ニティ Ｆ Ｍ中継局整備
31, 578, 000

　 　 同報系防災行政無線操作卓更新工事費
7, 508, 622　 　 借上料
3, 996, 000　 　 設計委託料
1, 068, 620　 　 一般役務費
4, 503, 623　 　 一般需用費

166, 180　 　 普通旅費
24, 480　 　 費用弁償

478, 200　 　 報償金
  4 防災対策強化事業 83, 423, 725

13, 200

　 　 山形県山岳遭難対策委員会負担金
18, 450　 　 一般役務費
16, 387　 　 一般需用費
13, 100　 　 普通旅費
52, 598　 　 費用弁償
11, 400　 　 報償金

125, 135  3 山岳遭難対策事業

30, 000

　 　 山形県漁船海難防止協議会負担金

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

区　 　 分

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計 繰越明許費

節

金　 　 額

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 １ 項　 教育総務費

  - 120 -

　 １ ０ 款　 教育費

55, 000　 　 借上料
68, 100　 　 普通旅費

123, 100

  5 第四中学校区学校統合検討事業

77, 121　 　 一般需用費
8, 658　 　 費用弁償

96, 900

　 　 小・ 中学校学区改編審議会委員報酬
182, 679  4 学区再編推進事業

8, 800　 　 自動車重量税
18, 827　 　 教育振興基金積立金
13, 740

　 　 山形県公立学校施設整備期成会負担金
8, 8009, 00026 公課費 8, 500　 　 酒田労働基準協会負担金200

25, 500　 　 山形県産業教育振興会負担金
18, 82718, 82724 積立金 3, 302　 　 公印購入費

7, 210　 　 使用料
及び交付金 4, 840　 　 一般役務費

47, 74049, 00018 負担金、 補助 17, 540　 　 保険料1, 260

2, 138, 120　 　 一般需用費
3, 3026, 00017 備品購入費 225, 589　 　 燃料費及び光熱水費2, 698

76, 725　 　 修繕料
借料 100, 840　 　 普通旅費

62, 21095, 00013 使用料及び賃 8, 584　 　 費用弁償32, 790

107, 700　 　 賞賜金
22, 38059, 00011 役務費 216, 322　 　 報償金36, 620

2, 982, 139

2, 517, 555 1, 072, 6183, 590, 17310 需用費   3 教育委員会事務局管理事業
○企画管理課

186, 182 159, 818346, 0008 旅費
　 　 共済費 25, 351, 256

324, 022553, 0007 報償費 　 　 諸手当 17, 616, 324228, 978

　 　 会計年度任用職員報酬 141, 364, 283

150, 0005 災害補償費 150, 000

  2 会計年度任用職員給与費
184, 331, 863

84, 726, 428 9, 607, 57294, 334, 0004 共済費
　 　 共済費 59, 375, 172

116, 516, 951121, 726, 0003 職員手当等 　 　 諸手当 98, 900, 6275, 209, 049

　 　 一般職給 179, 887, 638

187, 219, 638189, 871, 0002 給料 7, 332, 000　 　 特別職給2, 651, 362

144, 691, 0001
345, 495, 437  1 職員給与費

報酬 ○人事課141, 461, 183 3, 229, 817

22, 382, 782592, 512, 000 △37, 014, 000 533, 115, 218555, 498, 0002 事務局費

7, 000

218, 000

及び交付金
218, 00018 負担金、 補助 　 　 山形県市町村教育委員会大会負担金

211, 000

借料 　 　 庄内地区教育委員会協議会負担金
15, 78084, 00013 使用料及び賃 15, 780　 　 借上料68, 220

4, 000　 　 一般需用費
4, 00011, 00010 需用費 62, 988　 　 交際費7, 000

5, 200　 　 普通旅費
62, 988100, 0009 交際費 13, 002　 　 費用弁償37, 012

4, 752, 000　 　 教育委員会委員報酬
18, 2028 旅費 5, 070, 970  1 教育委員会管理事業80, 798

（ 単位： 円）

99, 000

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

区　 　 分

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計 繰越明許費

節

金　 　 額

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 １ 項　 教育総務費

  - 121 -

　 １ ０ 款　 教育費

57, 369　 　 一般需用費
32, 096　 　 費用弁償

1, 147, 700　 　 報償金
2, 033, 165

  5 子ども の命を守る 安全対策事業

34, 375　 　 図書購入費
3, 660　 　 借上料

553, 735　 　 一般役務費
225, 040　 　 保険料
272, 610　 　 一般需用費
16, 720　 　 修繕料
18, 713　 　 普通旅費

686, 986　 　 費用弁償
　 　 報償金 16, 469, 375

  4 教育相談事業 18, 281, 214

1, 000

　 　 山形県青少年育成県民会議負担金
25, 000    負担金

　 　 庄内地方青少年育成推進員連絡協議会
2, 000

　 　 山形県青少年補導連絡協議会負担金
468, 923　 　 青少年健全育成業務委託料
91, 312　 　 一般役務費
95, 288　 　 保険料
69, 224　 　 一般需用費
3, 300　 　 普通旅費

130, 795　 　 費用弁償
955, 000　 　 報償金
85, 500    酬

2, 003, 635 3652, 004, 00024 積立金 　 　 青少年指導センタ ー運営協議会委員報
1, 927, 342

及び交付金   3 青少年指導センタ ー運営活動事業
6, 961, 221 885, 7797, 847, 00018 負担金、 補助

117, 215　 　 費用弁償
238, 975249, 60017 備品購入費 190, 520　 　 報償金10, 625

307, 735  2 教職員等研修事業
借料

51, 828, 79056, 295, 00013 使用料及び賃 2, 000, 000　 　 教育振興基金積立金4, 466, 210

242, 000　 　 教育研究所負担金
23, 204, 15823, 481, 00012 委託料 115, 000　 　 教科用図書採択協議会負担金276, 842

541, 000　 　 地区中学校体育連盟負担金
6, 227, 9196, 743, 00011 役務費 57, 000　 　 地区中学校文化連盟負担金515, 081

224, 000　 　 山形県中学校体育連盟負担金
17, 237, 61918, 046, 00010 需用費 300, 181　 　 一般役務費808, 381

259, 844　 　 保険料
3, 458, 4885, 102, 4008 旅費 2, 898, 316　 　 一般需用費1, 643, 912

1, 360　 　 食糧費
22, 967, 31724, 489, 0007 報償費 181, 085　 　 普通旅費1, 521, 683

153, 753　 　 費用弁償
11, 992, 78213, 494, 0004 共済費 234, 700　 　 報償金1, 501, 218

114, 000

11, 306, 721 27911, 307, 0003 職員手当等 　 　 いじ め問題対応委員会委員報酬

64, 230, 0001
7, 322, 239  1 指導運営事業

報酬 ○学校教育課62, 868, 970 1, 361, 030

12, 991, 405232, 502, 000 786, 000 220, 296, 595233, 288, 0003 指導費

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 １ 項　 教育総務費

  - 122 -

　 １ ０ 款　 教育費

48, 394　 　 一般需用費
11, 803　 　 費用弁償

187, 662　 　 賞賜金
158, 160　 　 報償金

513, 519 14 数理教育推進事業

　 　 使用料 23, 393, 321

8, 499, 700　 　 シス テム関連業務委託料
2, 250, 600　 　 一般役務費

248, 354　 　 修繕料
34, 391, 975

 13 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール推進事業

3, 366, 000

　 　 校務支援システム整備委託料
3, 995, 200　 　 シス テム関連業務委託料

7, 361, 200 12 学校Ｉ Ｃ Ｔ 環境整備事業

694, 650　 　 使用料
10, 784　 　 費用弁償

598, 000　 　 報償金
1, 303, 434 11 小中一貫教育推進事業

　 　 借上料 19, 087, 284

856, 900　 　 使用料
5, 180, 780　 　 シス テム関連業務委託料
2, 042, 205　 　 一般役務費

57, 330　 　 一般需用費
460, 152　 　 修繕料

27, 684, 651

 10 デジタ ルキャ ンパスネッ ト ワ ーク 事業

615, 600　 　 報償金
615, 600  9 日本語指導講師等派遣事業

460, 000　 　 自治体国際化協会負担金
204, 600　 　 庁用器具購入費

2, 649, 225　 　 借上料
88, 000　 　 一般役務費

151, 620　 　 保険料
6, 640　 　 一般需用費

1, 268, 080　 　 普通旅費
16, 058　 　 費用弁償

518, 000　 　 報償金
5, 362, 223  8 外国語指導助手招致事業

4, 164, 930　 　 使用料
9, 044, 720　 　 一般需用費

  7 教育活動充実事業 13, 209, 650

34, 854　 　 費用弁償
　 　 共済費 11, 992, 782

　 　 諸手当 11, 306, 721

　 　 会計年度任用職員報酬 59, 731, 380

  6 教育支援員配置事業 83, 065, 737

792, 000　 　 使用料
4, 000　 　 保険料

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 １ 項　 教育総務費

  - 123 -

　 １ ０ 款　 教育費

12, 939, 120210, 115, 000 20, 915, 000 218, 090, 880231, 030, 0004 学事費

3, 635　 　 中村も のづく り 基金積立金
1, 591, 806

　 　 も のづく り 実行委員会負担金
1, 595, 441 22 中村も のづく り 事業

500, 394    負担金
　 　 飛島いき いき 体験スク ール実行委員会

1, 462, 550

　 　 自然体験学習実施業務委託料
43, 094　 　 保険料

141, 738　 　 一般需用費
42, 440　 　 普通旅費
36, 382　 　 費用弁償

467, 200　 　 報償金
2, 693, 798 21 自然体験学習事業

726, 134　 　 キャ リ ア教育推進事業交付金
726, 134 20 キャ リ ア教育推進事業

550, 358    会負担金
　 　 中学生職場体験学習推進事業実行委員

550, 358

 19 中学生職場体験学習推進事業

3, 894, 660　 　 一般需用費
79, 480　 　 普通旅費

266, 289　 　 費用弁償
1, 198, 400　 　 報償金

485, 280　 　 会計年度任用職員報酬
5, 924, 109 18 部活動改革体制整備事業

169, 200

　 　 中学校文化連盟大会出場補助金
1, 756, 329

　 　 中学校体育連盟大会出場補助金
1, 925, 529 17 中学校大会出場支援事業

24, 200　 　 借上料
162, 620　 　 使用料
10, 450　 　 一般役務費
18, 602　 　 一般需用費
1, 430　 　 食糧費

137, 000　 　 報償金
354, 302 16 文化活動重点事業

231, 005

　 　 陸上・ 水泳競技記録会開催業務委託料
5, 050　 　 保険料

352, 724　 　 普通旅費
15, 651　 　 費用弁償
90, 000　 　 報償金

2, 452, 810　 　 会計年度任用職員報酬
3, 147, 240 15 ス ポーツ活動等支援事業

107, 500　 　 一般役務費

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 １ 項　 教育総務費

  - 124 -

　 １ ０ 款　 教育費

282, 923593, 0008 旅費 282, 923　 　 普通旅費310, 077

289, 846, 387  2 小学校管理事業
300, 000300, 0007 報償費 ○企画管理課

23, 382, 27023, 856, 0004 共済費 　 　 共済費 23, 382, 270473, 730

　 　 諸手当 31, 427, 602

31, 427, 60234, 647, 0003 職員手当等 　 　 一般職給 80, 124, 3333, 219, 398

134, 934, 205  1 職員給与費
80, 124, 333 284, 66780, 409, 0002 給料 ○人事課

49, 170, 000

18, 422, 408繰越明許費472, 162, 000 27, 471, 000 432, 040, 592499, 633, 0001 学校管理費

189, 312, 000

繰越明許費
11, 918, 000

1, 768, 677, 000 1, 480, 619, 946 86, 827, 054継続費逓次繰越369, 381, 0002 小学校費 1, 581, 011, 000 △181, 715, 000

2, 400, 000　 　 賞賜金
2, 400, 000  6 白崎資金運用事業

8, 865, 527　 　 学校・ 教材備品購入費
3, 028, 113　 　 一般需用費

11, 893, 640

  5 学校における 感染症対策等支援事業

1, 554, 480　 　 借上料
36, 088, 052

　 　 遠距離通学運行業務委託料
532, 240　 　 一般役務費

  4 遠距離通学対策事業 38, 174, 772

9, 140, 000　 　 就学援助世帯臨時給付金
1, 319, 0001, 432, 00026 公課費 113, 000

  3 就学援助世帯臨時給付金事業
9, 140, 000

2, 0002, 00024 積立金
24, 000

9, 140, 0009, 140, 00019 扶助費 　 　 酒田地区安全運転管理者協議会負担金
52, 578　 　 借上料

及び交付金 160, 156　 　 一般需用費
24, 00024, 00018 負担金、 補助 1, 100　 　 　 う ち過年度支出

6, 600　 　 普通旅費
8, 865, 5278, 866, 00017 備品購入費 100, 000　 　 健康管理医報酬473

343, 334  2 学事運営事業
借料

2, 218, 4373, 198, 00013 使用料及び賃 1, 319, 000　 　 自動車重量税979, 563

611, 379　 　 借上料
155, 203, 962164, 453, 00012 委託料 104, 506, 6759, 249, 038

　 　 ス ク ールバス運転業務委託料
1, 672, 1901, 915, 00011 役務費 　 　 学習バス 運転業務委託料 14, 609, 235242, 810

805, 580　 　 一般役務費
37, 141, 16439, 428, 00010 需用費 334, 370　 　 保険料2, 286, 836

3, 839, 315　 　 一般需用費
6, 6008, 0008 旅費 　 　 燃料費及び光熱水費 17, 307, 9571, 400

　 　 修繕料 12, 805, 623

2, 400, 0002, 464, 0007 報償費 64, 000

  1 学習バス・ スク ールバス 管理事業
156, 139, 134

100, 000100, 0001 報酬 ○学校教育課

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減
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翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 ２ 項　 小学校費

  - 125 -

　 １ ０ 款　 教育費

2, 825, 1053, 264, 00011 役務費 1, 250, 150　 　 試験検査及び研究委託料438, 895

284, 130　 　 施設管理委託料
288, 351, 181300, 247, 00010 需用費 1, 280, 182　 　 一般役務費11, 895, 819

7, 338, 138　 　 一般需用費
15, 24432, 0008 旅費 　 　 賄材料費 264, 082, 65516, 756

3, 282, 231　 　 修繕料
181, 080213, 0607 報償費 15, 244　 　 普通旅費31, 980

424, 408, 162  1 小学校給食事業
22, 531, 00022, 531, 0001 報酬 ○企画管理課

11, 918, 000

13, 765, 589603, 733, 411629, 417, 0003 学校保健費 継続費逓次繰越619, 336, 000 10, 081, 000

　 　 給食費扶助費 12, 493, 260

9, 495, 686　 　 学用品費等扶助費
981, 552　 　 修学旅行扶助費

3, 410　 　 一般役務費
22, 973, 908

  5 要保護及び準要保護児童援助事業

1, 236, 851　 　 学校・ 教材備品購入費
1, 236, 851  4 理科教育等設備整備事業

442, 822　 　 一般需用費
442, 822

  3 教師用教科書・ 指導書購入事業

2, 657, 286　 　 特別支援教育就学奨励費
2, 657, 286

  2 特別支援教育就学奨励事業
25, 627, 784 1, 256, 21626, 884, 00019 扶助費

8, 957, 249　 　 図書購入費
16, 908, 65118, 790, 00017 備品購入費 6, 714, 551　 　 学校・ 教材備品購入費1, 881, 349

617, 465　 　 一般役務費
620, 8751, 058, 00011 役務費 　 　 一般需用費 25, 373, 259437, 125

354, 320　 　 修繕料
26, 170, 40127, 079, 00010 需用費 1, 332　 　 賞賜金908, 599

45, 0007
  1 小学校教材等充実事業 42, 018, 176

報償費 ○学校教育課1, 332 43, 668

4, 526, 95773, 207, 000 649, 000 69, 329, 04373, 856, 0002 教育振興費

及び交付金
486, 000486, 00018 負担金、 補助 7, 260, 000　 　 設計委託料

7, 260, 000  3 施設整備事業
1, 710, 258 114, 7421, 825, 00017 備品購入費

146, 000　 　 山形県小中学校教頭会負担金
139, 670300, 00015 原材料費 340, 000　 　 山形県連合小学校長会負担金160, 330

1, 710, 258　 　 学校・ 教材備品購入費
借料 139, 670　 　 原材料費

848, 9731, 931, 00013 使用料及び賃 542, 363　 　 借上料1, 082, 027

306, 610　 　 使用料
55, 519, 06455, 785, 00012 委託料 　 　 施設管理委託料 48, 259, 064265, 936

　 　 一般役務費 10, 056, 808

10, 056, 80810, 693, 00011 役務費 　 　 一般需用費 19, 235, 008636, 192

　 　 燃料費及び光熱水費 177, 521, 390

49, 170, 000 　 　 修繕料 31, 226, 606

228, 062, 691 繰越明許費288, 808, 00010 需用費 79, 687　 　 食糧費11, 575, 309

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び
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翌年度繰越額
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事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計
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１ ０ 款　 教育費
　 　 ２ 項　 小学校費
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　 １ ０ 款　 教育費

244, 447, 500  2 学校施設長寿命化事業
140, 002, 000 （ 繰越明許費）

372, 047, 500 繰越明許費 49, 349, 500561, 399, 00014 工事請負費
　 　 空調整備工事費 48, 400, 000

3, 469, 4003, 691, 00012 委託料 3, 469, 400　 　 設計委託料221, 600

  1 学校空調設備整備事業 51, 869, 400

140, 000

繰越明許費 541, 000681, 00010 需用費 ○企画管理課

140, 142, 000

50, 112, 100369, 381, 000 375, 516, 900565, 771, 0004 学校建設費 繰越明許費416, 306, 000 △219, 916, 000

20, 000　 　 全国市長会学校災害見舞金
65, 000　 　 酒田飽海学校保健会負担金

3, 716, 325

　 　 日本ス ポーツ振興センタ ー負担金
608, 300　 　 機械器具購入費

1, 687, 416　 　 借上料
656, 040

　 　 健康診断用器具滅菌業務委託料
7, 931, 231　 　 試験検査及び研究委託料

953, 026　 　 一般役務費
433, 102　 　 保険料

4, 963, 635　 　 一般需用費
6, 380　 　 修繕料

181, 080　 　 報償金
3, 234, 000　 　 学校薬剤師報酬

　 　 専門校医報酬 13, 512, 000

5, 785, 000　 　 学校医報酬
  4 小学校保健管理事業 43, 752, 535

○学校教育課

125, 092, 000

　 　 南平田小学校給食室増築工事費
27, 000　 　 一般役務費

125, 119, 000

  3 平田地区給食施設整備事業

37, 800　 　 自動車重量税
13, 650　 　 使用料

968, 957　 　 給食配送業務委託料
461, 670　 　 試験検査及び研究委託料
161, 700　 　 施設管理委託料

37, 80038, 00026 公課費 114, 895　 　 一般役務費200

16, 900　 　 保険料
及び交付金 767, 656　 　 一般需用費

3, 801, 3254, 093, 00018 負担金、 補助 6, 553, 779　 　 燃料費及び光熱水費291, 675

1, 356, 707　 　 修繕料
2, 893, 7703, 048, 30017 備品購入費 154, 530

  2 共同調理場管理運営事業
10, 453, 714

11, 918, 000

125, 092, 000 継続費逓次繰越137, 010, 00014 工事請負費 130, 900　 　 施設備品購入費
2, 154, 570　 　 機械器具購入費

借料 4, 429, 612　 　 借上料
6, 764, 2787, 157, 64013 使用料及び賃 633, 600　 　 使用料393, 362

　 　 給食業務委託料 138, 996, 000

151, 240, 628151, 783, 00012 委託料 530, 750　 　 シス テム関連業務委託料542, 372

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額
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計
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教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 ２ 項　 小学校費
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　 １ ０ 款　 教育費

2, 103, 958

  3 特別支援教育就学奨励事業

　 　 給食費扶助費 11, 589, 037

　 　 学用品費等扶助費 11, 728, 807

5, 967, 267　 　 修学旅行扶助費
4, 950　 　 一般役務費

29, 290, 061

31, 389, 069 2, 268, 93133, 658, 00019 扶助費   2 要保護及び準要保護生徒援助事業

13, 232, 05114, 823, 00017 備品購入費 5, 898, 351　 　 図書購入費1, 590, 949

6, 743, 880　 　 学校・ 教材備品購入費
289, 170486, 00011 役務費 284, 220　 　 一般役務費196, 830

　 　 一般需用費 18, 417, 699

19, 426, 29220, 301, 00010 需用費 572, 880　 　 修繕料874, 708

  1 中学校教材等充実事業 31, 917, 030

65, 00065, 0007 報償費 ○学校教育課

4, 996, 41864, 336, 58269, 333, 0002 教育振興費 70, 440, 000 △1, 107, 000

8, 085, 000　 　 学校・ 教材備品購入費
及び交付金 2, 750, 000　 　 設計委託料

147, 000147, 00018 負担金、 補助 4, 084, 300　 　 修繕料
  3 施設整備事業 14, 919, 300

8, 844, 330 47, 6708, 892, 00017 備品購入費
46, 000　 　 山形県小中学校教頭会負担金

92, 840100, 00015 原材料費 101, 000　 　 山形県中学校長会負担金7, 160

759, 330　 　 学校・ 教材備品購入費
借料 92, 840　 　 原材料費

550, 9281, 049, 00013 使用料及び賃 448, 014　 　 借上料498, 072

102, 914　 　 使用料
20, 496, 25620, 614, 00012 委託料 　 　 施設管理委託料 17, 746, 256117, 744

5, 306, 714　 　 一般役務費
5, 306, 7146, 007, 00011 役務費 　 　 一般需用費 10, 826, 148700, 286

　 　 燃料費及び光熱水費 59, 030, 988

88, 096, 21894, 691, 00010 需用費 　 　 修繕料 14, 122, 7366, 594, 782

32, 046　 　 食糧費
107, 344250, 0008 旅費 107, 344　 　 普通旅費142, 656

108, 722, 330  2 中学校管理事業
300, 000300, 0007 報償費 ○企画管理課

7, 295, 7827, 447, 0004 共済費 7, 295, 782　 　 共済費151, 218

　 　 諸手当 10, 836, 073

10, 836, 07312, 151, 0003 職員手当等 　 　 一般職給 24, 015, 3001, 314, 927

  1 職員給与費 42, 147, 155

24, 015, 300 50, 70024, 066, 0002 給料 ○人事課

9, 925, 215165, 788, 785175, 714, 0001 学校管理費 170, 864, 000 4, 850, 000

38, 693, 000

754, 004, 000 663, 768, 192 51, 542, 808繰越明許費83, 535, 0003 中学校費 713, 738, 000 △43, 269, 000

　 　 空調整備工事費 79, 200, 000

  3 学校空調設備整備事業 79, 200, 000

（ 繰越明許費）

244, 447, 500

　 　 平田小学校屋内運動場予防改修工事費

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）
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計
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１ ０ 款　 教育費
　 　 ３ 項　 中学校費

 

24, 600

 - 128 -

　 １ ０ 款　 教育費

207, 0001 報酬 ○人事課182, 400

12, 934, 463

興費
222, 461, 000 △12, 935, 000 6, 050, 000 202, 641, 537215, 576, 0001 生涯学習振

536, 411, 000 516, 747, 506 19, 663, 49423, 650, 0004 生涯学習費 535, 078, 000 △22, 317, 000

38, 669, 000 　 　 空調整備工事費 60, 005, 000

60, 005, 000122, 124, 00014 工事請負費 繰越明許費 23, 450, 000

（ 繰越明許費）
  2 学校空調設備整備事業 60, 005, 000

2, 030, 600 463, 4002, 494, 00012 委託料
2, 030, 600　 　 設計委託料

24, 000 2, 030, 600  1 学校空調設備整備事業
繰越明許費 80, 000104, 00010 需用費 ○企画管理課

38, 693, 000

23, 993, 40083, 535, 000 62, 035, 600124, 722, 0004 学校建設費 繰越明許費88, 234, 000 △47, 047, 000

60, 000　 　 全国市長会学校災害見舞金
38, 000　 　 酒田飽海学校保健会負担金

2, 153, 755

　 　 日本ス ポーツ振興センタ ー負担金
342, 375　 　 機械器具購入費
523, 092　 　 借上料
104, 390

　 　 健康診断用器具滅菌業務委託料
4, 490, 426　 　 試験検査及び研究委託料

243, 680　 　 一般役務費
251, 837　 　 保険料

及び交付金 1, 177, 199　 　 一般需用費
2, 251, 7552, 496, 00018 負担金、 補助 900　 　 普通旅費244, 245

1, 078, 000　 　 学校薬剤師報酬
342, 375354, 00017 備品購入費 3, 712, 000　 　 専門校医報酬11, 625

1, 933, 000　 　 学校医報酬
借料   2 中学校保健管理事業 16, 108, 654

791, 492 95, 508887, 00013 使用料及び賃 ○学校教育課

343, 869, 143354, 428, 00012 委託料 4, 400　 　 借上料10, 558, 857

264, 000　 　 使用料
855, 9851, 058, 00011 役務費 　 　 給食業務委託料 339, 097, 997202, 015

162, 800　 　 試験検査及び研究委託料
16, 772, 57518, 258, 00010 需用費 13, 530　 　 施設管理委託料1, 485, 425

360, 468　 　 一般役務費
9003, 0008 旅費 1, 174, 266　 　 一般需用費2, 100

　 　 賄材料費 14, 270, 520

25, 0007 報償費 150, 590　 　 修繕料25, 000

6, 726, 0001
355, 498, 571  1 中学校給食事業

報酬 ○企画管理課6, 723, 000 3, 000

12, 627, 775384, 200, 000 35, 000 371, 607, 225384, 235, 0003 学校保健費

589, 820　 　 学校・ 教材備品購入費
589, 820  5 理科教育等設備整備事業

435, 713　 　 一般需用費
435, 713

  4 教師用教科書・ 指導書購入事業

2, 103, 958　 　 特別支援教育就学奨励費

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考
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計

区　 　 分
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１ ０ 款　 教育費
　 　 ４ 項　 生涯学習費
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　 １ ０ 款　 教育費

5, 280, 000    備更新工事費
　 　 ひら た生涯学習センタ ー高圧受変電設

5, 280, 000  6 生涯学習施設整備事業
（ 繰越明許費）

1, 600　 　 使用料
49, 500　 　 一般役務費
7, 350　 　 保険料

62, 383　 　 一般需用費
840　 　 食糧費

31, 140　 　 普通旅費
49, 161　 　 費用弁償
6, 700　 　 賞賜金

1, 507, 000　 　 報償金
1, 715, 674

  5 生涯学習推進講座開催事業

72, 387　 　 一般役務費
181, 500　 　 一般需用費

253, 887

  4 二十歳を祝う 成人の集い開催事業

425, 883　 　 借上料
60, 540　 　 使用料

　 　 施設管理委託料 106, 202, 556

1, 448, 419　 　 一般役務費
1, 622, 281　 　 一般需用費

　 　 燃料費及び光熱水費 16, 445, 918

8, 100, 884　 　 修繕料
2, 738　 　 費用弁償

74, 100　 　 公民館運営審議会委員報酬
134, 383, 319

  3 生涯学習施設管理運営事業

及び交付金 6, 137, 000

6, 608, 500 5006, 609, 00018 負担金、 補助 　 　 生涯学習施設「 里仁館」 補助金
428, 000　 　 生涯学習振興支援補助金

5, 280, 0006, 050, 00014 工事請負費 3, 000770, 000

　 　 庄内視聴覚事業推進連絡会負担金
借料 19, 500

488, 023 655, 9771, 144, 00013 使用料及び賃 　 　 山形県社会教育連絡協議会会費
21, 000

106, 202, 556 420, 748106, 623, 30412 委託料 　 　 山形県社会教育連絡協議会負担金
85, 767　 　 一般役務費

1, 663, 4231, 832, 90811 役務費 375, 200　 　 一般需用費169, 485

3, 700　 　 食糧費
26, 792, 70632, 520, 78810 需用費 5, 500　 　 普通旅費5, 728, 082

6, 364　 　 費用弁償
94, 903109, 0008 旅費 108, 300　 　 社会教育委員報酬14, 097

7, 193, 331

1, 513, 700 142, 3001, 656, 0007 報償費   2 生涯学習振興総務管理事業
○社会教育課

9, 088, 229 233, 7719, 322, 0004 共済費
9, 088, 229　 　 共済費

13, 950, 69715, 663, 0003 職員手当等 　 　 諸手当 13, 950, 6971, 712, 303

　 　 一般職給 30, 776, 400

30, 776, 4002 給料   1 職員給与費 53, 815, 3263, 062, 600

（ 単位： 円）

33, 839, 000

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

区　 　 分

節

金　 　 額
計 繰越明許費

事故繰越

款 項 目
当初予算額

翌年度繰越額

補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
　 　 ４ 項　 生涯学習費
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　 １ ０ 款　 教育費

2, 300　 　 食糧費
1, 684, 221, 0001, 805, 330, 00014 工事請負費 549, 600　 　 普通旅費121, 109, 000

543, 000　 　 報償金
借料 309, 150, 203  3 体育施設管理事業

7, 639, 261 2, 080, 1399, 719, 40013 使用料及び賃
30, 000　 　 アラ ンマーレ後援会会費

12, 161, 000 54, 000　 　 Ｂ ＆Ｇ 平田海洋ク ラ ブ負担金
283, 791, 318 継続費逓次繰越302, 283, 00012 委託料 1, 064, 235    金6, 330, 682

　 　 山形県スポーツ振興２ １ 世紀協会負担
3, 451, 1073, 970, 00011 役務費 234, 000　 　 山形県スポーツ協会負担金518, 893

546, 988　 　 一般需用費
60, 767, 08969, 718, 40010 需用費 30, 000　 　 食糧費8, 951, 311

64, 080　 　 普通旅費
707, 076882, 6008 旅費 19, 211　 　 費用弁償175, 524

108, 300　 　 ス ポーツ推進審議会委員報酬
2, 229, 9562, 621, 6007 報償費 391, 644

  2 ス ポーツ振興総務管理事業
2, 150, 814

11, 194, 629 419, 37111, 614, 0004 共済費 ○ス ポーツ振興課

20, 389, 59722, 230, 0003 職員手当等 　 　 共済費 11, 194, 6291, 840, 403

　 　 諸手当 20, 389, 597

36, 809, 10036, 883, 0002 給料 　 　 一般職給 36, 809, 10073, 900

  1 職員給与費 68, 393, 326

3, 684, 300 154, 7003, 839, 0001 報酬 ○人事課

12, 161, 000

143, 201, 742

興費
370, 300, 000 2, 157, 206, 2582, 312, 569, 0001 ス ポーツ振 継続費逓次繰越1, 938, 763, 000 3, 506, 000

12, 161, 000

2, 312, 569, 000 2, 157, 206, 258 143, 201, 742継続費逓次繰越370, 300, 0005 保健体育費 1, 938, 763, 000 3, 506, 000

17, 600, 000

　 　 市民会館舞台機構制御設備改修工事費
  1 市民会館施設整備事業 17, 600, 000

（ 繰越明許費）

17, 600, 00017, 600, 00014 工事請負費 ○文化政策課

17, 600, 000 17, 600, 00017, 600, 0005 文化振興費

23, 470　 　 山形県図書館協会負担金
及び交付金 37, 000　 　 日本図書館協会負担金

16, 496, 65517, 802, 00018 負担金、 補助 　 　 管理組合負担金 16, 436, 1851, 305, 345

　 　 借上料 19, 661, 400

借料 178, 200　 　 シス テム関連業務委託料
19, 661, 40019, 662, 00013 使用料及び賃 　 　 施設管理委託料 240, 192, 000600

93, 105　 　 一般役務費
240, 370, 200240, 371, 00012 委託料 67, 870　 　 一般需用費800

　 　 燃料費及び光熱水費 19, 216, 126

93, 105130, 00011 役務費 524, 480　 　 修繕料36, 895

3, 300　 　 普通旅費
19, 808, 47625, 159, 00010 需用費 15, 833　 　 費用弁償5, 350, 524

57, 000

19, 133 27, 86747, 0008 旅費 　 　 ミ ラ イ ニ運営評価審議会委員報酬

64, 0001
296, 505, 969  1 ミ ラ イ ニ管理運営事業

報酬 ○社会教育課57, 000 7, 000

6, 729, 0312 図書館費 312, 617, 000 △9, 382, 000

（ 単位： 円）

296, 505, 969303, 235, 000

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

区　 　 分

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計 繰越明許費

節

金　 　 額
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１ ０ 款　 教育費
　 　 ５ 項　 保健体育費
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　 １ ０ 款　 教育費

  9 体育施設整備事業 65, 516, 000

270, 000

　 　 巡回駅伝競走大会実行委員会負担金
1, 358, 667

　 　 市民体育祭実行委員会負担金
1, 628, 667    化事業

  8 ス ポーツによ る 地域コ ミ ュ ニティ 活性

100, 000　 　 モルッ ク 東北大会補助金
    委員会負担金 12, 098, 963

　 　 湊酒田つや姫ハーフマラ ソ ン大会実行
20, 000　 　 報償金

12, 218, 963

  7 ス ポーツツ ーリ ズム推進事業

135, 000    金
　 　 庄内地区ス ポーツ推進委員協議会負担

1, 780, 000　 　 ス ポーツ推進委員会負担金
950, 000　 　 体育大会負担金
64, 956　 　 賞賜金

3, 576, 000　 　 ス ポーツ推進委員報酬
6, 505, 956  6 生涯ス ポーツ推進事業

300, 000    ール全国大会補助金
　 　 ジョ イ フル・ ス ロ ーピッ チ・ ソ フト ボ

11, 520, 000

　 　 酒田市スポーツ協会事業補助金
1, 000, 000

　 　 県駅伝酒田飽海地区実行委員会負担金
300, 000　 　 ス ポーツ指導者養成委託料
125, 400　 　 一般需用費

1, 341, 000　 　 賞賜金
14, 586, 400

  5 ト ッ プアス リ ート 育成支援事業

3, 062, 000　 　 ス ポーツ少年団本部負担金
66, 644　 　 保険料
41, 100　 　 一般需用費
74, 185　 　 費用弁償

261, 000　 　 報償金
3, 504, 929

  4 子ども のス ポーツチャ レ ンジ支援事業

50, 000

　 　 Ｂ ＆Ｇ 山形県連絡協議会負担金
185, 960　 　 原材料費

5, 854, 940　 　 借上料
1, 784, 321　 　 使用料

737, 000    置撤去業務委託料
　 　 平田Ｂ ＆Ｇ 海洋センタ ープール上屋設

254, 540    業務委託料
及び交付金 　 　 平田Ｂ ＆Ｇ 海洋センタ ー水泳教室指導

34, 006, 86534, 849, 00018 負担金、 補助 　 　 施設管理委託料 240, 028, 778842, 135

3, 384, 463　 　 一般役務費
8, 129, 0008, 129, 00017 備品購入費 2, 256, 820　 　 一般需用費

　 　 燃料費及び光熱水費 35, 037, 799

185, 960500, 00015 原材料費 　 　 修繕料 18, 480, 682314, 040

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



１ ０ 款　 教育費
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　 １ ０ 款　 教育費　 １ １ 款　 災害復旧費　 １ ２ 款　 公債費

240, 068, 372  1 公債費利子
67, 628

及び割引料
240, 136, 00022 償還金、 利子 ○財政課240, 068, 372

67, 628239, 936, 000 200, 000 240, 068, 372240, 136, 0002 利子

7, 265, 776, 797　 　 元金償還金
及び割引料 7, 265, 776, 797  1 公債費元金

220, 2037, 265, 997, 00022 償還金、 利子 ○財政課7, 265, 776, 797

220, 2037, 406, 097, 000 △140, 100, 000 7, 265, 776, 7977, 265, 997, 0001 元金

7, 506, 133, 000 7, 505, 845, 169 287, 8311 公債費 7, 646, 033, 000 △139, 900, 000

7, 646, 033, 000 7, 506, 133, 000

500, 000

7, 505, 845, 169 287, 83112 公債費 △139, 900, 000

500, 00012 委託料

500, 000

害復旧費
500, 000費 500, 0001 土木施設災

設災害復旧
500, 000 500, 000

500, 000500, 00011 役務費

2 公共土木施 500, 000

500, 000

災害復旧費
500, 000 500, 0002 林業用施設

420, 860　 　 一般役務費
420, 860  1 農業用施設災害復旧事業

79, 140500, 00011 役務費 ○農林水産課420, 860

79, 140

災害復旧費
500, 000旧費 420, 860500, 0001 農業用施設

施設災害復
1, 000, 000 420, 860 579, 1401 農林水産業 1, 000, 000

1, 500, 000 1, 500, 00011 災害復旧費 420, 860 1, 079, 140

360, 338, 000

　 　 国体記念体育館改修工事費
9, 962, 000　 　 工事監理業務委託料

370, 300, 000

 12 国体記念体育館改修事業
（ 継続費逓次繰越）

2, 827, 000　 　 調査・ 測量・ 観測委託料
2, 827, 000 11 八幡体育館改築事業

1, 277, 287, 000

　 　 国体記念体育館改修工事費
　 　 工事監理業務委託料 23, 137, 000

1, 300, 424, 000

 10 国体記念体育館改修事業

8, 129, 000　 　 施設備品購入費
　 　 ルーム床改修工事費 11, 957, 000

　 　 平田Ｂ ＆Ｇ 海洋センタ ート レーニング
34, 639, 000

　 　 光ケ丘野球場照明塔撤去工事費
6, 545, 000　 　 シス テム関連業務委託料
4, 246, 000　 　 修繕料

節

金　 　 額
繰越明許費

（ 単位： 円）

款 項 目
当初予算額

不　 用　 額 備　 　 　 考

予　 　 　 　 　 算　 　 　 　 　 現　 　 　 　 　 額

予備費支出
及び

流用増減

支出済額

翌年度繰越額

補正予算額
事故繰越

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

継続費逓次繰越
計

区　 　 分
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 令和６ 年９ 月

賑わいも 暮ら し やすさ も 共に創る 公益のま ち酒田

酒田市総合計画後期計画（ 2023→2027）

令和５ 年度 酒田市歳入歳出決算

主要な施策の成果報告書

酒田市⾧  矢口 明子

 地方自治法第２ ３ ３ 条第５ 項の規定に基づき 、 令和５ 年度における

主要な施策の成果について次のと おり 提出する 。
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　 （ 教育委員会分抜粋）
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主要な施策の成果報告書目次

第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

1 未来を 担う 人材が豊富な酒田

1 市民参加があふれ、 協働が広がる 公益のま ち

1 市民参加を 促す広報・ 広聴の充実 … 10

1 広報広聴活動推進事業 市⾧ 公室 … 11

2 デジタ ル変革事業  情報企画課（ デジタ ル変革戦略室） … 11

2 市民参加の推進と 協働が広がる 環境づく り … 12

1 功労・ 市民表彰事業  市⾧ 公室（ 総務課） … 13

2 選挙啓発事業 選挙管理委員会事務局 … 13

3 市民協働・ 公益活動推進事業  ま ちづく り 推進課（ 共生社会課） … 13

3 市民活動の支援 … 14

1 （ 再掲） 市民協働・ 公益活動推進事業  ま ちづく り 推進課（ 共生社会課） … 15

2 大学・ 高校と と も につく る 「 ひと 」 と 「 ま ち」

1 東北公益文科大学等と の連携 … 16

1 大学ま ちづく り 推進事業 企画調整課 … 17

2 東北公益文科大学生定住促進事業 企画調整課 … 17

2 東北公益文科大学の公立化 … 18

3 高等学校と の連携 … 19

1 私学振興補助事業 企画調整課 … 20

2 大学等受験生支援事業 企画調整課 … 20

3 公益の心を持ち明日を ひら く 子ど も たちを 育むま ち

1 「 いのち」 の大切さ を学ぶ教育の推進 … 21

1 教育相談事業 学校教育課 … 22

2 子ど も の命を守る 安全対策事業 学校教育課 … 22

2 社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成 … 23

1 教育活動充実事業 学校教育課 … 24

2 外国語指導助手招致事業 学校教育課 … 24

3 日本語指導講師等派遣事業 学校教育課 … 24

4 小中一貫教育推進事業 学校教育課 … 25

5 中村も のづく り 事業 学校教育課 … 25

6 小学校教材等充実事業 学校教育課 … 25

7 特別支援教育就学奨励事業（ 小学校） 学校教育課 … 26

8 教師用教科書・ 指導書購入事業（ 小学校） 学校教育課 … 26

9 理科教育等設備整備事業（ 小学校） 学校教育課 … 26

10 中学校教材等充実事業 学校教育課 … 27

11 特別支援教育就学奨励事業（ 中学校） 学校教育課 … 27

12 教師用教科書・ 指導書購入事業（ 中学校） 学校教育課 … 27

13 理科教育等設備整備事業（ 中学校） 学校教育課 … 28

14 デジタ ルキャ ンパス ネッ ト ワ ーク 事業 学校教育課 … 28

第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

15 学校Ｉ Ｃ Ｔ 環境整備事業 学校教育課 … 28

16 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール推進事業 学校教育課 … 29

17 キャ リ ア教育推進事業 学校教育課 … 29

18 中学生職場体験学習推進事業 学校教育課 … 29

19 白崎資金運用事業 学校教育課 … 30

3 豊かな心と 健やかな体の育成 … 31

1 子ど も のス ポーツ チャ レ ンジ支援事業 ス ポーツ 振興課 … 32

2 ス ポーツ 活動等支援事業 学校教育課 … 32

3 文化活動重点事業 学校教育課 … 32

4 中学校大会出場支援事業 学校教育課 … 33

5 小学校給食事業 企画管理課 … 33

6 中学校給食事業 企画管理課 … 33

7 ス ク ールプロ グラ ム実施事業 文化政策課 … 34

4 共生社会の実現に向けた教育の推進 … 35

1 教育支援員配置事業 学校教育課 … 36

2 （ 再掲） 特別支援教育就学奨励事業（ 小学校） 学校教育課 … 36

3 （ 再掲） 特別支援教育就学奨励事業（ 中学校） 学校教育課 … 36

5 ス ク ール・ コ ミ ュ ニティ の拡充 … 37

1 （ 再掲） 中村も のづく り 事業 学校教育課 … 38

2 （ 再掲） キャ リ ア教育推進事業 学校教育課 … 38

3 （ 再掲） 中学生職場体験学習推進事業 学校教育課 … 38

6 学校教育環境の整備推進 … 39

1 第四中学校区学校統合検討事業 企画管理課 … 40

2 学習バス ・ ス ク ールバス 管理事業 学校教育課 … 40

3 遠距離通学対策事業 学校教育課 … 40

4 施設整備事業（ 小学校） 企画管理課 … 41

5 平田地区給食施設整備事業 企画管理課 … 41

6 学校空調設備整備事業（ 小学校） 企画管理課 … 41

7 学校施設⾧ 寿命化事業（ 小学校） 企画管理課 … 42

8 施設整備事業（ 中学校） 企画管理課 … 42

9 学校空調設備整備事業（ 中学校） 企画管理課 … 42

4 学びあい、 地域と つながる 人を 育むまち

1 人生100年時代を見据えた学びの推進 … 43

1 生涯学習推進講座開催事業 社会教育課 … 44

2 二十歳を祝う 成人の集い開催事業 社会教育課 … 44

2 文化芸術活動の推進 … 45

1 庄内文化賞・ 阿部次郎文化賞顕彰事業 文化政策課 … 46

2 土門拳文化賞顕彰事業 文化政策課 … 46

3 土門拳伝記マンガ製作活用事業 文化政策課 … 46

4 文化芸術推進事業 文化政策課 … 47

-2 -

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

3 郷土愛にあふれた人材の育成 … 48

1 自然体験学習事業 学校教育課 … 49

2 山居倉庫整備基本計画策定事業  都市デザイ ン 課（ 文化政策課） … 49

3 史跡旧鐙屋修復事業 文化政策課 … 49

4 史跡旧鐙屋環境整備事業 文化政策課 … 50

5 文化資料館（ 仮称） 整備事業 文化政策課 … 50

6 山居倉庫公有化事業  都市デザイ ン 課（ 文化政策課） … 50

4 知（ 地） の拠点と し ての図書館機能の拡充 … 51

1 ミ ラ イ ニ管理運営事業 社会教育課 … 52

5 「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツの推進 … 53

1 ト ッ プアス リ ート 育成支援事業 ス ポーツ 振興課 … 54

2 生涯ス ポーツ 推進事業 ス ポーツ 振興課 … 54

3 ス ポーツ ツ ーリ ズム推進事業 ス ポーツ 振興課 … 54

4 ス ポーツ によ る 地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 ス ポーツ 振興課 … 55

5 体育施設整備事業 ス ポーツ 振興課 … 55

6 八幡体育館改築事業 ス ポーツ 振興課 … 55

7 国体記念体育館改修事業 ス ポーツ 振興課 … 56

2 地域経済が活性化し 、 「 働き たい」 がかなう 酒田

1 地域経済を牽引する 商工業が元気なま ち

1 新たな産業やビジネス の創出、 商工業の競争力強化 … 57

1 山形県信用保証協会保証料補給事業 商工港湾課 … 58

2 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症関連経済対策事業 商工港湾課 … 58

3 酒田商工会議所活動支援事業 商工港湾課 … 58

4 元気な小規模事業者持続化特別助成事業 商工港湾課 … 59

5 新田産業奨励賞表彰事業 商工港湾課 … 59

6 産業振興ま ちづく り 推進事業 商工港湾課 … 59

7 酒田ふれあい商工会活動支援事業 商工港湾課 … 60

8 地域経済活性化支援事業 商工港湾課 … 60

2 企業立地の促進 … 61

1 中小企業融資資金貸付事業 商工港湾課 … 62

2 企業立地促進事業 商工港湾課 … 62

3 賃借型立地企業定着促進事業 商工港湾課 … 62

4 設備投資促進助成事業 商工港湾課 … 63

2 経済と 環境の両立によ り 産業競争力が高いま ち

1 再生可能エネルギーの導入促進 … 64

2 酒田港の機能強化およ び利用拡大 … 65

1 港湾整備事業 商工港湾課 … 66

2 重要港湾酒田港活性化推進事業 商工港湾課 … 66

3 地元でいき いき と 働く こ と ができ る ま ち

1 雇用のミ ス マッ チ解消、 地元定着の促進、 高等教育機関等と の連携 … 67

第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

1 若者地元就職促進事業 商工港湾課 … 68

2 酒田移住交流推進事業  地域共生課（ 市⾧ 公室） … 68

3 （ 再掲） 産業振興ま ちづく り 推進事業 商工港湾課 … 68

2 働く 女性の活躍促進、 高年齢者およ び障がい者の就業機会の確保 … 69

1 女性活躍推進事業  地域共生課（ 商工港湾課） … 70

4 夢があり 、 儲かる 農業で豊かなま ち

1 担い手の確保・ 育成 … 71

1 農業委員会報「 き ら り 」 発行事業 農業委員会事務局 … 72

2 農地集積センタ ー活動支援事業 農業委員会事務局 … 72

3 さ かたでアグリ 支援事業 農政課 … 72

4 地域計画策定推進事業 農政課 … 73

5 新規就農者育成総合対策事業 農政課 … 73

6 農地利用効率化等支援交付金事業 農政課 … 73

7 ス マート 農業推進事業 農政課 … 74

8 （ 繰越明許費） 農業基盤整備事業 農林水産課 … 74

9 農業基盤整備事業 農林水産課 … 74

10 農道整備事業 農林水産課 … 75

11 多面的機能支払事業 農林水産課 … 75

12 元気な地域農業担い手育成支援事業 農政課 … 75

13 農業次世代人材投資事業 農政課 … 76

2 複合経営の推進 … 77

1 生産組合支援事業 農政課 … 78

2 畜産生産性向上支援事業 農政課 … 78

3 豚熱ワ ク チン接種緊急支援事業 農政課 … 78

4 畜産所得向上支援事業 農政課 … 79

5 輸入牧草価格高騰対策支援事業 農政課 … 79

6 農業振興地域整備促進事業 農政課 … 79

7 中山間地域等直接支払事業 農政課 … 80

8 鳥海南麓畑地振興対策推進事業 農政課 … 80

9 野生鳥獣農作物被害対策事業 農政課 … 80

10 魅力ある 園芸やま がた所得向上支援事業 農政課 … 81

11 産地生産基盤パワ ーアッ プ事業 農政課 … 81

12 さ かた農業生産性向上支援事業 農政課 … 81

13 経営所得安定対策等運営事業 農政課 … 82

14 国内肥料資源活用推進事業 農政課 … 82

15 土地改良負担事業 農林水産課 … 82

16 小規模土地改良補助事業 農林水産課 … 83

17 農業水利施設電気料金高騰対策支援事業 農林水産課 … 83

18 畜産物価格差補てん事業 農政課 … 83

19 （ 繰越明許費） 畜産飼料生産基盤農地耕作条件改善事業 農政課 … 84
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第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

5 障がい者地域福祉対策促進事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 127

6 障がい者福祉運営対策事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 127

7 障害者総合支援法運営対策事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 128

8 障がい支援区分認定審査事務事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 128

9 障がい福祉サービ ス 給付事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 128

10 自立支援医療給付事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 129

11 意思疎通支援事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 129

12 地域活動支援センタ ー事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 129

13 地域生活支援事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 130

14 特別障がい者手当等給付事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 130

15 重度心身障がい（ 児） 者医療給付事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 130

16 障がい児ほっ と ふく し サービ ス 事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 131

17 相談支援事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 131

18 障がい福祉サービス 事業所物価高騰等対策支援事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 131

3 高齢者福祉の充実 … 132

1 老人ク ラ ブ助成事業 高齢者支援課 … 1 33

2 シルバー人材セン タ ー補助事業 高齢者支援課 … 1 33

3 敬老寿賀事業 高齢者支援課 … 1 33

4 老人施設入所援護事業 高齢者支援課 … 1 34

5 老人福祉施設元利補給事業 高齢者支援課 … 1 34

6 やさ し い生活支援事業 高齢者支援課 … 1 34

7 介護利用者負担軽減事業 高齢者支援課 … 1 35

8 ほっ と ふく し 券事業 高齢者支援課 … 1 35

9 軽度生活援助事業 高齢者支援課 … 1 35

10 飛島高齢者生活支援事業 高齢者支援課 … 1 36

11 飛島高齢者介護サービス 支援事業 高齢者支援課 … 1 36

12 介護保険事業所等物価高騰等対策支援事業 高齢者支援課 … 1 36

4 地域包括ケアシス テムの推進 … 137

1 介護保険特別会計 高齢者支援課 … 1 38

2 （ 再掲） 老人福祉施設元利補給事業 高齢者支援課 … 1 38

3 （ 再掲） 介護利用者負担軽減事業 高齢者支援課 … 1 38

4 （ 再掲） 介護保険事業所等物価高騰等対策支援事業 高齢者支援課 … 139

5 生活困窮者等への自立支援 … 140

1 生活困窮者自立支援事業  福祉企画課（ 地域福祉課） … 141

6 誰も が参画でき る 社会の実現 … 142

1 男女共同参画推進事業  地域共生課（ 共生社会課） … 143

2 市民交流推進事業  地域共生課（ 共生社会課） … 143

2 未来を担う 子ども の笑顔があふれる ま ち

1 結婚・ 妊娠・ 出産・ 子育ての支援 … 144

1 子育て支援・ ひと り 親家庭等医療給付事業 こ ど も 未来課 … 1 45

第１ 部 主要な施策の実施状況（ 総合計画順）

章 政策 施策 事業 所管課（ ） は、 令和6年度の所管課 項

2 出産・ 子育て応援交付金給付事業 こ ど も 未来課 … 145

3 児童発達支援センタ ー管理事業 こ ど も 未来課 … 145

4 子育てサポート プロ グラ ム実施事業 こ ど も 未来課 … 146

5 母子保健事業 健康課 … 146

6 生殖補助医療費助成事業 健康課 … 146

7 各種予防接種事業 健康課 … 147

8 結婚推進支援事業  地域共生課（ 共生社会課） … 147

9 特別保育事業 保育こ ど も 園課 … 147

10 法人立保育所等補助事業 保育こ ど も 園課 … 148

11 保育士等人材確保事業 保育こ ど も 園課 … 148

12 保育サービ ス 利用者負担軽減事業 保育こ ど も 園課 … 148

13 保育所等入所扶助事業 保育こ ど も 園課 … 149

14 放課後児童健全育成事業 保育こ ど も 園課 … 149

15 避難児童保育料等支援事業 保育こ ど も 園課 … 149

16 病児・ 病後児保育事業 保育こ ど も 園課 … 150

17 つど いの広場事業 保育こ ど も 園課 … 150

18 子育て支援センタ ー運営事業 保育こ ど も 園課 … 150

19 児童センタ ー運営事業 保育こ ど も 園課 … 151

20 未熟児養育医療給付事業 こ ど も 未来課 … 151

21 子ど も ・ 子育て支援推進事業 こ ど も 未来課 … 151

22 ひと り 親家庭自立支援給付金事業 こ ど も 未来課 … 152

23 法人立保育所等施設整備事業 保育こ ど も 園課 … 152

24 妊婦健康管理事業 健康課 … 152

25 出産支援給付金事業 健康課 … 153

26 発達支援事業 こ ど も 未来課 … 153

27 こ ど も 家庭センタ ー運営事業 こ ど も 未来課 … 153

28 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 こ ど も 未来課 … 154

29 さ かた子育て応援臨時給付金事業 こ ど も 未来課 … 154

2 子ども の権利の擁護 … 15 5

1 子ど も の貧困対策推進事業 こ ど も 未来課 … 156

2 母子生活支援施設入所扶助事業 こ ど も 未来課 … 156

3 要保護及び準要保護児童援助事業（ 小学校） 学校教育課 … 156

4 要保護及び準要保護生徒援助事業（ 中学校） 学校教育課 … 157

3 健康でいつま でも 活躍でき る ま ち

1 健康寿命の延伸 … 15 8

1 国民健康保険特別会計 国保年金課 … 159

2 後期高齢者医療事業特別会計 国保年金課 … 159

3 食習慣改善事業 健康課 … 159

4 歯と 口腔の健康づく り 推進事業 健康課 … 160

5 中町にぎわい健康プラ ザ管理運営事業 健康課 … 160
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主要な施策の成果報告書目次

第２ 部 普通会計の決算 第３ 部 会計別の決算など

普通会計の決算概要 … 240 令和５ 年度会計別決算の状況 … 254

＜第１ 表＞財政指標 … 243 市税等資料

＜第２ 表＞健全化判断比率及び資金不足比率 … 244 （ １ ） 目的別収入状況 ①市税歳入決算 … 255

＜第３ 表＞歳入決算の内容（ 款別） … 245 （ １ ） 目的別収入状況 ②国民健康保険税歳入決算 … 256

＜第４ 表＞歳出決算の内容（ 目的別） … 246 （ ２ ） 会計別・ 年度別収入状況 … 257

＜第５ 表＞歳入年度別決算状況 … 247 目的税等充当事業一覧 … 258

＜第６ 表＞歳出年度別決算状況（ 性質別） … 248 職員配置の状況 … 259

＜第７ 表＞目的別性質別歳出内訳 … 249

＜第８ 表＞市債残高の状況 … 250

＜第９ 表＞事業別市債借入状況 … 251

＜第１ ０ 表＞人件費の推移 … 252
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第１ 部  主要な施策の実施状況（ 総合計画順）
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政策 3

章 施策 1

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① いじ めの未然防止、 早期発見・ 早期対応のための組織的な対応の強化

② ジェ ン ダー平等、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ ＋、 Ｓ Ｏ Ｇ Ｉ Ｅ など の人権教育の充実

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
「 いのち」 の大切さ を学ぶ教育の推進

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ
学級・ 学校づく り を 通じ て、 自分の存在や生き 方を 大切にし ながら 、 多様性や個性を 受け入れ、 他者の生命や生き 方を 尊重する

気持ちを 育みま す。

1

② 防災アド バイ ザーを 活用し た防災教育の充実と 地域の実情に合わせた訓練の実施

⑤ 話し 合い活動、 道徳教育の充実

Ⅱ 災害時等に子ど も たちが主体的に命の安全を 守る こ と ができ る よ う 、 危険予測・ 危機回避能力を 育成し ま す。

3

③
家庭訪問相談員やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー等によ る 悩みや不安を 抱える 児童生徒の相談支援体制の充実およ び関係機関と の

連携強化

2④ 教育支援セン タ ーの充実

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ 自尊感情・ 自己有用感を 育む教育の推進について、 話し 合いや他者の意見に対し て肯定的な回答が全国平均よ り 多いと いう のは、 話し

合い活動の取り 組みの成果で、 多様性や個性の違いを 受け入れる こ と に繋がっ ていく と 思われ評価でき る 。 ま たW EBQUの取り 組みは継

続し 、 生徒把握や学級運営に活かし てほし いが、 結果に対し てど のよ う に取り 組むかが大事になる ので、 その研修を 引き 続き 継続し てほ

し い。

・ 全国学力・ 学習状況調査の結果では学級会で話し 合っ て解決方法を 決めている と 答える 児童生徒が全国よ り １ ０ ％程高いと 現状評価に

はあり 、 話し 合い活動で自分たちの課題解決を する 取り 組みが行われている こ と は評価でき る 。 ただW EBQUアンケ ート から は学級満足

群の割合が減少し 、 不満足群の割合が高く なっ ている のはなぜか。 話し 合い活動の内容がど う なっ ている のか、 見直し てみる 必要があ

る 。 いじ めの認知件数に対する 解消の割合が増加し ている のは評価でき る 。 いじ めのと ら え方と し て、 いじ めを 人間関係の軋轢と と ら え

る なら ば、 成⾧の過程で必ず起き る こ と と 考えた方がいい。 いじ めが起き ないよ う に指導し ていく と いう よ り は、 問題が小さ いう ちに見

つけ出し 、 何が問題なのか、 ど う し たら いいのか、 その解決方法を 考えさ せる 指導が大事だ思う 。

・ いわゆる 「 ブラ ッ ク 校則」 の問題が表面化し ている 。 実際、 不適切な校則は広く 存在する も のと 思われる 。 こ の状況を ふま える と 、 点

検評価報告（ 教育委員会） に掲げる KPIの指標と し て「 学校のき ま り を 守っ ている 児童生徒の割合」 と いう 指標自体が不適切ではないか。

不適切な校則ま で遵守する 必要はなく 、 それよ り も 、 不適切な校則を おかし いと いえる 児童生徒を 育成すべき ではないか。

・ 「 いじ め認知の件数」 ではなく 、 「 いじ めの認知件数のう ち、 解消し ている も のの割合」 を点検評価報告（ 教育委員会） に掲げる KPIの

指標と し ている のは、 適切である と 考える 。 いじ めの発生を 抑止する のは現実的ではなく 、 むし ろ 、 いじ めが発生し たと き に、 いかにそ

れを 軽微な段階で発見し 、 対策を 講ずる かが重要である 。

・ 「 赤ちゃ ん登校日」 については、 令和5年度も 実施を 見送っ たが、 乳幼児が参加する 施策の性質上、 やむを 得ないも のと 考える 。 今後

も 、 乳幼児や児童の安全を 最優先し 、 施策の再開については慎重に判断し ていただき たい。

Ⅱ

・ 防災教育、 安全教育の推進について、 防災ハンド ブッ ク を 使っ ての学習は有効だと 思う が、 いざ と いう 時ど う いう 行動を と る かは実際

の訓練を 通し て身に付けさ せる こ と が大事だと 思う 。 ま た、 ジュ ニア救命救急講習会については、 実施する のであ れば希望のあっ た小学

校を 対象にと いう よ り は、 小学校在学中に一度は経験する よ う に計画を 立てて行く 必要があ る のではないかと 思う 。

・ 点検評価報告（ 教育委員会） に掲げる KPIの学校事故災害の割合が高止ま り し ている 現状であ る 。 し かし 、 政策評価と し てこ の指標を 基

準と する のは適切だろう か。 児童生徒が学校生活し ていく 中では、 些細な小規模の怪我はむし ろ 一定程度で発生し う る も のであり 、 学校

災害の発生割合の低下を 企図する と 、 児童生徒の活動を 萎縮する こ と になら ないか。 重大事故の件数で測る など 、 指標の再検討を し ても

よ いのではないか。

・ 災害対策と いう 点では、 教職員に対する 災害対策研修の充実が重要ではないか。 現状でも 防災アド バイ ザーから の研究を 行っ ている と

のこ と であ る が、 災害ご と に異なる 避難ルート の確認など、 よ り 実践的実際的な防災対策の研修が必要である と 考える 。

5

③ 警察等の関係機関と 連携し た交通安全教育の推進

4

① 学校・ 家庭・ 地域が連携し た安全教育の推進

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
自分にはよ いと こ ろがあ る と

思っ ている 子ど も の割合
％

（ 小６ ） 7 8.7

（ 中３ ） 7 4.4

8

施策評価

②

いじ めはど んな理由があ っ ても

いけないこ と だと 思う 児童生徒

の割合（ 小６ ）

％ 96.5

97 .2 97 .9

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

( 小) 81 .2

( 中) 76 .2

成果指標④⑤について、目標値に対する進捗は遅れているが、今後も継続的に各校に防災教育アドバイザーの派遣や安全指導研修等を実施することによ

り、施策の推進に取り組む必要がある。

98.6 99 .3 10 0 .0 成果指標①②③について、「教育相談事業」の取り組みが成果指標の進捗に貢献しており、今後も継続的に取り組むことにより目標値の達成が見込まれる。

97.1

96 .2

99 .2 100 .0

9

④

防災ハン ド ブッ ク を 家族と 共有し 家

族と 避難場所を 決める 取組みを 行っ

た学校の割合（ 小学校）

％ 76.2

81 .0

76 .0

③

いじ めはど んな理由があ っ ても

いけないこ と だと 思う 児童生徒

の割合（ 中３ ）

％ 96.0

96 .8 97 .6 98 .4

⑤

防災ハン ド ブッ ク を 家族と 共有し 家

族と 避難場所を 決める 取組みを 行っ

た学校の割合（ 中学校）

％ 71.4

77 .1

85 .7 9 0.5 95 .2 10 0 .0

82 .8 8 8.6 94 .3 10 0 .0

67 .0

-2 1 -

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



政策 3

章 施策 1

｜ 個別事業 1 －3 －1  「 いのち」 の大切さ を学ぶ教育の推進／ 1
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

92%

小0 .1% ,中5.1%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

7 3 2

（ 千円）

7 3 2

410人

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

活動指標② 小中学校の不登校出現率

目標値 小0.2% ,中2 .0% 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

1 9 ,6 2 2 特定財源

（ 千円）

決算額 1 8 ,2 8 1

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
「 いのち」 の大切さ を学ぶ教育の推進

1 学校教育課 教育相談事業 子ど も の居場所づく り や健全な心身の発達のため、 児童生徒の諸課題についての相談・ 支援を 行う 。

令和6年度より活動指標を「相談受付数」

「スクールカウンセラーの配置人数」に変更し

上位施策を推進する。

特定財源

活動指標①
ふれあい教室通級児童生徒の学校復帰

率

目標値 50％ 実績値

（ 千円） ①教育相談室（ 総合文化セン タ ー2階） の開設

・ いじ め、 不登校など についての個別相談を 実施

②ふれあい教室（ 浜田コ ミ セン 内） の開設

・ 不登校など の児童生徒の居場所と し つつ社会的自立に向け支援

③各校にス ク ールカ ウ ンセラ ー、 教育相談員を 配置

・ いじ め、 不登校など に対する 予防教育と 早期対応

④不登校の児童生徒に対し 、 家庭訪問相談員やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーなど を 派遣

①教育相談室（ 総合文化セン タ ー2 階） の開設

・ いじ めや不登校など 学校生活上の課題や養育など 家庭での悩みについて、 来室相談、 電話相談、 学校訪問相

談、 タ ブレ ッ ト 相談（ 児童生徒専用） で相談活動を 実施

②ふれあい教室（ 浜田コ ミ セン 内） の開設

・ 不登校など の児童生徒およ びその家庭に対し て、 一人一人に合わせた個別学習や相談に応じ 、 社会的な自立

を 目指すための支援を 実施

③各校にス ク ールカウ ン セラ ー、 教育相談員を 配置

・ 各中学校区に2名のス ク ールカウ ンセラ ーを 配置

・ 要請に応じ て小学校へも 派遣し 、 児童生徒およ びその保護者、 教職員に面談や相談を通し て、 専門的な知見

を 活かし て援助

・ 各中学校に1名の教育相談員を 配置し 、 様々な問題行動や不登校の未然防止なら びに初期対応

④不登校の児童生徒に対し 、 家庭訪問相談員やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーなど を 派遣

・ 学校の要請に応じ て、 家庭訪問相談員やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーを 派遣し 、 一人一人の状況に合わせて

登校支援や相談活動を 実施

予算額 2 ,1 4 9 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,0 3 3 特定財源

活動指標① 各種研修会への参加延べ人数

2 学校教育課 子ど も の命を守る 安全対策事業 子ど も の命を 守る 安全教育を 推進する ため、 教職員の防災管理体制を 向上さ せる と と も に、 安全指導など の活動を 支援する 。

（ 千円） ①子ど も の命を 守る 安全教育推進会議の開催（ 2回）

②各校に防災教育アド バイ ザーを 派遣

・ 防災教育の観点での授業への支援

・ 児童生徒向けの防災教育講話

・ 教職員を 対象にし た危機管理研修会での講話

・ 避難訓練視察、 防災マニュ アルの見直し への助言

③学校防災マニュ アルの改善・ 整備と 研修（ 2回）

④電子版防災教育ハン ド ブッ ク 内容検討会議の開催（ 2回）

⑤児童生徒への安全教育およ び教職員への安全指導研修

・ AED操作、 心肺蘇生、 海難事故およ びアレ ルギー対応等についての児童生徒向けの実演と 講話

・ 教職員を 対象にし たAED操作およ び心肺蘇生等に関する 救命救急講習会の開催

【 特定財源】 （ 県）  地域ぐ る みの学校安全体制整備事業費補助金 732千円

①子ど も の命を 守る 安全教育推進会議

・ 5月9日、 2月1日実施

②児童生徒への安全教育およ び教職員への安全指導研修

・ 東部中（ 9/21） 、 琢成小（ 10/10） 、 富士見小（ 11/8） 、 平田小（ 1 1/13） 、 松山小（ 11/14） 、 十坂小

（ 11/21） で実施

③電子版酒田市防災ハン ド ブッ ク 検討会議

・ 8月1日、 11月28日実施

④防災教育研修会

・ 7月27日、 1月23日実施

⑤救命救急講習

・ 鳥海八幡中（ 8/2） で実施

・ 小学生を 対象と し たジュ ニア救命救急講習会を 実施

 八幡小（ 6/26） 、 富士見小（ 7/4） 、 西荒瀬小（ 7/5） 、 鳥海小（ 12/5） で実施

【 特定財源】 （ 県） 地域ぐ る みの学校安全体制整備事業費補助金  732千円

目標値 100人 実績値

予算額

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

防災研修会等により各校における防災意

識は年々高まっている。成果指標④⑤の達

成に向けて引き続き取り組む。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①
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政策 3

章 施策 2

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 小中一貫教育の推進（ 中学校区における 目指す子ど も 像の共有、 ９ 年間の一貫性のある 教育の実践）

② Ａ Ｌ Ｔ を 活用し た英語教育の充実

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ
学びに向かう 力、 人間性等を 育成し 、 全ての子ど も たちが社会の一員と し て自立し S o cie ty 5 .0 の時代を 豊かに生き ていく ための

基礎と なる 学力を 育成し ま す。

1

⑤ 教育研修セン タ ーでの教職員研修の充実

Ⅱ 自ら の夢に向かっ て意欲的に学んでいく ため、 基盤と なる 問題発見・ 解決能力等の育成を 推進し ま す。

3

③ Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し た授業、 家庭学習の充実

2④ イ ン タ ーネッ ト の便利さ 、 脅威やルールを 理解し 、 適切に判断、 使用する ための能力の育成

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ 小中連携の成果は上がっ ている よ う で、 引き 続き 連携を強化する こ と を 期待し たい。

・ 義務教育学校の設置を 計画し ている と のこ と だが、 先行事例を 十分に研究し 、 義務教育学校の課題を 洗い出し 、 事前に対策を 行う な

ど 、 事前の対策に努めていただき たい。 ま た、 地域にも 義務教育学校の教育内容を 説明し 、 地域や保護者の理解を 得ながら 推進し ていた

だき たい。

・ 教員自身が「 教える こ と 」 にやり がいを 感じ る こ と のでき る 環境づく り がよ い教員を 生み、 それがよ い授業へと 直結し 、 それが児童生

徒の学力向上につながる のではないか。 教育委員会と し ては、 そのよ う な環境整備に努めていただき たい。

・ ICTの活用については学校見学を 通し てかなり 進んでき ている こ と を 実感し た。 し かし 、 小学校段階においてすでに児童の個人差が大

き いこ と が気になっ た。 普段の生活の中で使用し ている かど う かが大き く 影響し ている のではないかと 思う 。 授業を 進める 上で大き な課

題と なっ ている こ と が見て取れた。 授業の中でどんな場面でど う 使用する のが効果的なのか検討し ていく 必要がある 。

・ 外国語指導助手の活用においてはま だま だと いう 感想を持っ た。 日本人ができ る こ と と 指導助手ができ る こ と を 考えたら も っ と 指導助

手に任せる べき で、 生徒が生の英語を 聞く 、 話す場面が少ない。 ま た一人の生徒の答えは全体に還元し 繰り 返さ せる こ と が必要で、 基本

的なこ と ができ ていないと いう 感想を 持っ た。

・ 無線LAN整備率100％達成は素晴ら し いが、 その質についてはど う か。 中学校に視察に行っ た際、 指定のサイ ト にアク セス でき ない学

生が散見さ れ、 授業の進行に支障を き たす状況を見た。 今後は、 回線容量の強化等、 通信の品質向上に努める べき ではないか。

・ 教職員研修等の充実について、 先進的な取り 組みを 行っている 学校に職員を 派遣し 、 その内容を 全体に紹介し ていく 必要がある し 、 市

内の学校、 ある いは教員の授業や生徒指導の取り 組みを 紹介し ていく こ と も 必要だと 思う 。 生徒の夏休み、 冬休み、 春休みを 利用し 、 教

職員の研修を 充実さ せてほし い。

・ 研修を 柔軟化すべき ではないか。 悉皆研修も よ いが、 各教員の⾧所ややり たい技能を 伸ばすよ う な研修があっ ても よ いのではないか。

そう なれば、 学校と いう コ ミ ュ ニティ が様々な特技を 有する 教員集団と なり 、 よ り 充実し た教育を 提供でき る よ う な集団と なれる のでは

ないか。

Ⅱ

・ こ の施策に関し ては小中9年間を 通し て段階的に進めていく 必要があ る と 思う 。 夢や目標は成⾧ 段階に応じ て変化する こ と も あ り 、 あ く

ま でも 社会を 知り 、 自分の将来を 考える き っ かけ作り と 考えた方がいいのではないか。 仕事について知る こ と は大切だが職場体験は必ず

し も 実際の仕事を 体験する こ と にはなら ない。 中学生に任せら れる 仕事は限ら れている し 、 受け入れ先の負担も 大き い。 ま た、 必ずし も

生徒の興味関心のある 職場を 体験でき る と は限ら ない。 体験にこ だわら ず、 職場研究と いう よ う な形で興味関心のある 職場訪問と そこ で

得た情報の発表と いっ た学習方法も ある 。

・ キャ リ ア教育が職場体験に偏在し ている 感がある 。 本来、 キャ リ ア教育と は自ら のキ ャ リ アを 考え、 その途を 開拓する ための教育であ

る べき であり 、 も っ と 多様なキャ リ ア教育を 考えても よ いのではないか。

5

4

① キャ リ ア教育の推進

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
標準学力検査における 全国標準

得点
教科 21

8

施策評価

②

全国学力・ 学習状況調査におけ

る 各教科が好き と 答えた子ど も

の割合（ 小6国）

％ 70.1

増加さ せる 増加さ せる

全教科で上回る 全教科で上回る 全教科で上回る 全教科で上回る 全教科で上回る

19

各事業の分析で見いだされた課題については、しっかりと全市的に共有し、継続的に研修会や勉強会などを行うなど目標値の達成に向けた取り組みが必であ

る。

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 成果指標①について、全教科で全国標準得点を上回ることはできなかったが、標準学力検査の結果分析を早期に実施し日常の授業や指導に生かすことで

目標値の達成に取り組む必要がある。

71.6

61 .4

増加さ せる 増加さ せる 成果指標②③④⑤について、中学校において目標値を達成することができなかったが、新たに教育DX推進事業として総合的なIT環境の整備を行い、小中一

貫教育の視点も取り入れたGIGAスクール用端末と学習ソフトの活用に取り組むことにより目標値の達成に取り組む必要がある。

9

④

全国学力・ 学習状況調査におけ

る 各教科が好き と 答えた子ど も

の割合（ 中3国）

％ 60.6

増加さ せる

56.1

③

全国学力・ 学習状況調査におけ

る 各教科が好き と 答えた子ど も

の割合（ 小6算）

％ 59.5

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

⑤

全国学力・ 学習状況調査におけ

る 各教科が好き と 答えた子ど も

の割合（ 中3数）

％ 63.1

増加さ せる

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

54.1
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 1
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

68%

6 0.8%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

2 ,4 2 8

（ 千円）

2 ,4 2 8

28校

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

活動指標②
全国学力・ 学習状況調査における 各教

科が好き と 答えた子ど も の割合

目標値 63.5％よ り 大き い 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

1 3 ,3 2 7 特定財源

（ 千円）

決算額 1 3 ,2 0 9

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

1 学校教育課 教育活動充実事業 学力を 向上さ せる ため、 児童生徒個人の能力・ 学力を 把握し 分析する 。

令和6年度より活動指標を「研修の実施回

数」「学力検査の調査分析回数」に変更し

上位施策の推進を図る。

特定財源

活動指標①
標準学力検査における 全国標準以上の

教科の割合

目標値 100％ 実績値

（ 千円） ①標準学力検査・ 知能検査の実施と 分析

・ 児童生徒の標準的学力と 基礎的・ 基本的な内容の到達状況を 把握し 、 日常の授業改善およ び指導力の向上に資す

る ための調査研究

・ 標準学力検査（ 小学4年から 中学3年） 、 知能検査（ 小学4年およ び中学1年） 、 英語の目標基準準拠テス ト （ 小

学5年およ び6年） を 実施、 分析

②WEBQU（ ※） の実施と 分析

・ 楽し い学校生活を 送る ためのアン ケート （ 小学3年から 中学3年） の実施・ 分析

③小中授業力向上研修

・ 算数、 数学と 外国語教育の分野において、 小中学校のつながり を 意識し た授業改善に向けた実践的な教員向けの

研修を 実施

④教育参与の招聘によ る 学力向上策の検討

・ 大阪大学大学院人間科学研究科の志水宏吉教授よ り 、 学力向上施策に対する 指導・ 助言を 受けながら 、 学力向上

施策について検討

（ ※） W EBQU・ ・ ・ 児童生徒の状態を 市教員が多角的に知る ためのアン ケート ツ ール

①標準学力検査・ 知能検査の実施と 分析

・ 標準学力検査（ 小学4年から 中学3年） 、 知能検査（ 小学4年およ び中学1年） 、 英語の目標基準準拠テス ト

（ 小学5年およ び6年） を 実施、 分析

②W EBQUの実施と 分析

・ 楽し い学校生活を 送る ためのアン ケート （ 小学3年から 中学3年） の年2回実施、 分析

・ W EBQU研修会（ 5/9実施、 講師: 御舩則子氏）

 各小中学校の教育相談担当者の参集、 各校へのオン ラ イ ン配信

③小中授業力向上研修の実施

・ 算数・ 数学小中授業力向上研修会

 琢成小（ 7/11実施、 講師: 教育課程調査官 笠井健一氏） 、 一中（ 10/12）

・ 外国語授業力向上研修会

 講師: 秋田県立秋田南高等学校中等部 吉澤孝幸氏（ 6/6、 8/1）

 講師: 山形大学地域教育文化学部 佐藤博晴氏（ 12/5）

④教育参与の招聘によ る 学力向上策の検討（ 7/13実施、 講師: 大阪大学大学院人間科学研究科 教授 志水宏

吉氏）

予算額 5 ,8 0 5 特定財源

（ 千円）

決算額 5 ,3 6 2 特定財源

活動指標① Ａ Ｌ Ｔ の授業実施校数

2 学校教育課 外国語指導助手招致事業 児童生徒の学習意欲と コ ミ ュ ニケーショ ン能力を 向上さ せ、 国際理解の基礎を 涵養する ため、 外国語指導助手（ ALT） によ る 英語授業等の指導を 行う 。

（ 千円） ①ALT（ 7名配置） にかかる 経費

・ 小・ 中学校における 外国語授業など の補助

・ 外国語教材作成の補助

・ 外国語担当教員など に対する 現職研修の補助

・ 特別活動や課外活動など への協力

・ 英語弁論大会出場生徒への指導

②英語教育コ ーディ ネータ （ 1名配置） にかかる 経費

・ 小・ 中学校への外国語教育支援（ 学校訪問）

・ 新ALT受け入れおよ び帰国する ALTへの対応

・ ALT派遣計画作成

・ ALTの生活面のサポート

【 特定財源】  外国語指導助手アパート 賃貸料 3,000千円、 外国語指導助手アパート 火災保険料 40千円

①ALT（ 7名配置）

・ 小学校21校、 中学校7校、 合計28校にそれぞれ30～80日程度配置

・ 学級数に応じ て配置日数を 決定

・ 外国語活動なら びに授業における 教材作成や指導の補助を 実施

・ 夏休みに英語弁論大会出場する 生徒のための指導を 実施

②英語教育コ ーディ ネータ （ 1名配置）

・ 各小学校の中学年、 高学年、 全中学校教員を 1回ずつ訪問し 、 授業を 参観し た後に、 授業づく り に助言

・ 小学校、 中学校それぞれに向けて通信を 発行し 、 外国語活動なら びに授業についての情報提供

・ 各校の希望を ま と め、 ALTの派遣計画を 作成

・ 新規来日ALTの銀行口座開設、 車の手続き 、 生活用品の購入など の生活面を 支援

【 特定財源】  外国語指導助手アパート 賃貸料 2,388千円、 外国語指導助手アパート 火災保険料 40千円

目標値 28校 実績値

予算額

3 学校教育課 日本語指導講師等派遣事業 必要な児童生徒に対し 、 日本語指導講師や⾧ 期入院学習アド バイ ザーを 派遣する 。

（ 千円） ①日本語指導講師派遣 942千円

・ 海外での生活が⾧ 期にわたっ たこ と など によ り 、 日本語でのコ ミ ュ ニケーショ ン が困難な児童生徒に対し 、 個別

に日本語を 指導

②⾧期入院学習アド バイ ザー派遣 154千円

・ ⾧期入院し ている 児童生徒に対し 学習アド バイ ザーを 派遣

①日本語指導講師派遣 615千円

・ 中国語で対応でき る 講師を 西荒瀬小と 三中に、 英語で対応でき る 講師を 浜田小と 三中に派遣し 、 日本語指導

を 実施

・ 三中は年間50時間（ 中国語30時間、 英語20時間） 、 西荒瀬小は年間86時間、 浜田小は年間80時間の指導を

実施

・ 日本語でのコ ミ ュ ニケーショ ンが困難な児童生徒に対し ､英語や中国語を 使っ て個別に日本語を 指導する こ と

で、 授業の理解を 助け、 日常生活を 円滑に過ご せる よ う に支援

②⾧ 期入院学習アド バイ ザー派遣

・ ⾧ 期入院学習アド バイ ザーの派遣はなし

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

児童生徒の英語力が向上し、成果指標①

の進捗に寄与している。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 1 ,0 9 6 特定財源

（ 千円）

決算額 6 1 5 特定財源

活動指標① －
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 2
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

100%

100%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

2 ,0 0 4

（ 千円）

1 ,5 1 4

895人

款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

3 ,4 0 3

（ 千円）

3 ,4 4 5

予算額 1 ,4 4 6 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,3 0 3

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

4 学校教育課 小中一貫教育推進事業 小中一貫教育を 通し て、 教員の指導力の向上を 目指し 、 本市の教育課題を 改善する 。

活動指標②
各中学校区で９ 年間の系統性・ 一貫性

のある 教育課程を 実施する 。

目標値 100% 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度より、演劇ワークショップを中学

校でも実施し、上位施策の推進を図る。

特定財源

活動指標①
各中学校区で目指す子ど も 像を 共有す

る 。

目標値 100% 実績値

（ 千円） ①演劇ワ ーク ショ ッ プの実施

・ 自律する 力、 尊重する 力、 創造する 力など の非認知能力の向上を 目的と し た演劇ワ ーク ショ ッ プを 小学校1校で

実施

・ 実践の資料を ま と め、 他の学校での実施を 推進

②各中学校区の合同研修会の実施

・ 小中の教職員の対話や協働的な研修を 通じ て、 各中学校区の特色ある 教育活動を 推進

・ 小中一貫教育コ ーディ ネータ ーを 派遣し 、 各中学校区の取り 組みを 支援

③学習ソ フ ト CBTforS choo lの活用

・ 学習習慣の定着およ び自己効力感の向上に有効である CBTforSchoolを 活用

④「 根の力」 （ ※） の指標調査

・ 年2回（ 6月、 12月） 小学4年生～中学3年生を 対象と し て「 根の力」 の指標調査を 実施し 、 小中一貫教育の効果

を 検証

（ ※） 根の力・ ・ ・ 酒田市教育大綱に位置付ける 「 ま なびの樹」 において根幹と なる 「 学びに向かう 力、 人間性」

①演劇ワ ーク ショ ッ プの実施

・ 実施校: 亀ケ崎小6学年

・ 実施日: 1回目 7月5日、 2回目 11月1日

・ 講師によ る 児童の非認知能力の育成と 教職員のフ ァ シリ テート 力を つける 研修

②小中一貫教育推進会議と 各中学校区の合同研修会の実施

・ 小中一貫教育推進会議

 1回目: 7月13日 志水宏吉教育参与によ る 研修と 保護者向け講演会の実施

 2回目: 2月8日 根の力調査の報告と 各学校区の取り 組みの成果と 課題について（ 各校担当教諭）

・ 各学校区の研修会

 一中学区（ ５ /24、 2 /6） 、 二中学区（ 6/7、 11/8） 、 三中学区（ 5/24、 11/28） 、 四中学区（ 11/15） 、 六

中学区（ 10/4 PTA研、 12/7） 、 鳥海八幡中学区（ 5/15） 、 東部中学区（ 6/5、 11/28）

③学習ソ フ ト CBTforS choo lの活用

・ 第4期TOFAS （ CBT内） 延べ受験者数: 約20 ,000人

④「 根の力」 の指標調査

・ 実施日: 1回目6月、 2回目11月

予算額 2 ,0 0 4 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,5 9 5 特定財源

活動指標① 事業参加延べ人数

5 学校教育課 中村も のづく り 事業 児童生徒に科学的原理を 応用し た科学・ 工学系も のづく り の楽し さ を 体験さ せる ため、 も のづく り 実行委員会へ負担金を 支出する 。

（ 千円） ①も のづく り 実行委員会負担金

・ も のづく り 実行委員会が子ど も 達の科学的・ 技術的な資質向上を 図る 事業を 開催

・ チャ レ ン ジも のづく り 塾、 サイ エン ス 発明教室＆自由研究相談会、 も のづく り 出前授業、 も のづく り 塾DX

【 特定財源】 中村も のづく り 基金繰入金 2,000千円ほか

①も のづく り 実行委員会負担金

・ チャ レ ンジも のづく り 塾

 も のづく り に興味・ 関心を 持つ児童生徒を 対象に年間５ 回（ 7/1、 7/29、 8/26,9/2 3、 10/22） の講座を 開催

 ロ ボコ ン ・ 閉講式、 Aコ ース : プロ グラ ミ ングロ ボッ ト 16名、 Bコ ース : 3モータ ーロ ボッ ト 8名

・ サイ エンス 発明教室＆自由研究相談会

 科学の不思議さ ・ も のづく り の楽し さ を 親子で感じ て欲し いと の願いから 場を 設定（ 6/24、 総合文化セン

タ ー体育室、 46家庭97名参加）

 Aコ ース : ス ーパーボールロ ケ ッ ト エボリ ュ ーショ ン、 Bコ ース : ベジタ ブルダイ イ ング

・ も のづく り 出前事業

 希望する 学校に講師を 派遣し 、 も のづく り に関係する 特別な授業を 実施

 14校（ 小13校、 中１ 校）  752人（ 小688人、 中64人） 参加

・ も のづく り 塾DX

 高校と 連携し て中学生を 対象に科学的原理を 応用し たハイ レ ベルの「 科学・ 工学・ 電子系等も のづく り 」 の

楽し さ の体験

 酒田市内の中学生22名が参加

 

目標値 1,000人 実績値

6 学校教育課 小学校教材等充実事業 小学校の運営上必要な教材など を 購入する 。

（ 千円） ①各小学校における 教材・ 備品等の購入 43,84 5千円

【 特定財源】 茜谷義務教育基金繰入金 2,402千円、 教材等充実支援寄附金（ ガバメ ン ト ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ ン

グ ）  1,0 00千円ほか

①各小学校における 教材・ 備品等の購入

・ 各小学校に教材・ 備品等を 購入する ための予算を 配当し 、 学校ご と に必要と なる 物品を 購入

【 特定財源】 茜谷義務教育基金繰入金 2,402千円、 教材等充実支援寄附金（ ガバメ ント ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ ン

グ ）  1,0 43千円

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

参加者が増えるように、魅力ある事業内容

として再構築し、広報の仕方や対象年齢の

拡大等の検討をする。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 4 4 ,9 6 4 特定財源

（ 千円）

決算額 4 2 ,0 1 8 特定財源

活動指標① －

-2 5 -

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 3
款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

1 ,3 8 9

（ 千円）

1 ,3 1 8

款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

6 2 0

（ 千円）

5 7 1

予算額 2 ,7 8 2 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,6 5 7

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

7 学校教育課 特別支援教育就学奨励事業（ 小学校） 小学校の特別支援学級に就学する 児童の保護者に対し 必要な経費の一部を 支援する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

特定財源

活動指標①

目標値 実績値

（ 千円） ①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象経費: 学校給食費、 修学旅行費、 学用品費、 新入学児童学用品費、 通学費、 校外活動費、 体育実技用具費、

オンラ イ ン 学習通信費 3,688千円

【 特定財源】 （ 国） 特別支援教育就学奨励費補助金 1,842千円

①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象者は73人、 辞退およ び支給対象経費がなかっ た者が6人

・ 給食費（ 1 ,49 9千円） 、 修学旅行費（ 104千円） 、 学用品費（ 348千円） 、 新入学児童学用品費（ 229千

円） 、 通学費（ 163千円） 、 校外活動費（ 宿泊なし 、 8千円） 、 校外活動費（ 宿泊あ り 、 20千円） 、 オン ラ イ ン

学習通信費（ 276千円）

【 特定財源】 特別支援教育就学奨励費補助金 1 ,318千円

予算額 7 1 0 特定財源

（ 千円）

決算額 4 4 2 特定財源

活動指標①

8 学校教育課 教師用教科書・ 指導書購入事業（ 小学校） 4年ご と に改訂さ れる 教科書に対応する ため、 教師用教科書およ び指導書を 購入整備する 。

（ 千円） ①教師用教科書・ 指導書の購入 989千円 ①教師用教科書・ 指導書の購入

・ 4年ごと に改訂さ れる 教科書・ 指導書である が、 令和5年度は4年目と いう こ と で、 増級分を 購入整備

・ 小学校教科書（ 52千円） 、 小学校指導書（ 356千円）

目標値 実績値

9 学校教育課 理科教育等設備整備事業（ 小学校） 理科・ 算数教育の向上のため、 小学校の理科・ 算数に関する 備品など を 購入する 。

（ 千円） ①理科教育設備備品 4校 1,000千円

②算数教育設備備品 2校   240千円

【 特定財源】 （ 国） 理科教育等設備費補助金 620千円

①理科教育設備備品

・ 松陵小（ 316千円） 、 西荒瀬小（ 216千円） 、 広野小（ 212千円） 、 十坂小（ 239千円）

②算数教育設備備品

・ 黒森小（ 126千円） 、 鳥海小（ 125千円）

【 特定財源】 （ 国） 理科教育設備費補助金確定額 571千円

目標値 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 1 ,2 4 0 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,2 3 6 特定財源

活動指標① －

-2 6 -
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 4
款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

3 ,3 8 7

（ 千円）

3 ,3 3 3

款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

1 ,0 9 4

（ 千円）

9 8 7

款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

（ 千円）

予算額 3 4 ,2 3 3 特定財源

（ 千円）

決算額 3 1 ,9 1 7

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

1 0 学校教育課 中学校教材等充実事業 中学校の運営上必要な教材など の購入する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

特定財源

活動指標① －

目標値 実績値

（ 千円） ①各中学校における 教材・ 備品等の購入 32,96 5千円

【 特定財源】 茜谷義務教育基金繰入金 1,161千円、 教材等充実支援寄附金（ ガバメ ン ト ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ ン

グ ）  1,0 00千円ほか

①各中学校における 教材・ 備品等の購入

・ 各中学校に教材・ 備品等を 購入する ための予算を 配当し 、 学校ご と に必要と なる 物品を 購入

・ 花王株式会社酒田工場から の寄附を 受けて、 中学校で使用する 楽器を 購入

【 特定財源】 茜谷義務教育基金繰入金 1,161千円、 教材等充実支援寄附金（ ガバメ ント ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ ン

グ ）  1,0 43千円ほか

予算額 2 ,1 9 6 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,1 0 3 特定財源

活動指標① －

1 1 学校教育課 特別支援教育就学奨励事業（ 中学校） 中学校の特別支援学級に就学する 生徒の保護者に対し 必要な経費の一部を 支援する 。

（ 千円） ①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象経費: 学校給食費、 修学旅行費、 学用品費、 新入学生徒学用品費、 通学費、 校外活動費、 体育実技用具費、

オンラ イ ン 学習通信費 3,959千円

【 特定財源】 （ 国） 特別支援教育就学奨励費補助金 1,976千円

①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象者は36人、 辞退およ び支給対象経費がなかっ た者が3人

・ 給食費（ 889千円） 、 修学旅行費（ 417千円） 、 学用品費（ 348千円） 、 新入学児童学用品費（ 152千円） 、

通学費（ 141千円） 、 校外活動費（ 宿泊なし 、 500円） 、 オン ラ イ ン 学習通信費（ 153千円）

【 特定財源】 特別支援教育就学奨励費補助金 987千円

目標値 実績値

1 2 学校教育課 教師用教科書・ 指導書購入事業（ 中学校） 4年ご と に改訂さ れる 教科書に対応する ため、 教師用教科書およ び指導書を 購入整備する 。

（ 千円） ①教師用教科書・ 指導書の購入 1,348千円 ①教師用教科書・ 指導書の購入

・ 4年ごと に改訂さ れる 教科書・ 指導書である が、 令和5年度は3年目と いう こ と で、 教科担当増員分を 購入整備

・ 中学校教科書（ 19千円） 、 中学校指導書（ 415千円）

目標値 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 7 3 6 特定財源

（ 千円）

決算額 4 3 5 特定財源

活動指標①

-2 7 -
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 5
款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

3 1 0

（ 千円）

2 8 8

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

年度内事業完了

予算額 6 2 0 特定財源

（ 千円）

決算額 5 8 9

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

1 3 学校教育課 理科教育等設備整備事業（ 中学校） 理科・ 数学教育の向上のため、 中学校の理科・ 数学に関する 備品など を 購入する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

特定財源

活動指標① －

目標値 実績値

（ 千円） ①理科教育設備備品 2校 500千円

②数学教育設備備品 1校 120千円

【 特定財源】 （ 国） 理科教育等設備費補助金 310千円

①理科教育設備備品

・ 六中（ 250千円） 、 東部中（ 237千円）

②数学教育設備備品

・ 二中（ 102千円）

【 特定財源】 （ 国） 理科教育設備費補助金確定額 288千円

予算額 2 7 ,8 7 9 特定財源

（ 千円）

決算額 2 7 ,6 8 4 特定財源

活動指標① －

1 4 学校教育課 デジタ ルキャ ンパス ネッ ト ワ ーク 事業 安全かつ快適なICT環境を 構築する ため、 市内小中学校のPC端末やネッ ト ワ ーク 環境を 整備・ 管理する 。

（ 千円） ①PC機器の修繕等管理料およ びネッ ト ワ ーク 回線使用料、 手数料 2,606千円

②校務用PC、 校務用シス テムなど の保守委託料 5,181千円

③セキ ュ リ ティ ソ フ ト など の使用料 1,462千円

④PC等機器の借上料およ び備品購入費 19,32 6千円

①PC機器修繕等 2,559千円

②コ ン ピ ュ ータ 保守点検委託料 5,181千円

・ 小中学校校務用PC保守業務委託

・ 校務用サーバー保守およ び運用サポート 保守業務委託

・ 教育用グループウ ェ アシス テム運用支援業務委託

・ セキ ュ リ ティ 対策サーバー保守業務委託

・ 学校系ネッ ト ワ ーク 保守業務委託

・ 校務支援シス テム 保守業務委託

・ 校務支援シス テム （ 出席管理・ 成績処理機能） 保守業務委託

③ウ イ ルス 対策ソ フ ト ラ イ セン ス 使用料 857千円

・ 校内LANフ ィ ルタ リ ングソ フ ト ラ イ センス 使用料

④借上料 19,0 87千円

・ 小中学校教育用PC賃貸借

・ 小中学校事務用PC賃貸借

・ 学校図書シス テム 賃貸借

目標値 実績値

1 5 学校教育課 学校Ｉ Ｃ Ｔ 環境整備事業 安全かつ快適な学校ICT環境を 構築する ため、 学校用各種サーバや教職員用の校務用パソ コ ン など の導入や更新・ 管理を 行う 。

（ 千円） ①コ ン ピ ュ ータ 保守点検業務委託  3,996千円

・ 学校系ネッ ト ワ ーク フ ァ イ アウ ォ ールの保守委託

②校務支援シス テム への調査書機能追加  3,366千円

・ 令和2～4年度に整備し た校務支援シス テム に調査書機能を 追加

・ 別々に管理・ 作成し ていたデータ を 連携する こ と で、 教員の負担を 軽減し 働き 方を 改革

 令和2年度 指導要録機能

 令和3年度 出席管理機能

 令和4年度 成績処理機能

 

 

①学校系ネッ ト ワ ーク フ ァ イ アウ ォ ール保守業務委託

・ 委託期間: 令和5年5月18日～令和5年7月31日

・ 委託金額: 3,99 5千円

②校務支援シス テム 調査書機能追加整備業務委託

・ 予算のと おり 機能を 追加

・ 委託期間: 令和5年5月24日～令和6年3月31日

・ 委託金額: 3,36 6千円目標値 年度内事業の完了 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から教育DX推進事業（ №

14、№15、№16を統合） として、上位施

策の推進を図る。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から教育DX推進事業（ №

14、№15、№16を統合） として、上位施

策の推進を図る。

予算額 7 ,3 6 2 特定財源

（ 千円）

決算額 7 ,3 6 1 特定財源

活動指標①

-2 8 -
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 6
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

8 ,0 6 7

（ 千円）

6 ,1 9 8

年度内事業完了

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

1 ,0 0 0

（ 千円）

6 5 0

100%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

予算額 3 9 ,1 7 8 特定財源

（ 千円）

決算額 3 4 ,3 9 1

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

1 6 学校教育課 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール推進事業 安全かつ快適なICT教育環境を 構築する ため、 校内無線ネッ ト ワ ーク や、 タ ブレ ッ ト 端末およ び学習ソ フ ト など の整備や更新・ 管理を 行う 。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から教育DX推進事業（ №

14、№15、№16を統合） として、上位施

策の推進を図る。

特定財源

活動指標①

目標値 年度内事業の完了 実績値

（ 千円） ①GIGAス ク ールネッ ト ワ ーク 保守  2,424千円

・ 校内無線LANネッ ト ワ ーク の保守委託

②GIGAス ク ールネッ ト ワ ーク アク セス ポイ ン ト 追加整備 6,149千円

・ 市内中学校の特別教室に追加整備

③GIGA用フ ィ ルタ リ ン グソ フ ト ラ イ セン ス 更新  13,376千円

④協働学習支援ソ フ ト の導入   15,435千円

・ 教職員がGIGAス ク ール用端末を 授業で効果的に活用する ために、 協働学習支援ソ フ ト （ 授業支援ソ フ ト ） を導

入

【 特定財源】 教育振興基金繰入金 6,149千円、 学校教材等実費負担金 18千円

 

①GIGAス ク ールネッ ト ワ ーク 保守委託 2,424千円

・ GIGAネッ ト ワ ーク 保守・ タ ブレ ッ ト 端末運用保守

②GIGAス ク ールネッ ト ワ ーク アク セス ポイ ン ト 追加整備業務委託

・ 市内中学校の技術室・ 美術室に追加整備

 第1・ 第2工区 契約期間: 令和5年5月25日～令和6年3月31日 金額: 5 ,085千円

 第3工区 契約期間 令和5年5月22日～令和6年3月31日 金額: 990千円

③GIGA用フ ィ ルタ リ ン グソ フ ト （ i-fi lte r＠cloud） 使用料 8,513千円

④協働学習支援ソ フ ト  13 ,923千円

・ ロ イ ロ ノ ート 使用料

・ Meta Moj i Cla ssRoom 使用料

【 特定財源】 教育振興基金繰入金 6,149千円、 学校教材等実費負担金 49千円

予算額 1 ,0 0 0 特定財源

（ 千円）

決算額 7 2 6 特定財源

活動指標①
４ 段階中３ 以上の自己評価を し た小中

学校の割合

1 7 学校教育課 キャ リ ア教育推進事業 児童生徒一人一人が、 自分の将来を 切り 開き 自立し て生き ていく 力を 育成する ため、 小・ 中学校が行う キャ リ ア教育活動を 支援する 。

（ 千円） ①キャ リ ア教育推進事業交付金 1,000千円

・ 1校あたり 5万円ま での上限額で、 全小中学校で取り 組んでも ら える よ う 支援

・ 事業実施時の視点など

 児童生徒が自ら の将来において自己実現を 図り 、 主体的な生き 方ができ る よ う 資質能力を 育成

 職場体験、 地域人材、 企業や商工会議所等と の連携し た取組みを 通し て、 勤労観や職業観を 育成

   希望する 職業に就く には学力や資格の取得が必須と なる こ と を 学び、 現在の学力や能力など を 向上さ せる 動機付

け

   地元企業で就労し ている 方、 経営者、 保護者など が講師と なり 、 自身のキャ リ アを 児童生徒に直接伝える 機会と

し 、 地元で働く こ と の良さ を 再認識し ても ら う こ と で将来的な地元定着を 促進

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 1,000千円

①キャ リ ア教育推進事業交付金 726千円

・ 本補助金を 活用し 、 市内19校でキ ャ リ ア教育活動を 実施

 琢成小、 浜田小、 富士見小、 亀ケ崎小、 松原小、 泉小、 西荒瀬小、 新堀小、 広野小、 浜中小、 十坂小、 平田

小、 鳥海小、 一條小、 松山小、 南平田小、 二中、 鳥海八幡中、 東部中

・ 様々な職業に就いている 方を 講師に迎え、 仕事内容や働く こ と への思い、 働く 喜び、 職業選択等についての

講話

・ 農業等の一次産業に携わる 喜びややり がいについての講話と 体験学習

・ アス リ ート や芸術家など の特別な技術を 持っ ている 方を 招き 、 夢を 叶えた体験談などの講演

・ 大学生や高校生と の関わり を 通し て学ぶこ と の意義や将来の夢について考える 機会を創出

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 650千円

目標値 90％ 実績値

1 8 学校教育課 中学生職場体験学習推進事業 キ ャ リ ア教育の推進に寄与する ため、 中学生の職場体験学習の充実を 図る 。

（ 千円） ①中学生職場体験学習推進事業実行委員会負担金 609千円

・ 教職員の巡回指導旅費や生徒の保険費用など を 各中学校に配当

・ 実行委員会を 組織し 情報交換を 実施

・ 対象: 中学校第2学年（ R5年度800名予定）

①職場体験実施人数（ 延べ867人）

・ 一中（ 延べ107人） 、 二中（ 延べ96人） 、 三中（ 延べ211人） 、 四中（ 延べ129人） 、 六中（ 延べ119人） 、

鳥海八幡中（ 延べ53人） 、 東部中（ 延べ152人）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から小中一貫教育推進事業

（ №4） と統合して、上位施策の推進を図

る。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から小中一貫教育推進事業

（ №4） と統合して、上位施策の推進を図

る。

予算額 6 0 9 特定財源

（ 千円）

決算額 5 5 0 特定財源

活動指標① －
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政策 3

章 施策 2

｜ 個別事業 1 －3 －2  社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成／ 7
款 項 目

1 0 1 4

（ 千円）

2 ,4 0 2

（ 千円）

2 ,4 0 0

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

予算額 2 ,4 0 2 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,4 0 0

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
社会の変化に対応でき る 確かな学力の育成

1 9 学校教育課 白崎資金運用事業 学費など の経済的負担の軽減を 図る ため、 大学医学部入学者に対し て賞賜金を 贈呈する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和5年度で白崎資金調整基金廃止によ

り事業終了。

特定財源

活動指標① －

目標値 実績値

（ 千円） ①賞賜金 2,400千円

・ 対象者: 市在住で国立大学法人立大学、 公立大学又は地方公共団体が出資し て設立し た大学医学部入学者

・ 一人あたり 600千円

②白崎資金調整基金積立金 2千円

【 特定財源】 白崎資金調整基金繰入金 2,400千円ほか

①令和4年度の合格者（ 令和5年度入学者） 4名に対し 、 医学奨励金を 贈呈

・ 600千円×４ 名＝2,400千円

・ 本事業の財源である 白崎資金調整基金の残高がなく なっ たこ と から 、 基金を 廃止し 令和5年度を も っ て事業終

了

②白崎資金調整基金積立金

・ 基金を 廃止し たため、 基金への積み立てなし

【 特定財源】 白崎資金調整基金繰入金 2,400千円

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

（ 千円）

目標値 実績値

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①
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政策 3

章 施策 3

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

成果指標②③について、基準値を下回っている状態のため、事業内容等の見直しを検討し、目標値の達成に向けて取り組む必要がある。

子どもたちの望ましい食習慣の形成について、施策の進捗を評価できる成果指標が設定されていないため、令和７ 年度に向けて新たな成果指標の追加を検

討する。

成果指標①について、本市の文化芸術推進計画において、誰もが文化芸術に親しむことができる環境の整備及び将来の文化芸術の担い手の育成を目標に

掲げ、「スクールプログラム実施事業」をはじめとした、子どもたちへの文化芸術の提供に努めたことで、年度目標値を上回っている。今後も継続的な取り組みに

より目標値の達成が見込まれる。

① 多様な体験学習、 交流活動の推進

② 地域の歴史や文化を はじ め、 国内外の文化に触れる 機会の創出

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
豊かな心と 健やかな体の育成

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 多様性を 認め合う 心豊かな子ど も たちの育成に努めま す。

1

① 体を 動かすこ と の楽し さ を 実感でき る 運動機会の提供と ス ポーツ 環境の整備

① 学校給食を 通し た食育の推進

② 給食だよ り 等を 活用し た学校と 家庭の連携によ る 食習慣の形成

3

③ 中央図書館と の連携や学校図書専門員によ る 読書活動の推進

2Ⅱ 子ど も たちの望ま し い食習慣の形成に努めま す。

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ 読書活動については学校図書室の貸出冊数、 読書が好き な児童生徒の割合が減少し ている こ と から 、 何ら かの対策が必要と 考える 。 読

む力を 育てる こ と はすべての教科の学力に結び付き 、 さ ら に文字を 通し て想像力も 鍛えら れ、 心の成⾧ にも つながる 。

・ 小中学校の貸出件数、 読書好き の割合は減少し ている のに対し 、 市立図書館の貸出件数は増加し ている 。 こ の乖離を 分析し 、 教育委員

会と し て対策を 講じ る べき ではないか。

Ⅱ

・ 給食や食育に係る 事業は適正に進めら れている と 思う 。 物価高の影響を 心配し たが、 対応が取ら れている こ と に安堵し た。

・ 地元産食材の利用率については、 話を 伺う と 物価高騰の中、 涙ぐ ま し い努力のも と でなんと か維持し ている 状況にある 。 本施策の意義

は十二分に理解でき る 。 し かし 、 給食制度の本旨は、 給食費を 抑えつつ児童生徒に安全で質の高い給食を 供給する こ と であ る 。 こ の本旨

に反する こ と のない範囲で地元食材の利用を 追求すべき ではないか（ 地元食材の利用率が高ければ高いほど よ い、 と いう 話ではないので

はないか） 。

Ⅲ

・ 陸上指導サポータ ー事業について、 すべての小学校で実施し たこ と は評価でき る 。 走る こ と は基本であ る と 思う し 、 少し でも 向上が実

感でき れば運動する こ と の好き な児童生徒の育成に繋がっていく のではないかと 思う 。 運動をする 、 し ない児童生徒の二極化の解消の具

体的施策を 作成する こ と が課題だ。

・ 陸上指導サポータ ー等、 ス ポーツ の専門家が児童生徒に指導する 機会を も う ける こ と は、 専門家から 直接指導を 受ける こ と と なり 、 競

技の技能向上に資する のみなら ず、 ス ポーツ 好き を 増やす要因にも なる のではないか。 陸上のみなら ず、 様々な種目で同様の施策が展開

さ れる こ と を 期待し たい。

・ 地元のプロ や社会人競技団体と の連携を 強化し てはど う か。 たと えばアラ ン マーレ の選手から 指導を 受ける 機会等があれば、 子ど も た

ちのス ポーツ に対する 関心も 高ま る のではないか。

Ⅳ

「 第1章 政策4 施策5」 に掲載。

② ト ッ プアス リ ート が参加する イ ベン ト 、 各種全国大会、 東北大会等の誘致

③ 東北大会等が開催でき る 施設環境の充実

Ⅳ 質の高い文化、 芸術、 ス ポーツ に触れる 機会を つく り ま す。

① ス ク ールプロ グラ ム、 アウ ト リ ーチの活用

5

② 家庭、 地域コ ミ ュ ニティ 活動における ス ポーツ 体験の推進

4③ 子ど も の運動能力の測定・ 把握と 運動に関する 適切な助言

Ⅲ 日常的に運動する 習慣を 通し た基礎的運動能力や体力の向上を 図り ま す。

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
子ど も たちが文化芸術に触れる

機会に対する 満足度
％ 20.3

8

施策評価

②
運動が好き と 思っ ている 子ど も

の割合（ 小）
％ 93.4

増加さ せる 増加さ せる

23.6 27 .0 30 .3 33 .7 3 7.0

30 .1

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

90.0

85 .8

増加さ せる 増加さ せる

9

③
運動が好き と 思っ ている 子ど も

の割合（ 中）
％ 86.1

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

-3 1 -
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政策 3

章 施策 3

｜ 個別事業 1 －3 －3  豊かな心と 健やかな体の育成／ 1
款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

3 ,2 4 8

（ 千円）

3 ,2 2 1

32%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

1 ,9 3 2

（ 千円）

1 ,5 0 2

21校

100%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

3 ,7 6 8 特定財源

（ 千円）

決算額 3 ,5 0 4

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
豊かな心と 健やかな体の育成

1 ス ポーツ 振興課 子ど も のス ポーツ チャ レ ンジ支援事業 子ど も がス ポーツ に出会いチャ レ ン ジする き っ かけを 創出し 、 身近な場所でス ポーツ に取り 組むこ と ができ る 環境を 整備する 。

活動指標①の算出にあたり、本市団員には

他町団員も入っているため、新たな活動指

標の追加を検討。

特定財源

活動指標① ス ポーツ 少年団団員加入率（ 小学生）

目標値 35％ 実績値

（ 千円） ①東北公益文科大学と 連携し て、 ⿁ ご っ こ 事業を 実施 506千円

・ 対象: 市内小学校のう ち2校程度

・ 期間: 7月から 11月ま で 各校20回程度実施

・ 会場: 各小学校体育館ま たはグラ ウ ン ド など

②酒田市ス ポーツ 少年団本部活動に対し 負担金を 支出 3,262千円

・ 7月～8月酒田市・ 遊佐町ス ポーツ 少年団本部大会（ 6種目）

・ 8月頃山形県ス ポーツ 少年大会（ 団員・ 指導者派遣）

・ 8月～2月指導者講習会・ 技術講習会（ 6種目）

・ 10月～11月ス タ ート コ ーチ養成講習会

・ 11月山形県ス ポーツ 少年団指導者・ 育成母集団研修会

・ 秋～冬運動適性テス ト

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 3,000千円、 （ 国）  デジタ ル田園都市国家構想交付金（ 地方創生推進タ イ

プ） 248千円

①東北公益文科大学と 連携し て、 ⿁ ご っ こ 事業を 実施 443千円

・ 東北公益文科大学の体育系ク ラ ブ（ 男女バレ ーボール部・ 女子サッ カー部） に所属する 学生の協力を 得て、

市内9つの小学校において体育の授業の一環で⿁ご っ こ を 実施（ 各校10回）

・ 大学生が準備し てき た⿁ご っ こ （ ケ イ ド ロ 、 バナナ⿁ 、 ねこ と ねずみなど ） の実施と 、 希望する 学校にはス

ポーツ 振興課職員が主体と なっ てス ポーツ⿁ ご っ こ を 実施

・ 効果検証と し て、 授業終了後に「 運動意識に関する アン ケート 」 を 実施校の小学生を対象に実施

②酒田市ス ポーツ 少年団本部活動に対し 負担金を 支出 3,062千円

・ 令和5年度 団員数1,300人（ 内小学生1,266人） 、 加入率（ 小学生） : 32 .4％

・ 酒田市・ 遊佐町ス ポーツ 少年団本部大会の開催（ 6競技、 909名参加）

・ 酒田市・ 遊佐町ス ポーツ 少年団本部交流大会（ 25名参加）

・ 運動適正テス ト （ 373名実施、 実施率28.6％）

・ 指導者講習会・ 技術指導講習会（ 専門部会主催） （ 364名参加） 、 ス タ ート コ ーチ養成講習会（ 27名参

加） 、 酒田市ス ポーツ 少年団本部指導者研修会（ 38名参加）

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 3,000千円、 （ 国）  デジタ ル田園都市国家構想交付金（ 地方創生推進タ

イ プ） 221千円

予算額 3 ,8 7 3 特定財源

（ 千円）

決算額 3 ,1 4 7 特定財源

活動指標① サポータ ー派遣事業への参加校数

2 学校教育課 ス ポーツ 活動等支援事業 部活動指導員を 配置する こ と によ り 、 部活動を 担当する 教員の支援を 行う と と も に、 休日の部活動を 地域移行し ていく ための地域人材を 確保する 。

（ 千円） ①記録会の開催 650千円

・ 市内全小学校の参加によ る 陸上競技およ び水泳競技記録会を 開催

②陸上指導サポータ ーの派遣

・ 小学校の体育授業中における 運動を 支援する ために、 主に小学校中学年に陸上指導のサポータ ーを 派遣

・ 派遣校: 学校の希望によ り 決定（ 15～20校程度）

・ 派遣時数: 1校あたり 年間計3～4時間

・ 講師: 教育委員会で選定

③部活動指導員

・ 中学校7校に配置 各学校の実態に合わせ、 運動部・ 文化部へ配置

・ 職務内容

 実技指導、 安全･障害予防に関する 知識･技能の指導、 学校外での活動（ 大会・ 練習試合等） の引率、 用具・ 施設

の点検管理 、 部活動の管理運営（ 会計管理等） 、 保護者等への連絡 、 年間・ 月間指導計画の作成、 生徒指導に係

る 対応、 事故が発生し た場合の現場対応 など

【 特定財源】 （ 県） 部活動指導員配置促進事業費補助金 1,792千円

①記録会の開催 231千円

・ 市内全小学校の参加によ る 陸上競技およ び水泳競技記録会を 開催

②陸上指導サポータ ーの派遣 90千円

・ 小学校の体育授業中における 運動を 支援する ために、 主に小学校中学年を 対象に陸上指導のサポータ ーを 派

遣

・ 派遣校: 学校の希望によ り 決定（ 酒田市内全21校）

・ 派遣時数: 1校あたり 年間計3～4時間

・ 講師: 教育委員会で選定

③部活動指導員の配置（ 13名1 ,3 8 1時間）

・ 一中（ 1名、 210時間） 、 二中（ 2名、 182時間） 、 三中（ 5名、 304時間） 、 四中（ 1名、 184時間） 、 六中

（ 1名、 125時間） 、 鳥海八幡中（ 2名、 166時間） 、 東部中（ 1名、 210時間）

【 特定財源】 （ 県） 部活動指導員配置促進事業費補助金 1,502千円

目標値 15校 実績値

予算額

3 学校教育課 文化活動重点事業 音楽活動の活発化と 普及を 目指すと と も に、 子ど も たちの豊かな感性を 育む教育活動の充実を 図る 。

（ 千円） ①吹奏楽合同演奏会の実施

②中学校合唱コ ン ク ールに向けた各中学校への外部指導者招聘

①吹奏楽合同演奏会

・ 開催日時: 9月16日、 17日

・ 会場: 希望ホール

・ 参加校: 市内中学校7校およ び遊佐町立遊佐中学校

・ 講師: 工藤 俊幸 氏

②外部講師によ る 中学校の合唱指導（ 14回）

・ 各校の希望によ り 実施

 一中（ 2回） 、 二中（ 2回） 、 三中（ 3回） 、 四中（ 2回） 、 六中（ 3回） 、 鳥海八幡中（ 2回）

目標値 実績値

活動指標②
５ 段階中４ 以上の自己評価を し た中学

校の割合

目標値 80% 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度からスポーツ・文化活動支援事

業（ №2、№3、№4を統合） 、上位施策

の推進を図る。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度からスポーツ・文化活動支援事

業（ №2、№3、№4を統合） 、上位施策

の推進を図る。

予算額 4 5 2 特定財源

（ 千円）

決算額 3 5 4 特定財源

活動指標① －
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政策 3

章 施策 3

｜ 個別事業 1 －3 －3  豊かな心と 健やかな体の育成／ 2
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

1 0 2 3

（ 千円）

2 7 4 ,3 1 2

（ 千円）

2 6 3 ,0 9 6

100%

款 項 目

1 0 3 3

（ 千円）

1 7 2 ,1 4 2

（ 千円）

1 6 2 ,5 4 5

100%

予算額 2 ,0 5 6 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,9 2 5

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
豊かな心と 健やかな体の育成

4 学校教育課 中学校大会出場支援事業 保護者負担の軽減を 図る ため、 市内の中学校等が生徒を 大会に派遣する 費用について補助する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度からスポーツ・文化活動支援事

業（ №2、№3、№4を統合） 、上位施策

の推進を図る。

特定財源

活動指標① －

目標値 実績値

（ 千円） ①中学校体育連盟大会出場補助金 8,595千円

・ 中学校駅伝競走大会

・ 中学校総合体育大会

・ 中学校新人総合体育大会

・ 中学校ス キー大会

②中学校文化連盟大会出場補助金 2,521千円

・ 全日本吹奏楽コ ン ク ール山形県大会

・ 全日本吹奏楽コ ン ク ール東北大会

・ 全日本アンサン ブルコ ンテス ト 東北大会

・ 全日本合唱コ ン ク ール東北大会

①中学校体育連盟大会出場補助金 1,756千円

・ 中学校総合大会の県大会、 東北大会、 全国大会等の各種大会に出場する 生徒が所属する 中学校ま たはク ラ ブ

チーム に対し 、 交通費や宿泊費の一部について補助

②中学校文化連盟大会出場補助金 169千円

・ 全日本吹奏楽コ ン ク ール山形県大会への参加校に対し 、 楽器の運搬費用の一部を 補助

予算額 4 3 5 ,7 7 5 特定財源

（ 千円）

決算額 4 2 4 ,4 0 8 特定財源

活動指標①
学校給食の提供（ 事故によ る 中止がな

かっ たか）

5 企画管理課 小学校給食事業 安全安心な小学校給食を 提供する 。

（ 千円） ①学校給食費の保護者負担軽減

・ 国の交付金を 活用し 、 保護者負担を 1食あたり 260円に据置（ 25円の軽減）

②献立年間指導計画の作成、 給食調理員の研修

③調理室内、 調理器具の消毒や調理従事者、 食材細菌検査の実施

④給食調理業務委託 138 ,996千円

⑤大型給食調理機器の借上およ び備品購入 7,067千円

・ 食器洗浄機、 ス チームコ ン ベク ショ ン オーブン、 食器消毒保管庫、 回転釜

・ 保存食用冷凍庫、 移動作業台、 冷蔵庫、 器具消毒保管庫、 炊飯器、 洗濯機

⑥給食物資購入 263 ,9 04千円

【 特定財源】 小学校給食費物資収入 241,404千円、 （ 国） 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 20,442

千円ほか

①学校給食費の保護者負担軽減

・ 食材費高騰分に国の交付金を 活用し 、 保護者負担を 1食あたり 260円に据置（ 34円の軽減）

②献立年間指導計画の作成、 給食調理員の研修

・ 食育の日献立の実施（ 10回） 、 給食だよ り の発行（ 12回） 、 給食調理員研修会の開催（ 2回）

③調理室内、 調理器具の消毒や調理従事者、 食材細菌検査の実施

・ 保存食細菌検査（ 20件） 、 表面付着菌検査（ 20件） 、 食材微生物検査（ 1件） 、 食材についての理化学検査

（ 残留農薬200項目） （ 1回） 、 腸内細菌検査（ 月2回） 、 ノ ロ ウ イ ルス 検査（ 年6回）

④給食調理業務委託

⑤計画通り 更新を 実施、 他故障によ り 食器消毒保管庫購入（ 松原小）

⑥給食物資購入（ 21校分、 264 ,083千円）

【 特定財源】 小学校給食費物資収入 234,071千円、 （ 国） 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

 27,21 6千円ほか

目標値 100％ 実績値

6 企画管理課 中学校給食事業 安全安心な中学校給食を 提供する 。

（ 千円） ①学校給食費の保護者負担軽減

・ 国の交付金を 活用し 、 保護者負担を 1食あたり 305円に据置（ 25円の軽減）

②献立年間指導計画の作成

③調理室内、 調理器具の消毒や調理従事者、 食材細菌検査の実施

④給食業務委託

・ Aグループ（ 一中、 二中、 六中）

・ Bグループ（ 三中、 四中）

・ 鳥海八幡中

⑤給食物資購入（ 東部中）

【 特定財源】 中学校給食費物資収入 159,965千円、 （ 国） 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 11,703

千円ほか

①学校給食費の保護者負担軽減

・ 食材費高騰分に国の交付金を 活用し 、 保護者負担を 1食あたり 305円に据置（ 25円の軽減）

②献立年間指導計画の作成

・ 食育の日献立の実施（ 10回） 、 給食だよ り の発行（ 12回）

③調理室内、 調理器具の消毒や調理従事者、 食材細菌検査の実施

・ 保存食細菌検査（ 1件） 、 表面付着菌検査（ 1件） 、 腸内細菌検査（ 月2回）

④給食業務委託

⑥給食物資購入（ 東部中 14,27 1千円）

【 特定財源】 中学校給食費物資収入 151,375千円、 （ 国） 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

 11,12 6千円ほか

目標値 100％ 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

成果指標の追加を 検討

令和7年度予算に向けて、事業の成果が

適切に反映されるような成果指標の追加設

定を検討する。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

成果指標の追加を 検討

令和7年度予算に向けて、事業の成果が

適切に反映されるような成果指標の追加設

定を検討する。

予算額 3 6 7 ,4 0 8 特定財源

（ 千円）

決算額 3 5 5 ,4 9 8 特定財源

活動指標①
学校給食の提供（ 事故によ る 中止がな

かっ たか）

項目 年度 R3 R4 R5

9 11 13

9 6,899 118 ,525 13 8 ,9 96

委託実施校数（ 校）

業務委託額（ 千円）

項目 年度 R3 R4 R5

業務委託額（ 千円） 320,088 340,537 339,098

-3 3 -

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



政策 3

章 施策 4

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

①
共生社会の形成に向けて障がいのあ る 方と 障がいのない方が相互に人格と 個性を 尊重し 支え合い共に学ぶ仕組みである イ ン ク

ルーシブ教育シス テム の確保

Ⅱ 支援を 必要と する 子ど も の社会的な自立を 目指し 、 切れ目なく 支援を 受ける こ と ができ る よ う 関係機関と の連携を 図り ま す。

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
共生社会の実現に向けた教育の推進

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 全ての子ど も たちが個々の能力を 最大限に伸ばす学校づく り を 推進し ま す。

1

① 特別支援教育の専門家等によ る 研修と 相談支援体制の充実

② 教育支援員の配置と 研修の充実

3

① 幼児教育・ 高等教育機関と の連携

2Ⅲ 支援を 必要と する 子ど も 一人ひと り の教育的ニーズ を 踏ま えて対応し ま す。

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ イ ン ク ルーシブ教育の推進は、 性的マイ ノ リ ティ や他国にルーツ を 持つ人達と 一緒にく ら し ていく 多様な社会の実現のためにも 非常に

重要な課題である と 考える 。 当事者の声を 実際に聴く 機会を 設ける 等、 一層の推進を お願いし たい。

Ⅱ

・ 個別の指導計画の作成率がほぼ１ ０ ０ ％であ る こ と は評価でき る 。 ⾧期的な計画を 作成し 、 そのう えで1年間の計画作成、 ま た個々の成

⾧ を 確認し ながら 次年度の計画を 修正し 、 職員間で共有し ていく 必要があ る 。 特別支援教育と いう と 支援や配慮が強調さ れがちだが、 最

終目標は社会で生活でき る こ と だと 思う ので、 本人のでき る こ と を 増やし 、 ま た時には自分のでき る こ と と でき ないこ と を 自覚し 、 周囲

に支援や協力を 求めら れる 人間に育てていく 必要がある 。 学校見学では支援学級と 通常学級を行き 来でき る よ う な体制作り が進めら れて

いる と 感じ た。

Ⅲ

・ 特別支援教育において特別支援コ ーディ ネータ ーが大き な役割を 果たし ている こ と が理解でき る 。 こ のよ う な状況に鑑みて、 こ の職の

充実を はかる こ と が重要と なる のではないか。

・ 特別支援を 要する 児童生徒の場合、 それぞれの児童生徒の個性が強く 、 個別的な対応が必要であ り 、 現場の教職員のご 苦労と 尽力が垣

間見えた。 是非、 教育委員会と し ては、 現場の頑張り を サポート でき る 体制づく り に尽力いただく こ と を 期待し たい。

5

4

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①

人が困っ ている 時は進んで助け

ている と 答えた児童生徒の割合

（ 小6）

％ 85.9

8

施策評価

②

人が困っ ている 時は進んで助け

ている と 答えた児童生徒の割合

（ 中3）

％ 89.8

89 .8 89 .9

86 .7 87 .5 88 .4 89 .2 9 0.0

91 .6

成果指標①②は、「教育支援員配置事業」「特別支援教育就学奨励事業」以外の要因も影響するため、令和７ 年度に向けて、事業の成果が反映されや

すい新たな成果指標の追加を検討する 。

89.9 90 .0 9 0.0 成果指標①②について、教育支援員配置による個々へのきめ細かい支援により、障がいがある児童と障がいがない児童と学校生活を共にする機会を創出する

ことで、相互を尊重し支え合う学びにつながっている。引き続ききめ細やかな個々の対応を図ることで目標値以上の成果が見込まれる。

89.0

支援を必要とする子どもへの切れ目ない支援について、施策の進捗を評価できる成果指標が設定されていないため、令和７ 年度に向けて新たな成果指標の

追加を検討する。

9

-3 5 -
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政策 3

章 施策 4

｜ 個別事業 1 －3 －4  共生社会の実現に向けた教育の推進／ 1
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

2 0 ,0 0 0

（ 千円）

2 0 ,0 0 0

98%

100%

款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

1 ,3 8 9

（ 千円）

1 ,3 1 8

款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

1 ,0 9 4

（ 千円）

9 8 7

活動指標②
教育支援員が配置さ れたこ と によ り 効

果が見ら れた学校の割合

目標値 100% 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

8 5 ,3 4 1 特定財源

（ 千円）

決算額 8 3 ,0 6 5

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
共生社会の実現に向けた教育の推進

1 学校教育課 教育支援員配置事業 児童生徒の学校生活・ 学習活動の充実のため、 教育支援員を 配置する 。

令和6年度から活動指標を「教育支援員の

採用人数」などへの見直しを行い、上位施

策の推進を図る。

特定財源

活動指標①
教育支援員が対応し たこ と によ り 効果

が見ら れた児童生徒の割合

目標値 95％ 実績値

（ 千円） ①教育支援員の配置

・ 教育支援員50名を 各学校に配置

・ 1日6時間 × 200日

・ 通常学級における 個別に支援を 要する 児童生徒への学習支援と 生活支援

・ 特別支援学級における 児童生徒への学習支援と 生活支援

②教育支援員の資質を 向上する ための研修会実施（ 年3回）

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 20,0 00千円

①教育支援員の配置

・ 教育支援員50名を 配置

・ 対応し た児童生徒数

 通常学級（ 延べ2,471人） 、 特別支援学級（ 延べ200人）

②教育支援員の資質を 向上する ための研修会実施（ 年3回）

・ 教育支援員の服務・ 役割について、 学級での児童生徒のサポート について（ 5/23）

・ 講演「 教育相談の効果的な実践～特別支援教育と 教育相談～」 （ 9/7）

 講師: FR教育臨床研究所 所⾧  花輪敏男氏

・ 少人数グループでの演習（ 10/17）

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 20,0 00千円

予算額 2 ,7 8 2 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,6 5 7 特定財源

活動指標①

2 学校教育課 （ 再掲） 特別支援教育就学奨励事業（ 小学校） 小学校の特別支援学級に就学する 児童の保護者に対し 必要な経費の一部を 支援する 。

（ 千円） ①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象経費: 学校給食費、 修学旅行費、 学用品費、 新入学児童学用品費、 通学費、 校外活動費、 体育実技用具費、

オンラ イ ン 学習通信費 3,688千円

【 特定財源】 （ 国） 特別支援教育就学奨励費補助金 1,842千円

①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象者は73人、 辞退およ び支給対象経費がなかっ た者が6人

・ 給食費（ 1 ,49 9千円） 、 修学旅行費（ 104千円） 、 学用品費（ 348千円） 、 新入学児童学用品費（ 229千

円） 、 通学費（ 163千円） 、 校外活動費（ 宿泊なし 、 8千円） 、 校外活動費（ 宿泊あ り 、 20千円） 、 オン ラ イ ン

学習通信費（ 276千円）

【 特定財源】 特別支援教育就学奨励費補助金 1 ,318千円目標値 実績値

予算額

3 学校教育課 （ 再掲） 特別支援教育就学奨励事業（ 中学校） 中学校の特別支援学級に就学する 生徒の保護者に対し 必要な経費の一部を 支援する 。

（ 千円） ①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象経費: 学校給食費、 修学旅行費、 学用品費、 新入学生徒学用品費、 通学費、 校外活動費、 体育実技用具費、

オンラ イ ン 学習通信費

【 特定財源】 （ 国） 特別支援教育就学奨励費補助金 1,976千円

①特別支援学級へ就学する ために必要な経費の一部を 所得区分に応じ て支援

・ 対象者は36人、 辞退およ び支給対象経費がなかっ た者が3人

・ 給食費（ 889千円） 、 修学旅行費（ 417千円） 、 学用品費（ 348千円） 、 新入学児童学用品費（ 152千円） 、

通学費（ 141千円） 、 校外活動費（ 宿泊なし 、 500円） 、 オン ラ イ ン 学習通信費（ 153千円）

【 特定財源】 （ 国） 特別支援教育就学奨励費補助金 987千円

目標値 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 2 ,1 9 6 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,1 0 3 特定財源

活動指標① －
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政策 3

章 施策 5

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 地域プロ デュ ーサー（ 仮称） 等の配置によ る 複数の小中学校やコ ミ ュ ニティ 振興会等、 関係団体の連携・ 協働の推進

② 地域人材・ 地域資源を 活用し た学習機会と 学習支援の創出

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
ス ク ール・ コ ミ ュ ニティ の拡充

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 子ど も を 縁と し 、 学校と 地域が一体と なっ て地域づく り ・ 人づく り を 進めま す。

1

② 高等教育機関等と 連携し た科学・ も のづく り 教育・ プロ グ ラ ミ ン グ 教育等の推進

⑤ Ｓ Ｎ Ｓ 等を 活用し た地域情報の発信

Ⅱ 子ど も たちの多様な学習機会創出のため、 地元企業や公益大、 高等学校等と の連携を 深めま す。

3

③ 地域づく り を 担う ボラ ンティ ア活動の推進

2④ 学校行事への地域住民の参加促進およ び地域行事への児童生徒等の参加促進

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ 日本における コ ミ ュ ニティ ス ク ールの考え方は本来の地域設立型のコ ミ ュ ニティ ス ク ールと は異なり 、 学校の教育活動に地域を 巻き 込

み、 教育活動に参加し ても ら う 形ではないかと 思う 。 あ る 意味地域に開かれた学校にし ていく と いう こ と だと 考える 。 そう いう 意味では

学校から の情報発信が大事で、 学校行事へ地域の人たちの参加を 促すよ う な施策が必要だと 思う 。

・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールに関する 施策については、 そも そも の教育振興基本計画では「 地域学校協働本部やコ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの

設置も 視野に入れて施策を 展開する 」 と あ る が、 教育振興基本計画を 実施し ていく 中で、 本市における こ れま での取組み及び本市の特

徴・ ⾧所を 踏ま え、 本市独自のス ク ール・ コ ミ ュ ニティ を推進する 立場に転換し たと のこ と であ る 。 こ のよ う に、 地域の経緯や特質を ふ

ま えて施策を 柔軟に変更し たこ と は評価に値する も のと 考える 。 他の施策においても 積極的に検討さ れたい。

・ コ ミ ュ ニティ 振興会の職員を 地域人材と し て育成する こ と は、 社会教育のみなら ず地域政策と し ても 有為な人材の育成に直結する も の

と 思われる 。 積極的に推進すべき 施策ではなかろう か。

Ⅱ

・ 大学等と の高等教育と の連携について、 専門家によ る 指導が小中学生に与える プラ ス の影響は大き いと 思う 。 児童生徒の知的好奇心を

大き く 向上する 機会と なり う る 。 こ のよ う な観点から 、 関係機関と の連携を 進めていただき たい。

5

4

① 地元企業での職業体験

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
地域の行事に参加し ている 児童

生徒の割合（ 小6  ）
％ 77 .5

8

施策評価

②
地域の行事に参加し ている 児童

生徒の割合（ 中3）
％ 59.7

63 .8 67 .8

80 .0 82 .5 85 .0 87 .5 9 0.0

81 .8

成果指標⑤について、「中村ものづくり事業」の取組みが成果指標の進捗に貢献しており、今後も継続的に取り組むことにより目標値の達成が見込まれる。

71.9 75 .9 8 0.0 成果指標②は目標値に達していないが、成果指標①③④は達成していることから、地域と何らかのつながりを作りたいと考えている児童生徒が多いことがうかが

える。引き続き、学校と地域が一体となった地域づくりを意識した取り組みを行う必要がある。

48.7

83 .5

59 .0 6 0.0 スクール・コミュニティの拡充として、地域プロデューサーの活動が評価できる成果指標が設定されていないため、令和７ 年度に向けて新たな成果指標の追加を

検討する。

9

④

地域や社会を よ く する ために何

を すべき か考える こ と がある 児

童生徒の割合（ 中3 ）

％ 48 .5

50 .8

65 .3

③

地域や社会を よ く する ために何

を すべき か考える こ と がある 児

童生徒の割合（ 小6 ）

％ 55 .2

56 .2 57 .1 58 .1

⑤ 連携事業参加者の満足度 ％ －

80.0

53 .1 5 5.4 57 .7 6 0.0

80 .0 8 0.0 80 .0 8 0.0

94 .7
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政策 3

章 施策 5

｜ 個別事業 1 －3 －5  ス ク ール・ コ ミ ュ ニティ の拡充／ 1
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

2 ,0 0 4

（ 千円）

1 ,5 1 4

895人

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

1 ,0 0 0

（ 千円）

6 7 7

100%

款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

2 ,0 0 4 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,5 9 5

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
ス ク ール・ コ ミ ュ ニティ の拡充

1 学校教育課 （ 再掲） 中村も のづく り 事業 児童生徒に科学的原理を 応用し た科学・ 工学系も のづく り の楽し さ を 体験さ せる ため、 も のづく り 実行委員会へ負担金を 支出する 。

参加者が増えるように、魅力ある事業内容

として再構築し、広報の仕方や対象年齢の

拡大等の検討をする。

特定財源

活動指標① 事業参加延べ人数

目標値 1,000人 実績値

（ 千円） ①も のづく り 実行委員会負担金

・ も のづく り 実行委員会が子ど も 達の科学的・ 技術的な資質向上を 図る 事業を 開催

・ チャ レ ン ジも のづく り 塾、 サイ エン ス 発明教室＆自由研究相談会、 も のづく り 出前授業、 も のづく り 塾DX

【 特定財源】 中村も のづく り 基金繰入金 2,000千円ほか

①も のづく り 実行委員会負担金

・ チャ レ ンジも のづく り 塾

 も のづく り に興味・ 関心を 持つ児童生徒を 対象に年間５ 回（ 7/1、 7/29、 8/26,9/2 3、 10/22） の講座を 開催

 ロ ボコ ン ・ 閉講式、 Aコ ース : プロ グラ ミ ングロ ボッ ト 16名、 Bコ ース : 3モータ ーロ ボッ ト 8名

・ サイ エンス 発明教室＆自由研究相談会

 科学の不思議さ ・ も のづく り の楽し さ を 親子で感じ て欲し いと の願いから 場を 設定（ 6/24、 総合文化セン

タ ー体育室、 46家庭97名参加）

 Aコ ース : ス ーパーボールロ ケ ッ ト エボリ ュ ーショ ン、 Bコ ース : ベジタ ブルダイ イ ング

・ も のづく り 出前事業

 希望する 学校に講師を 派遣し 、 も のづく り に関係する 特別な授業を 実施

 14校（ 小13校、 中１ 校）  752人（ 小688人、 中64人） 参加

・ も のづく り 塾DX

 高校と 連携し て中学生を 対象に科学的原理を 応用し たハイ レ ベルの「 科学・ 工学・ 電子系等も のづく り 」 の

楽し さ の体験

 酒田市内の中学生22名が参加

 

予算額 1 ,0 0 0 特定財源

（ 千円）

決算額 7 2 6 特定財源

活動指標①
４ 段階中３ 以上の自己評価を し た小中

学校の割合

2 学校教育課 （ 再掲） キャ リ ア教育推進事業 児童生徒一人一人が、 自分の将来を 切り 開き 自立し て生き ていく 力を 育成する ため、 小・ 中学校が行う キャ リ ア教育活動を 支援する 。

（ 千円） ①キャ リ ア教育推進事業交付金 1,000千円

・ 1校あたり 5万円ま での上限額で、 全小中学校で取り 組んでも ら える よ う 支援

・ 事業実施時の視点など

 児童生徒が自ら の将来において自己実現を 図り 、 主体的な生き 方ができ る よ う 資質能力を 育成

 職場体験、 地域人材、 企業や商工会議所等と の連携し た取組みを 通し て、 勤労観や職業観を 育成

   希望する 職業に就く には学力や資格の取得が必須と なる こ と を 学び、 現在の学力や能力など を 向上さ せる 動機付

け

    地元企業で就労し ている 方、 経営者、 保護者など が講師と なり 、 自身のキャ リ アを 児童生徒に直接伝える 機会

と し 、 地元で働く こ と の良さ を 再認識し ても ら う こ と で将来的な地元定着を 促進

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 1,000千円

①キャ リ ア教育推進事業交付金 677千円

・ 本補助金を 活用し 、 市内19校でキ ャ リ ア教育活動を 実施

 琢成小、 浜田小、 富士見小、 亀ケ崎小、 松原小、 泉小、 西荒瀬小、 新堀小、 広野小、 浜中小、 十坂小、 平田

小、 鳥海小、 一條小、 松山小、 南平田小、 二中、 鳥海八幡中、 東部中

・ 様々な職業に就いている 方を 講師に迎え、 仕事内容や働く こ と への思い、 働く 喜び、 職業選択等についての

講話

・ 農業等の一次産業に携わる 喜びややり がいについての講話と 体験学習

・ アス リ ート や芸術家など の特別な技術を 持っ ている 方を 招き 、 夢を 叶えた体験談などの講演

・ 大学生や高校生と の関わり を 通し て学ぶこ と の意義や将来の夢について考える 機会を創出

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 677千円

目標値 90％ 実績値

予算額

3 学校教育課 （ 再掲） 中学生職場体験学習推進事業 キ ャ リ ア教育の推進に寄与する ため、 中学生の職場体験学習の充実を 図る 。

（ 千円） ①中学生職場体験学習推進事業実行委員会負担金 609千円

・ 教職員の巡回指導旅費や生徒の保険費用など を 各中学校に配当

・ 実行委員会を 組織し 情報交換を 実施

・ 対象: 中学校第2学年（ R5年度800名予定）

①職場体験実施人数（ 延べ867人）

・ 一中（ 延べ107人） 、 二中（ 延べ96人） 、 三中（ 延べ211人） 、 四中（ 延べ129人） 、 六中（ 延べ119人） 、

鳥海八幡中（ 延べ53人） 、 東部中（ 延べ152人）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から小中一貫教育推進事業

（ №4） と統合して、上位施策の推進を図

る。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から小中一貫教育推進事業

（ №4） と統合して、上位施策の推進を図

る。

予算額 6 0 9 特定財源

（ 千円）

決算額 5 5 0 特定財源

活動指標① －

-3 8 -
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政策 3

章 施策 6

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 地域の意見を 踏ま えた学校規模適正化の推進

Ⅱ よ り 効果的な小中一貫教育の推進を 図る ため、 同じ 小学校から 別々の中学校へ進学する 現状の見直し に着手し ま す。

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
学校教育環境の整備推進

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 児童生徒数の推移によ り 、 適正規模等課題のある 地域の小・ 中学校の将来のあ り 方について、 地域と と も に考えま す。

1

① 防災・ 防犯上の危険箇所の把握と 情報の共有

① ⾧寿命化改修、 予防改修によ る 施設⾧寿命化の推進

② 災害に強い安全・ 安心な学校施設の計画的整備

3

① 小中学校区の再編

2Ⅲ 学校施設の⾧ 寿命化を 図る と と も に計画的かつ効率的な整備に努めま す。

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

Ⅰ

・ 学校規模の適正化の推進についても かなり 進んでいる よ う だが、 カ リ キュ ラ ム だけでなく 小中同一校舎と いう こ と で、 発達段階に応じ

た施設設計に取り 組んでいただき たい。 成⾧ 過程から 見る と 、 小学生は児童だが中学生は思春期に入り 、 配慮が必要になる と 思う 。

・ 学校統合については、 関係者の理解と 合意を 得ながら 進める こ と が重要である 。 川南地区の学校統合及び義務教育学校の設置は、 保護

者や地元の理解を 得ながら 着実に進めている こ と を 確認し た。 本件については、 引き 続き 、 保護者、 地元、 関係機関へ丁寧な説明を し つ

つ施策を すすめる こ と を 要望する 。

Ⅲ

・ 学校施設の整備施に関し ては計画的に進めら れており 、 ト イ レ の洋式化も 着実に改善し ている 。

・ 大規模な学校施設の整備推進については、 学校の統廃合と 学校施設の耐用年数を 念頭に置き ながら 、 おおむね適切に行われている よ う

である 。

・ 一方、 ト イ レ の洋式化の進捗率は、 小学校で81 .8% 、 中学校で71.4% と 、 元来、 令和6年度中に100% を 目指すこ と と し ていたこ と を

考慮する と 、 高いと は言えない。 令和6年度の計画で「 ト イ レ の洋式化については、 学校施設の⾧ 寿命化改修工事と 合わせ整備する 」 と あ

る 。 ト イ レ の洋式化は、 児童生徒が快適な学校生活を 送る ために重要な要素であ る と 考える 。 早急に迅速化を進める べき ではないか。

Ⅳ

・ 通学の安全確保については毎年点検・ 検討を 継続する 必要があ る と 思う 。

Ⅴ

・ 教職員の⾧時間勤務解消にむけて様々な取り 組みを 行っている が、 その結果を 見て次の対策を 考える 必要がある 。

・ 部活動を 学校から 地域へ移行する 施策は、 様々な困難に直面し ている と 承知する が、 教員の働き 方改革にも 直結する 問題であり 、 引き

続き 、 尽力願いたい。 ま た、 地域によ っ て状況が異なる こ と は承知の上だが、 可能であれば、 本施策を 機に、 地域の人材の積極活用等、

地域と 学校と の新たな関係構築につながる よ う な形で展開でき る こ と を 期待し ている 。
③ 部活動指導を 含めた業務負担軽減対策の整備

① 教職員の健康管理対策の充実

② 教職員の働き 方改革の推進

5

② ス ク ールバス の安全で効率的な運行

4Ⅴ 教職員が安心し て職務に専念でき る 職場環境の形成と 心身の健康維持に向けた対策の充実に努めま す。

Ⅳ 通学における 安全確保に努めま す。

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

① 複式学級の数 学級 4

8

施策評価

4 3 2 1 0

4

通学における安全確保について、施策の進捗を評価できる成果指標が設定されていないため、令和7年度に向けて新たな成果指標の設定を検討する。

成果指標①について、目標値は達しているが、学校施設の良好な環境整備として、小中学校区の再編の進捗に合わせた成果指標を追加し、新たな事業内

容・活動指標の設定を検討する。

9

-3 9 -
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政策 3

章 施策 6

｜ 個別事業 1 －3 －6  学校教育環境の整備推進／ 1
款 項 目

1 0 1 2

（ 千円）

（ 千円）

3回

０ 回

款 項 目

1 0 1 4

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

1 0 1 4

（ 千円）

（ 千円）

活動指標② 候補用地の検討に係る 測量調査の実施

目標値 1回 実績値

事業評価

成果指標の追加を 検討

1 2 4 特定財源

（ 千円）

決算額 1 2 3

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
学校教育環境の整備推進

1 企画管理課 【 新規】 第四中学校区学校統合検討事業 川南地区の6小学校を 対象と し た学校統合の統合方式およ び候補用地の検討を 行う 。

事業の進捗に合わせて成果指標を追加し、

新たな事業内容・活動指標の設定を検討

する。

特定財源

活動指標①
統合方式等の検討に資する 先進地視察

の実施

目標値 1回 実績値

（ 千円） ①統合方式など の検討に係る 調査 111千円

・ 先進地視察に係る 経費（ 嘱託出張費用、 視察時バス 借上料など ）

②候補用地の検討に係る 調査 1,000千円

・ 候補用地調査に係る 経費（ UAV（ 無人航空機） 3Dレ ーザー地形測量）

①統合方式など の検討に係る 調査

・ 県内1校（ 新庄市） 、 県外2校（ 福島県） の先進地視察を 実施 123千円（ 7月補正で69千円増額、 3月補正で

残額分△56千円減額）

②候補用地の検討に係る 調査

・ 統合校設置場所に係る 検討の進捗に伴い、 3Dレ ーザー地形測量は未実施（ 3月補正で△1,000千円減額）

予算額 1 6 6 ,1 1 2 特定財源

（ 千円）

決算額 1 5 6 ,1 3 9 特定財源

活動指標① －

2 学校教育課 学習バス ・ ス ク ールバス 管理事業 校外学習の送迎（ 学習バス ） や、 徒歩で通学する こ と が困難な児童生徒の送迎（ ス ク ールバス ） の運行管理を 行う 。

（ 千円） ①学習バス 運転業務委託料 21,4 50千円

②ス ク ールバス 運転業務委託料 109,7 25千円

・ 基準はおおむね下記の通り

 通年: 小学校 4km 以上、 中学校 6km 以上

 冬季: 小学校、 中学校 3km 以上の遠距離通学区域

・ 学校の統合等によ る 特別な事情がある 場合（ おおむね、 市街地を 除く ）

 通年: 小学校: 3km 以上、 中学校: 5km 以上

 冬季: 小学校: 2km 以上、 中学校: 3km 以上

①学習バス 運転業務委託料 14,610千円

②ス ク ールバス 運転業務委託料 104,507千円

・ 基準の変更

 令和6年度よ り 、 冬季ス ク ールバス に乗車する 地区で、 小学生が1名し かおら ず、 登校班を 編成する こ と がで

き ない場合については、 学年を 問わず、 通年ス ク ールバス の対象児童と する こ と に変更

・ ただし 、 年度途中の転入・ 転居等によ り 、 登校班を 編成する こ と が可能と なっ た場合には、 ス ク ールバス の

対象は年度末ま で（ 令和6年4月～鳥海小）目標値 実績値

予算額

3 学校教育課 遠距離通学対策事業 遠距離通学児童およ び生徒の通学手段を 確保する 。

（ 千円） ①路線バス 運行区間における 通学定期券の支給

・ 通年（ 1年間） 支給: 広野小奥井地区、 四中福岡地区

 ※下校時間と 路線バス の時間が１ 時間程度開き ある 場合はタ ク シー対応

②遠距離通学用バス 運行委託料（ 冬季のみ）  34 ,7 9 8千円

・ 四中、 鳥海小、 鳥海八幡中（ 市条地区） 、 平田小、 東部中（ 松山内郷地区） 、 南平田小（ 郡鏡・ 砂越地区）

③通年通学タ ク シー

・ 松原小（ 遊摺部地区） 、 八幡小（ 塚渕地区） 、 四中（ 福岡地区）

④冬季のみタ ク シー

・ 新堀小（ 新渡地区） 、 三中（ 遊摺部地区）

①路線バス 運行区間における 通学定期券の支給

・ 四中（ 福岡地区） 定期券（ ICカード ） の支給（ 対象生徒4名）  533千円

・ 広野小（ 奥井地区） の児童については保護者の判断によ り 保護者送迎

②遠距離通学用バス 運行委託料（ 冬季のみ）  36,0 8 9千円（ 9月補正で3,480千円増額）

・ 国の公示（ R5.8 .25） でバス 等運賃・ 料金の最低単価が上昇

・ 降雪のため3月8日ま で冬季ス ク ールバス を 延⾧

③④通年通学・ 冬季のみタ ク シー 1,555千円目標値 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から通学・校外学習等対策事

業（ №２ 、№3を統合） として、上位施策

の推進を図る。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度から通学・校外学習等対策事

業（ №２ 、№3を統合） として、上位施策

の推進を図る。

予算額 4 0 ,8 4 6 特定財源

（ 千円）

決算額 3 8 ,1 7 4 特定財源

活動指標① －
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教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



政策 3

章 施策 6

｜ 個別事業 1 －3 －6  学校教育環境の整備推進／ 2
款 項 目

1 0 2 1

（ 千円）

5 4 ,5 7 0

（ 千円）

5 ,3 0 0

2か所

款 項 目

1 0 2 3

（ 千円）

1 3 6 ,9 7 4

（ 千円）

1 2 5 ,0 8 0

工事中

款 項 目

1 0 2 4

（ 千円）

2 8 4 ,1 7 0

（ 千円）

1 2 9 ,6 8 5

年度内事業の完了

予算額 5 6 ,5 5 2 特定財源

（ 千円）

決算額 7 ,2 6 0

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
学校教育環境の整備推進

4 企画管理課 施設整備事業（ 小学校） 小学校21校の営繕調査結果およ び年次計画に基づき 、 計画的に設備・ 施設の更新・ 改修を 行う 。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

令和6年度の改修工事向けて改修予定箇

所の調査設計を実施した。

特定財源

活動指標① 事業実施箇所数

目標値 2か所 実績値

（ 千円） ①設備・ 施設の更新・ 改修（ 中規模）

・ モルタ ル落下防止改修調査設計業務委託（ 琢成小、 若浜小）

 教室天井のコ ン ク リ ート 梁、 化粧モルタ ルの浮き 部分を 改修

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 5,500千円ほか

①設備・ 施設の更新・ 改修（ 中規模）

・ モルタ ル落下防止修繕（ 調査設計業務委託） 琢成小、 若浜小: 7,260千円

 教室およ び階段天井のコ ン ク リ ート 梁、 化粧モルタ ルの浮き 部、 欠け、 ひび割れの調査、 改修設計

・ モルタ ル落下防止修繕（ 琢成小、 若浜小） [繰越明許費: 令和6年度へ繰越 49,17 0千円]

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 5,300千円

予算額 1 3 7 ,1 6 0 特定財源

（ 千円）

決算額 1 2 5 ,1 1 9 特定財源

活動指標①

5 企画管理課 平田地区給食施設整備事業 共同調理場の老朽化に伴い、 南平田小学校へ自校分の調理を 行う 給食調理室を 整備する 。

（ 千円） ①南平田小学校給食調理室増築工事 137,010千円

・ [継続費: 令和5～6年度 342,52 4千円]

②給食室建設およ び共同調理場解体のス ケジュ ール

・ 令和5年度: 建設工事

・ 令和6年度: 建設工事、 備品購入など

・ 令和7年度: 給食室供用開始、 共同調理場解体工事

【 特定財源】 （ 市債） 過疎対策事業債 130,30 0千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 6,674千円

①南平田小学校給食室増築工事

・ 契約額 312 ,730千円

②給食室建設およ び共同調理場解体のス ケジュ ール

・ 令和4年度: 地盤調査業務委託、 設計業務委託

・ 令和5年度: 建設工事

・ 令和6年度: 建設工事、 備品、 消耗品購入など

・ 令和7年度（ 予定） : 給食室供用開始、 共同調理場解体工事

【 特定財源】 （ 市債） 過疎対策事業債 117 ,50 0千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 7,580千円

目標値 令和７ 年度内事業の完了 実績値

6 企画管理課 学校空調設備整備事業（ 小学校） （ 繰越明許費含む） 老朽化し た既存施設と 特別教室へのエアコ ン の整備を 年次計画で行う 。

（ 千円） ①老朽化し た職員室・ 保健室・ 会議室など のエアコ ン 更新と 理科室など の特別教室へのエアコ ン 設置

・ 設計 3校（ 琢成小、 若浜小、 富士見小）

・ 工事 3校（ 泉小、 平田小、 八幡小）

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 48 ,200千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 13,2 9 9千円ほ

か

①老朽化し た職員室・ 保健室・ 会議室など のエアコ ン 更新と 理科室など の特別教室へのエアコ ン設置

・ エアコ ン設置更新工事にかかる 実施設計（ 琢成小、 若浜小、 富士見小）  3,4 69千円

・ エアコ ン設置更新工事（ 泉小、 平田小、 八幡小）  127 ,6 00千円

・ エアコ ン改修工事（ 琢成小、 若浜小、 富士見小） [繰越明許費: 令和6年度へ繰越 140,14 2千円]

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 69,400千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 19,8 85千円

ほか目標値 年度内事業の完了 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

計画どおりに南平田小学校給食調理室増

築工事を実施中。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

計画している空調設備の改修等を実施し

た。今後も年次計画に沿って順次改修・設

置を進める。

予算額 2 8 5 ,4 3 8 特定財源

（ 千円）

決算額 1 3 1 ,0 6 9 特定財源

活動指標①
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政策 3

章 施策 6

｜ 個別事業 1 －3 －6  学校教育環境の整備推進／ 3
款 項 目

1 0 2 4

（ 千円）

2 1 8 ,3 6 6

（ 千円）

2 4 4 ,3 6 6

年度内事業の完了

款 項 目

1 0 3 1

（ 千円）

9 ,5 5 0

（ 千円）

7 ,3 4 0

2か所

款 項 目

1 0 3 4

（ 千円）

1 2 2 ,0 9 6

（ 千円）

6 1 ,7 0 3

年度内事業の完了

予算額 2 8 0 ,3 3 3 特定財源

（ 千円）

決算額 2 4 4 ,4 4 7

1 公益の心を持ち明日を ひら く 子ども たちを育むま ち
学校教育環境の整備推進

7 企画管理課 （ 繰越明許費） 学校施設⾧ 寿命化事業（ 小学校） 学校施設の⾧ 寿命化のため、 酒田市学校施設整備方針に基づく 予防改修工事およ び⾧ 寿命化改修工事を 行う 。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

酒田市学校施設整備方針に基づいた⾧寿

命化改修（ 予防改修を含む） を実施し

た。

特定財源

活動指標①

目標値 年度内事業の完了 実績値

（ 千円） ①平田小学校屋内運動場予防改修工事

・ 屋根の防水改修、 サッ シ改修、 放送設備など の更新、 アリ ーナ床の再塗装

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 184,70 0千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 33,6 66千円

①平田小学校屋内運動場予防改修工事 244 ,447千円

・ 外部改修: 折板屋根重ね張り 、 屋根防水、 雨樋、 外壁塗装、 サッ シの改修

・ 内部改修: 放送設備更新、 アリ ーナ床ウ レ タ ン塗装の改修

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 210 ,70 0千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 33,666千

円

予算額 1 5 ,2 1 7 特定財源

（ 千円）

決算額 1 4 ,9 1 9 特定財源

活動指標① 事業実施箇所数

8 企画管理課 施設整備事業（ 中学校） 中学校7校の営繕調査結果およ び年次計画に基づき 、 計画的に設備・ 施設の更新・ 改修を 行う 。

（ 千円） ①設備・ 施設の更新・ 改修（ 中規模）

・ イ ン タ ーホン 、 電気錠整備など の学校安全対策修繕（ 六中）

・ モルタ ル落下防止改修調査設計業務委託（ 東部中）

 教室天井のコ ン ク リ ート 梁、 化粧モルタ ルの浮き 部分を 改修

【 特定財源】 （ 市債） 過疎対策事業債 2,900千円

①設備・ 施設の更新・ 改修（ 中規模）

・ 中学校安全対策修繕（ 六中）  2,88 2千円

 イ ン タ ーホ ン 、 ド アホン、 電気錠の整備

・ モルタ ル落下防止修繕（ 調査設計業務委託） （ 東部中）  2 ,750千円

 教室およ び階段天井のコ ン ク リ ート 梁、 化粧モルタ ルの浮き 部、 欠け、 ひび割れの調査、 改修設計

②（ 9月補正計上） 体育館等での熱中症対策の備品購入及び設置に伴う 修繕

・ コ ン セント 改修修繕（ 三中、 六中、 鳥海八幡中）  1 ,2 02千円

・ 可搬式冷風機購入（ 市内中学校へ各2台）  8,08 5千円

【 特定財源】 （ 県） 公立中学校可搬式冷房機器導入支援事業費補助金 4,640千円、 （ 市債） 過疎対策事業債

2,700千円

目標値 2か所 実績値

9 企画管理課 学校空調設備整備事業（ 中学校） （ 繰越明許費含む） 老朽化し た既存施設と 特別教室へのエアコ ン の整備を 年次計画で行う 。

（ 千円） ①老朽化し た職員室・ 保健室・ 会議室など のエアコ ン 更新と 理科室など の特別教室へのエアコ ン 設置

・ 設計 2校（ 一中、 鳥海八幡中）

・ 工事 1校（ 三中）

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 59 ,200千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 7,290千円ほか

①老朽化し た職員室・ 保健室・ 会議室など のエアコ ン 更新と 理科室など の特別教室へのエアコ ン設置

・ エアコ ン設置更新工事にかかる 実施設計（ 一中、 鳥海八幡中）  2,0 30千円

・ エアコ ン設置更新工事（ 三中）  60,005千円

・ エアコ ン改修工事（ 一中） [繰越明許費: 令和6年度へ繰越 38,69 3千円]

【 特定財源】 （ 市債） 学校教育施設等整備事業債 35,800千円、 （ 国） 学校施設環境改善交付金 8,103千円

ほか目標値 年度内事業の完了 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

令和6年度の改修工事向けて改修予定箇

所の調査設計を実施した。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

計画している空調設備の改修等を実施し

た。今後も計画的に順次改修・設置を進め

る。

予算額 1 2 4 ,7 2 2 特定財源

（ 千円）

決算額 6 2 ,0 3 5 特定財源

活動指標①
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政策 4

章 施策 1

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 市民のニーズを 踏ま えた多様な事業の充実

② Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た講座配信の推進

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
人生1 0 0 年時代を見据えた学びの推進

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 生涯を 通じ て学ぶこ と ができ る 機会の提供、 環境づく り を 進めま す。

1

③ 地域で活躍する リ ーダーの育成

Ⅲ 全ての市民が地域社会の一員と し て社会参加でき る よ う な生き がいづく り 、 地域と のつながり づく り への支援を 進めま す。

① 学習の成果等を 活かせる 機会の創出

3

Ⅱ 生涯学習施設「 里仁館」 、 公益大等の教育機関、 コ ミ ュ ニティ 振興会と の連携を 図り ま す。

2① 各事業実施機関の講座情報の共有・ 発信・ 内容の充実

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

・ 現代的諸課題への対応講座は金融に関する こ と が中心で計4回、 中高生ボラ ン ティ アは事業の運営補助や学習補助など で10回の開催と

いう こ と で、 予定通り 実施でき たこ と は評価でき る と 考える 。 高齢者対象のス マート フ ォ ン 講座など は中校生のボラ ン ティ アを 募集し 少

人数グループで使い方指導を し ても ら う と いう 方法も あ る 。 以前学校のコ ン ピ ュ ータ ー室を 使っ て高校生が教える 年賀状作成講座を 経験

し たこ と がある が、 非常に好評だっ た。 必ずし も 専門家によ ら なく ても でき る こ と はある のではないか。

・ 本市が「 暮ら し に役立つおかね講座」 や「 シニアのための金融講座」 を 主催する 意義は何か。 単に県から の助成を 得ら れる から 開催す

る のではなく 、 目的や趣旨、 タ ーゲッ ト を 明確にし て講座を 開催すべき ではないか。 たと えば、 20代30年代の若年世代を 対象と し た「 持

ち家を 得る ための財形講座」 など は、 地域への定着を 促す上で意義のある 講座と なろう 。 市民のためにど のよ う な講座が有益なのか、 こ

う いっ た視点から 講座の内容等を 考慮し たう えで開催すべき ではないか。

・ 市民によ る ボラ ン ティ アへの参画は、 行政の補完的存在と し てき めの細かい行政ニーズへ対応だけではなく 、 行政ニーズの汲み上げ、

ま た、 行政に対する 市民の意識を 高める 等、 様々なポジティ ヴな効果が期待でき る 。 一方で、 市民によ る ボラ ン ティ アは基本的に手弁当

での活動であり 、 継続的な活動には困難を と も なう 。 行政によ る 市民ボラ ン ティ アサーク ルへの支援は、 こ のよ う な困難を 軽減する 効果

がある ため、 積極的に行なう べき 施策であ る と 考える 。

・ 金銭的な支援のみなら ず、 各種ボラ ン ティ ア団体の結節点と し ての役割を 行政が担っ ても よ いのではないか。 たと えば、 公益大にも 複

数のボラ ン ティ ア団体が存在し ている 。 大学のボラ ン ティ ア活動と 中高生ボラ ン ティ アと の接続、 ある いは、 大学の団体と 地域のボラ ン

ティ ア団体と の接続を 行なう こ と によ っ て相乗効果を 狙う こ と も でき る のではないか。 市と し てこ のよ う な接続を バッ ク アッ プする こ と

も 考えら れる のではないか。

5

4

② 地域行事への参加促進

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
地域の行事に参加し た市民の割

合
％ 32.5

8

施策評価

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

42.7

成果指標①は、市民が孤立することなく地域社会の構成員として社会参加できるような生きがいづくり、地域とのつながりづくりを支援することをねらいとして設定

したものであり、進捗状況は順調である。引き続き市民のニーズを踏まえた学びの場の創出に取り組むことで、目標値の達成が見込まれる。

9
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政策 4

章 施策 1

｜ 個別事業 1 －4 －1  人生1 0 0 年時代を 見据え た学びの推進／ 1
款 項 目

1 0 4 1

（ 千円）

3 3 7

（ 千円）

2 3 9

1 6,128人

款 項 目

1 0 4 1

（ 千円）

（ 千円）

－

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

1 ,8 7 3 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,7 1 5

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
人生1 0 0 年時代を見据えた学びの推進

1 社会教育課 生涯学習推進講座開催事業 自己の充実、 生活の向上、 豊かな人生を 送る ための講座や地域人材を 育成する 講座を 開催する 。

成果指標の進捗状況が順調であり、活動

指標の目標値が延べ参加者数となっている

ため、目標値の見直しを検討。

特定財源

活動指標① 講座延べ参加者数

目標値 34,0 00人 実績値

（ 千円） ①人生を マルチス テージと と ら えた学びの提供

・ いつでも ・ ど こ でも ・ だれでも 、 すべての市民が生涯学習活動に取り 組み、 自ら 学び、 他者と つながり 、 持続可

能なま ちづく り につながる 生涯学習活動に資する 講座の実施

②個人のニーズと 社会から の要請と のバラ ン ス を 重視し た学習機会の提供

③学んだ成果を 地域に活かせる 学習機会の提供

【 特定財源】 （ 県） 家庭教育推進事業費補助金 285千円、 生涯学習講座受講料 52千円

①～③を 予算のと おり 実施

・ 事業実績

【 特定財源】 （ 県） 家庭教育推進事業費補助金 207千円、 生涯学習講座受講料 32千円

予算額 2 7 4 特定財源

（ 千円）

決算額 2 5 3 特定財源

活動指標① 市外在住対象者の式典参加率

2 社会教育課 二十歳を 祝う 成人の集い開催事業 大人になっ たこ と を 自覚し 、 自ら 生き 抜こ う と する 青年を 祝い励ま すため、 対象者によ る 実行委員会で協議し ながら 式典を 開催する 。

（ 千円） ①二十歳を 祝う 成人の集いの開催

・ 令和6年5月4日（ 土） みど り の日に実施予定

②成人の集い実行委員会

・ 対象者たちによ る 自主的な運営を 図る べく 、 市内企業や地域から の推薦によ っ て実行委員を 募集

・ 実行委員会では、 司会、 所感発表等の式典時の役割、 成人の集い実行委員会企画の実施やス テージ上での所作の

確認など について話し 合いを 実施

①二十歳を 祝う 成人の集いの開催

・ 式典は令和6年5月4日のため、 令和5年度中の式典は未実施

②成人の集い実行委員会

・ 令和6年5月4日の実施に向けて、 実行委員会を 3回実施

目標値 70% 実績値

予算額

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

１ 月開催だった式典を、５ 月に変更して開

催していく。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

二十歳を 祝う 成人の集い実績

項目 年度 R3 R4 R5

1 ,176 1 ,138 －

379 396 －

736 701 －

356 378 －

93 .9 % 9 5 .5% －

（ 単位: 人）

式典参加者の内、 市外在住者数

市外在住者の式典参加率

対象者（ はがき 送付） 数

対象者の内、 市外在住者数

式典参加数

生涯学習推進講座延べ参加者数 （ 単位: 人）

項目 年度 R3 R4 R5

118 289 2 00

630 619 8 19

0 35 48

6 ,9 37 1 5 ,506 1 5,1 51

7 ,6 85 1 6 ,449 1 6,2 18合計

全世代対象

乳幼児対象

高齢者対象

課題解決、 催し など
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政策 4

章 施策 3

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 地域の資源や人材を 活用し た学習の推進

② 酒田の歴史・ 文化・ 資源を 知る ・ 学ぶ機会の充実

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
郷土愛にあふれた人材の育成

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ
子ど も たちがふる さ と 酒田に誇り と 愛着を 持つ教育の充実と 多く の市民が地域の歴史文化に関心を持ち積極的に関わる 機会の創

出に努めま す。

1

⑤ 重要文化的景観の指定を 目指し た調査の実施

② 国指定史跡山居倉庫の整備計画の策定

③ 国指定史跡（ 旧鐙屋、 城輪柵跡） の保存活用計画策定に向けた調査

3

Ⅱ 本市の貴重な財産であ る 文化財や歴史的資料の確実な継承と 活用を 図り ま す。

2① 指定文化財の現況調査と 未指定文化財調査の実施

6

Ⅰ

  個別事業の成果報告から は確認が困難である が、 旧鐙屋でのワ ーク ショ ッ プの実施等、 酒田の歴史・ 文化・ 資源を 知る ・ 学ぶ取り 組み

についても 行われている 。

  文化財や歴史的資料の継承と 活用について、 今年度は山居倉庫の整備計画の策定、 旧鐙屋の修復事業や環境整備事業が行われた。 ま

た、 文化財保存活用地域計画の策定に向け、 指定文化財の現況調査、 未指定文化財の調査等が行われている 。

  伝統文化の継承のための支援について、 民象芸能フ ェ ス タ 開催への支援や民俗芸能団体が使用する 道具や衣装等への修繕への支援を

行っ ている 。 ただし 後継者育成への対応は遅れており 、 後期計画期間の残り の期間における 展開を 期待し たい。

  文化資料館の整備が完了し たので、 今後の学習・ 研究・ 観光の拠点に関する 事業展開に期待し たい。 資料のデジタ ルアーカイ ブについ

ても 保存、 活用の観点から 対象の拡大が期待さ れる 。

  施策評価については成果指標に対する 評価のみでなく 、 本施策の達成に向けど のよ う な取り 組みが行われ、 その結果をど う 評価し 、 ど

う 対応する のかに関する 記載を 求めたい。 記載さ れている 情報量が少なく 、 PDCAサイ ク ルが回っ ている こ と を 確認する こ と が困難であ

る 。

※以下「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

・ 本施策のよ う な児童生徒の郷土愛を 育む施策は、 その効果を 短期で評価する のは困難であ り 、 短期的な数値によ る 評価に偏する こ と な

く 、 ⾧期的視点に基づく 施策の展開が求めら れる 。

・ 点検評価報告（ 教育委員会） のcheckの欄にあ る と おり 、 地域の自然・ 文化・ 歴史に見識を 有する 地域の人材を積極的に活用し 、 本施

策を 行なう こ と は、 地域の人材の知見を 地域に還元する こ と にも なり 、 積極的に行なう べき も のと 考える 。

・ 施策の実施に際し ては、 たと えば授業の一環と し て実施する 等、 小中学校と の連携を も っ と 積極的に行なっても よ いのではないか。

① 分散保管さ れた郷土史料の集約と 保存環境の整備

② 郷土史の活用に向けたデジタ ル化を 含めた整備の推進

② 後継者育成や道具不足など の課題解決に向けての民俗芸能団体の活動に対する 支援

Ⅳ
郷土史料の保管と 初心者から 研究者ま での幅広いニーズに応える 学習・ 研究・ 観光の拠点と し て、 文化資料館（ 仮称） の整備を

進めま す。

5

Ⅲ 地域における 伝統文化の継承のための支援体制を 整備し ま す。

4① 地元団体の相互交流や情報交換・ 発表の場と し ての民俗芸能フ ェ ス タ への支援

④ 総合的な計画（ 文化財保存活用地域計画） の策定に向けた調査体制の整備

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
文化資源について誇り を 持っ て

いる 市民の割合
％ 54.0

8

施策評価

② 指定文化財数 点 391

393 395

59.0 64 .0 69 .0 74 .0 7 9.0

93 .9

396 398 40 0

34 成果指標②は、貴重な文化財や歴史資料の継承と活用をねらいとした指標であり、「文化資料館（ 仮称） 整備事業」の実施などにより、実績値は

目標値に達している。個々の文化財や資料を調査、整理する体制を整え、今後も取り組みを継続することにより、目標値以上の成果が見込まれる。

39 40

9
成果指標③は、地域における伝統文化の継承をねらいとした指標であり、実績値は基準値と同値となっている。

今後も、酒田民俗芸能保存会による公演会（ 民俗芸能フェスタ） の開催といった取り組みを中心に、伝承活動への支援や活動団体へ情報提供、相互交

流を継続することによって目標値の達成が見込まれる。

③ 民俗芸能保存会加盟数 団体 34

35 36 38

400

成果指標①は、希望ホール、市美術館、土門拳記念館などの文化施設のみならず、音楽、文化財施設、民俗芸能など、本市の文化資源全般に対する充

足感を表しており、目標値を上回っている。今後も旧鐙屋の修復や山居倉庫の環境整備のほか、民俗芸能への支援や文化資料館の整備により、さらなる充

実が見込まれる。

また、「自然体験学習事業」の取り組みについても、成果指標の進捗に貢献しているため、今後も児童生徒が酒田の歴史・文化・自然資源を学ぶ機会を増や

すことが郷土愛のはぐくみにつながることにより、目標値の達成が見込まれる。
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政策 4

章 施策 3

｜ 個別事業 1 －4 －3  郷土愛にあふれた人材の育成／ 1
款 項 目

1 0 1 3

（ 千円）

（ 千円）

139人

872人

款 項 目

2 1 6

（ 千円）

2 ,3 3 1

（ 千円）

1 ,8 3 0

年度内事業完了

款 項 目

2 1 1 5

（ 千円）

4 1 ,3 2 1

（ 千円）

4 2 ,5 3 8

年度内事業完了

活動指標② 「 自然体験学習」 参加児童数

目標値 450人 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

（ 千円）

決算額 2 ,6 9 3

飛島生き生き体験スクールは、島に渡ってか

らの子どもたちの安全に課題（ 医者が不在

等） があることから、見直しを図る必要があ

る。

特定財源

活動指標①
「 飛島いき いき 体験ス ク ール」 参加児

童数

目標値 100人 実績値

2 ,7 1 4 特定財源

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
郷土愛にあふれた人材の育成

1 学校教育課 自然体験学習事業 児童に豊かな自然を 体験さ せる ため、 飛島いき いき 体験ス ク ールと 鳥海高原家族旅行村での自然体験学習を 実施する 。

（ 千円） ①飛島いき いき 体験ス ク ール

・ 参加する 児童は4年生ま たは5年生

・ 実施予定の学校で実行委員会を 組織

・ 活動拠点と なる 飛島小中学校への必要備品の整備、 維持管理

・ 体験ス ク ール実施にあたり 必要と なる 経費について保護者負担を 軽減する ため負担金を 交付

②自然体験学習

・ 参加する 児童は4年生ま たは5年生

・ 実施予定の学校で実行委員会を 組織

・ 安全で充実し た活動と なる よ う 、 利用者団体セミ ナーを 実施

①飛島いき いき 体験ス ク ール

・ 浜田小5学年（ 28人、 6/16～17） 、 宮野浦小4学年（ 50人、 7/8） 、 宮野浦小5学年 （ 61人、 6/25）

②家族旅行村における 自然体験教室（ 延べ利用者数872人）

・ 八幡小5学年（ 17人、 6/1～2） 、 松原小4学年（ 75人、 6/15～16） 、 富士見小5学年（ 55人、 6/19～21） 、

一條小4、 5学年（ 15人、 6/21～23） 、 平田小4、 5学年（ 41人、 6/29～30） 、 琢成小4、 5学年（ 47人、 7/4

～5） 、 浜田小4学年（ 36人、 7/13～14） 、 亀ケ崎小 3学年（ 荒天につき ２ 回実施 72人、 7/19、 26人、

10/5） 、 広野小4、 5学年（ 21人、 8/31～9/1） 、 鳥海小4、 5学年（ 45人、 9/13～15）

予算額 4 ,3 3 2 特定財源

（ 千円）

決算額 3 ,4 0 3 特定財源

活動指標①

2
都市デザイ ン課

（ 文化政策課）
【 新規】 山居倉庫整備基本計画策定事業 山居倉庫整備基本計画を 策定する ため、 外部有識者によ る 委員会を 開催する 。

（ 千円） ①山居倉庫整備基本計画の策定 5,000千円

・ それぞれの分野の学識経験者で構成さ れる 策定委員会を 組織し 、 令和4年度に策定し た山居倉庫保存活用計画を

基に、 史跡山居倉庫整備基本計画を 策定

・ 国指定史跡山居倉庫の来訪者へ史跡の本質的価値を 正し く 伝え、 史跡の保全と 次世代への継承を 図り 、 史跡の特

色を 活かし た整備計画を 策定

【 特定財源】 （ 国） 文化財保存事業費補助金 2,500千円、 （ 県） 文化財保存事業費補助金 202千円ほか

（ 3月補正計上） 委託業務に係る 競争入札に伴い請差が生じ 、 経費の圧縮が図ら れたため減額△668千円

①を 予算のと おり 実施

・ 山居倉庫整備基本計画策定委員会（ 年3回） を 当初計画ど おり 開催

・ 委員会での協議結果によ り 、 令和5年度から 令和6年度ま での策定期間を 令和5年度から 令和7年度ま でに変更

【 特定財源】 （ 国） 文化財保存事業費補助金 1,693千円、 （ 県） 文化財保存事業費補助金 137千円

目標値 年度内事業完了 実績値

予算額

3 文化政策課 史跡旧鐙屋修復事業 史跡旧鐙屋の屋根修繕、 耐震補強工事を 行う 。

（ 千円） ①屋根葺替工事等 43,99 2千円

・ 直接仮設工事、 屋根工事、 木工事、 西側下屋軸組補修

②指導委員会の設置 1,150千円

・ 令和5年度から 実施する 屋根葺替工事に向け、 有識者から 構成さ れる 指導委員会を 設置し 、 修復事業への意見を

聴取

【 特定財源】 （ 国） 文化財保存事業費補助金  22,0 25千円、 （ 県） 文化財保存事業費補助金 1,784千円ほか

（ 3月補正計上） 執行見込みによ り 減額 △718千円

①屋根葺替工事等 43,9 70千円

・ 直接仮設工事、 屋根工事、 木工事、 西側下屋軸組補修を 予定ど おり 実施（ 工期: R5 .8 .10～R6 .3 .15）

②指導委員会の設置 311千円

・ 有識者の委員から 構成さ れる 指導委員会を 設置し 、 年2回（ 5/16、 10/23） 委員会を 実施

 

【 特定財源】 （ 国） 文化財保存事業費補助金 21,5 9 4千円、 （ 市債） 一般補助施設整備等事業債 17,8 00千

円、 （ 県） 文化財保存事業費補助金 1,749千円、 旧鐙屋修復事業支援寄附金（ ガバメ ン ト ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ

ン グ） 1,3 95千円

目標値 年度内事業の完了 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業順調

事業継続により、山居倉庫整備基本計画

の策定を行い、成果指標①に貢献する。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

上位施策を推進し、成果指標①に貢献す

るため、今後も計画的な修復が必要。

予算額 4 4 ,4 2 4 特定財源

（ 千円）

決算額 4 4 ,2 8 1 特定財源

活動指標①
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政策 4

章 施策 4

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 資料の充実と レ フ ァ レ ンス サービ ス の充実

② Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た利用し やすいシス テムの充実

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
知（ 地） の拠点と し ての図書館機能の拡充

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 市民の知的好奇心や生活・ ビ ジネス ・ 学習等における 多様なニーズに応えら れる 図書館と し て機能の充実を 図り ま す。

1

① 指定管理者、 関係機関と の情報共有と 連携し たサービ ス の提供

3

③ 子ど も 読書活動の推進

2Ⅱ 駅前の中心施設と し て、 人が集い、 交流し 、 賑わいを 創出し ていく ため、 指定管理者と の連携強化に努めま す。

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

・ 点検評価報告（ 教育委員会） に掲げる KPIの結果を 見る 限り すべての数値が令和1年の数値を 超え、 ミ ラ イ ニが着実に図書館と し ての役

割を 果たし ている 。 今年度のこ の数値が今後の指標値を 決める ベース になる と 思う 。 延べ人数だけではなく ど れく ら いの市民に利用さ れ

ている か、 利用者の拡大を 図っ ていく 必要があ る 。 一度足を 運びこ の施設を 経験する と 利用者は増える と 思う ので、 利用者拡大に向けた

企画を 今後も 検討し ある いは継続し てほし い。

・ 図書館が様々な機関（ 病院や資料館、 大学等） と 積極的に連携し 、 活動の場を 展開し ている こ と は高く 評価でき る 。 図書館は、 図書館

内で完結する こ と なく 、 他機関と 連携する 等、 社会の中に積極的に進出し 、 知的拠点し ての機能を 積極的に担う こ と を 期待し たい。

・ 公益大学附属図書館と 役割分担を 行なっ ている のは、 限ら れたリ ソ ース を 有効活用する 手段と し て有益である 。 今後も 大学図書館と 積

極的に連携し ていく こ と を 期待し たい。

・ 「 図書館のプロ 」 と し て図書館司書や図書室専門員の役割は重要である 。 こ のため、 彼ら の研修の場を 積極的に設け、 能力開発に努め

ていただき たい。

5

4

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

①
人口１ 人当たり の図書館入館回

数
回 2.2

8

施策評価

増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる 増加さ せる

5 .9

成果指標①について、事業の取り組みが成果指標の進捗に貢献しており、今後も継続的に取り組むことにより目標値の達成が見込まれる。

9
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政策 4

章 施策 4

｜ 個別事業 1 －4 －4  知（ 地） の拠点と し ての図書館機能の拡充／ 1
款 項 目

1 0 4 2

（ 千円）

2 1 0 ,6 7 8

（ 千円）

2 1 4 ,3 7 1

1,60 2人

101回

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

活動指標②
ミ ラ イ ニを 活用し た企画事業の実施回

数

目標値 平均月1回以上 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

3 0 3 ,2 3 5 特定財源

（ 千円）

決算額 2 9 6 ,5 0 5

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
知（ 地） の拠点と し ての図書館機能の拡充

1 社会教育課 ミ ラ イ ニ管理運営事業 交流促進と 中心市街地の活性化のため、 市民の多様な活動およ び学習機会を 創出する 。

活動指標①は目標値に届かなかったが、上

位施策の成果指標①は順調に増加してい

る。ミライニを活用した企画事業の充実を図

り、上位施策の一層の推進を図る。

特定財源

活動指標① 図書館の新規登録者数

目標値 増加さ せる 実績値

（ 千円） ①指定管理者制度導入によ る 酒田駅前交流拠点施設ミ ラ イ ニおよ び酒田市立図書館の管理運営 240 ,1 92千円

・ 酒田駅前交流拠点施設ミ ラ イ ニ（ 酒田市立中央図書館、 酒田駅前観光案内所、 酒田駅前駐車場、 ミ ラ イ ニ広場、

酒田駅前バス 停留所）

・ 酒田市立図書館（ 中央図書館、 八幡分館、 松山分館、 ひら た図書セン タ ー）

②対象施設を 含む複合施設棟共有部の管理組合への参画、 経費負担 21,741千円

・ 酒田駅前光の湊A棟管理組合（ A棟）  構成: 酒田市、 （ 株） 月見、 日新開発（ 株）

・ ミ ラ イ ニパーク ビ ル管理組合（ B棟）  構成: 酒田市、 （ 株） 庄交コ ーポレ ーショ ン

・ 酒田駅前地区管理協議会 構成: 酒田市、 酒田駅前光の湊A棟管理組合（ A棟） 、 ミ ラ イ ニパーク ビ ル管理組合

（ B棟） 、 ポレ ス タ ー酒田駅前レ ジデンス 管理組合（ C棟）

③ミ ラ イ ニ運営評価審議会の開催 161千円

・ ミ ラ イ ニおよ び酒田市立図書館の運営に関し 調査審議する 審議会を 設置

④指定管理者と の調整など

【 特定財源】 地域づく り 基金繰入金 200,000千円、 ミ ラ イ ニ使用料等（ 駐車場使用料、 研修室使用料など ）

10,365千円

①指定管理者制度導入によ る 酒田駅前交流拠点施設ミ ラ イ ニおよ び酒田市立図書館の管理運営

・ 中央図書館の実績

②対象施設を 含む複合施設棟共有部の管理組合への参画、 経費負担 16 ,437千円

③ミ ラ イ ニ運営評価審議会の開催（ 年2回）

④指定管理者と の調整など （ 会議・ 打合せ12回）

【 特定財源】 地域づく り 基金繰入金 200,000千円、 ミ ラ イ ニ使用料等（ 駐車場使用料、 研修室使用料など ）

14 ,371千円

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

（ 千円）

目標値 実績値

予算額

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

項目 年度 R3 R4 R5

147,73 3 4 82 ,932 49 6 ,57 3

69 7 2 ,270 1 ,60 2

2 7 1,26 1 3 35 ,245 38 5 ,55 3

₋ 63 10 1

- 1 32 ,285 16 9 ,84 2酒田駅前駐車場利用台数（ 台）

企画事業の実施回数（ 回）

中央図書館入館者数（ 人）

利用者カ ード 新規登録者（ 人）

中央図書館館外貸出冊数（ 冊）
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政策 4

章 施策 5

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

①
体育振興会、 ス ポーツ 推進委員会、 ス ポーツ 少年団本部、 総合型地域ス ポーツ ク ラ ブなど の各種団体と の連携によ る 地域ス ポー

ツ 活動への支援

② ニュ ース ポーツ の普及啓発

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ 誰も が気軽にス ポーツ を 楽し める 機会の提供と 生涯ス ポーツ の推進を 図り ま す。

1

① 湊酒田つや姫ハーフ マラ ソ ン大会等の開催

① 指導者育成の支援

② ス ポーツ 団体等と 連携し た指導者・ 選手の育成

3

③ 部活動地域移行に係る 各団体等と の調整

2Ⅱ 全国レ ベルで活躍する 選手を 育成し 、 市民のス ポーツ への興味と 関心を 高めま す。

6

※「 教育に関する 事務の管理及び執行状況に係る 点検評価報告（ 令和5年度事業） 」 よ り 抜粋

・ ス ポーツ に関する こ と 全般を 扱う せいか、 施策は4項目だが、 実施内容は多岐にわたっ ている 。 点検評価報告（ 教育委員会） に掲げる

KPIの結果はコ ロ ナ禍の影響や人口減を 考えれば参加者数や利用者数の減少はやむを 得ない部分も あ る 。 し かし 令和5年の成人のス ポーツ

実施率が50％を 超えている のに対し て、 小学生のス ポーツ 実施率が低下し ている のは今後を 考える と 対策が必要だと 思う 。 ま たス ポーツ

によ る 賑わいと ま ちづく り の推進に該当する 地区運動会や、 ス ポーツ イ ベン ト は復活し つつある が、 市民体育祭が開催でき なく なっ たこ

と は残念だ。 他ではあま り 見かけない本市を 特徴づける イ ベン ト で、 地域間交流や地域の一体感の醸成に効果があ る のではと 思う 。 今後

ま すま す人口規模が縮小する 中、 酒田市を 特徴づけ市民が一体と なる 機会を ど う 作っ ていく のか課題だ。 ま た安全安心なス ポーツ 活動の

ための環境整備について既存の体育施設の整備・ 改修事業は本年度内で完了する よ う だが、 人口減も 見据え交流人口の増加を 考える なら

ば、 ど んな施設を ど う 整備し ていく のか、 将来を見据えた計画を 立てていく 必要がある 。

・ 市民がス ポーツ に気楽に触れ合う 機会を 確保する こ と は、 市民の健康向上に直結する も ので、 非常に重要な施策である と 考える 。 各種

大会やイ ベント の開催は、 市民がス ポーツ に親し むよ い機会と なる はずであり 、 積極的に実施さ れる こ と を 期待し たい。

・ 大学生と 連携し たス ポーツ⿁ご っ こ の取組みは、 子ど も たちにも 大学生にも プラ ス の影響があ り 、 若い「 世代間交流」 と なっ ている よ

う で、 非常に優れた施策であ る と 理解し ている 。 引き 続き 、 取り 組ま れる こ と を 期待し たい。

・ マラ ソ ン 大会は、 コ ース の見直し やエイ ド 等のラ ン ナーへのサービ ス 向上等、 大会の魅力の向上に着手し ている と のこ と で、 頼も し い

限り である 。 関係機関と の調整等、 困難なこ と も あ ろ う が、 酒田の魅力を 伝えら れる 大会と なる よ う 、 是非と も 尽力いただき たい。

① 国体記念体育館の改修、 八幡体育館の整備

② 利用者のニーズを 考慮し た施設修繕、 整備の実施

④ ス ポーツ ボラ ン ティ アの拡充

Ⅳ
人口減少に伴う 適正な体育施設の配置と ユニバーサルデザイ ン に配慮し た安全で快適なス ポーツ 環境を 提供する ため、 施設の適

正な管理と 計画的な整備・ 改修を 進めま す。

5

② 各種ス ポーツ イ ベント への支援

4③ 各種全国大会、 東北大会等の誘致

Ⅲ 魅力ある ス ポーツ イ ベン ト によ る 交流人口の拡大と 賑わいと ま ちづく り を 推進し ま す。

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

7

① ス ポーツ 行事への参加者数 人 21,0 75

8

施策評価

24,436 27 ,79 7 3 1 ,158 3 4 ,5 19 37 ,880

33,981

事業によっては活動指標の目標値に達していないものも見受けられるため、活動指標や事業内容の見直しを検討することで、目標値の達成に引き続き取り組

む必要がある。

成果指標①について、事業の取り組みが成果指標の進捗に貢献しており、今後も継続的に取り組むことにより目標値の達成が見込まれる。

9
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政策 4

章 施策 5

｜ 個別事業 1 －4 －5  「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進／ 1
款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

（ 千円）

2 0 競技2 91 人

98%

款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

6 ,5 0 0

（ 千円）

6 ,4 1 5

3,40 0人

款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

8 ,0 0 1

（ 千円）

8 ,0 0 0

42%

活動指標②
指導者研修会受講者の満足度（ ５ 段階

評価で４ 以上の評価率）

目標値 80% 実績値

事業評価

事業順調

1 5 ,2 4 5 特定財源

（ 千円）

決算額 1 4 ,5 8 6

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進

1 ス ポーツ 振興課 ト ッ プアス リ ート 育成支援事業 （ 公財） 酒田市ス ポーツ 協会加盟団体などと 連携し て、 競技力向上と ト ッ プアス リ ート の育成を 支援する 。

成果指標の達成に貢献しているとともに、こ

の事業に対するスポーツ関係団体、関係者

のニーズは高い。

特定財源

活動指標①
東北大会、 全国大会に出場し た競技数

及び選手数

目標値 2 0競技200 人 実績値

（ 千円） ①各種大会出場選手への激励金を 贈呈 1,780千円

②県駅伝酒田飽海地区実行委員会の活動に対し 負担金を 支出 1,000千円

③酒田市ス ポーツ 協会事業に対し 補助金を 支出 11 ,5 20千円

･（ 公財） 酒田市ス ポーツ 協会の活動に対し て補助金を 交付し 、 各種全国大会など に出場可能なト ッ プアス リ ート

の育成を 支援

④指導者養成研修会の実施（ 委託先: （ 公財） 酒田市ス ポーツ 協会）

①各種大会出場選手への激励金を贈呈 1,341千円

・ 令和5年度交付実績: 激励金291名、 奨励金 実績なし

②県駅伝酒田飽海地区実行委員会の活動に対し 負担金を 支出 1,000千円

・ 山形県縦断駅伝競走大会・ 女子駅伝競走大会に出場する 酒田飽海チーム に負担金を 支出（ 県縦断駅伝／総合5

位、 女子駅伝／準優勝）

③酒田市ス ポーツ 協会事業に対し 補助金を 支出 11 ,5 20千円

・ 指導者養成事業（ 競技ス ポーツ指導者養成研修）

・ 競技力向上対策事業（ 各競技団体へ育成強化費の交付）

・ 市民ス ポーツ 振興事業（ ス ポーツ 教室の開設、 市体育大会の開催、 総合型地域ス ポーツ ク ラ ブの運営）

・ 広報誌発行「 ス ポーツ 酒田」 年2 回（ 10月・ ３ 月発行） 、 顕彰事業

④指導者養成研修会の実施（ 委託先: （ 公財） 酒田市ス ポーツ 協会）  300千円

・ 1回目: 日時／令和６ 年2月10日 参加者／60名

 内容／ス ポーツ 栄養マネジメ ント  ～試合（ 本番） で力を 発揮する ために～

・ 2回目: 日時／令和6年3月15日 参加者／15名

 内容／運動時の状況に応じ たテーピ ン グの使い方

予算額 6 ,9 4 7 特定財源

（ 千円）

決算額 6 ,5 0 5 特定財源

活動指標①
延べ参加者人数（ 酒田市体育大会、 ラ

ン ＆ウ ォ ーク イ ベント ）

2 ス ポーツ 振興課 生涯ス ポーツ推進事業 市民が参加し やすいス ポーツ イ ベン ト を 開催する と と も に、 ス ポーツ 推進委員の資質向上によ り 多世代が運動し やすい環境を 整備する 。

（ 千円） ①ス ポーツ 推進委員会の活動に対し 負担金を 支出 2,080千円

・ 推進員の研修、 会報誌の発行、 地区でのニュ ース ポーツ 講習会など の開催

②ラ ン &ウ オーク イ ベント （ 5月・ 10月の年2回のオン ラ イ ン イ ベン ト ） に参加

③市体育大会に対し 負担金を 支出 950千円

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 6,500千円

①ス ポーツ 推進委員会の活動に対し 負担金を 支出 2,865千円

・ 各種研修会への参加（ 全国: 青森県青森市 5名参加、 東北: 岩手県花巻市 6名参加ほか）

・ PR活動: 酒田ま つり 山車行列（ 27名参加）

・ ス ポーツ 推進委員報酬（ 理事48,000円×29名、 一般42,00 0円×52名、 合計 3,576千円）

・ 主催事業等

 第2回酒田市モルッ ク 大会（ 33チーム 、 173名参加（ ス ポーツ 推進委員46名含む） ）

 その他の活動と し て、 ニュ ース ポーツ 体験会を ミ ラ イ ニにて開催、 会報誌の発行、 地区でのニュ ース ポーツ

講習会など の開催

②ラ ン &ウ オーク イ ベン ト （ 5月、 10月の年2回のオン ラ イ ン イ ベン ト ） に参加 65千円

・ 5月「 さ つき ラ ン ＆ウ オーク （ 企業対抗） 」

 市独自にウ オーキン グの部の上位３ 企業に副賞（ モルッ ク 等） を 贈呈

・ 10月「 オク ト ーバーラ ン ＆ウ オーク （ 自治体対抗） 」

 市独自にウ オーキン グの部の上位50名を 対象に副賞（ 市内日帰り 温泉施設無料入浴券等） を 贈呈

③市体育大会に対し 負担金を 支出 950千円（ 17競技、 3,11 4名参加）

【 特定財源】 さ かた応援基金繰入金 6,415千円

目標値 4,500人 実績値

予算額

3 ス ポーツ 振興課 ス ポーツ ツーリ ズム推進事業 ス ポーツ の持つ力を 最大限に活かし 、 ス ポーツ を 通じ て交流人口を 拡大する と と も に、 ス ポーツ によ る 賑わいと ま ちづく り を 推進する 。

（ 千円） ①湊酒田つや姫ハーフ マラ ソ ン 大会実行委員会に対し 負担金を 支出 13,000千円

・ 期日: 10月15日（ 日）

②ス ポーツ ボラ ン ティ ア会事務局謝金

・ 登録状況: 会員数24人（ 令和5年12月末時点）

・ 市内で開催さ れる ス ポーツ イ ベン ト を サポート

③モルッ ク 全国大会（ 2023年度日本モルッ ク 協会ポイ ン ト 付与公認大会） へ補助金を支出 100千円

【 特定財源】 日本ス ポーツ 振興セン タ ース ポーツ 振興く じ 助成金 8,000千円ほか

①湊酒田つや姫ハーフ マラ ソ ン 大会実行委員会に対し 負担金を 支出 12 ,098千円

・ 期日: 10月15日

・ 実施種目: ハーフ と 10キ ロ の2種目

・ エン ト リ ー数: 1 ,122名（ 全国31都道府県）

②ス ポーツ ボラ ン ティ ア会事務局謝金 20千円

・ 登録状況: 会員数24名（ 令和5年度末）

・ 活動実績: 県縦断駅伝競走大会にて酒田中継所設営・ 走路監察員、 つや姫ハーフ マラ ソ ン 大会にて給水所運

営

③モルッ ク 全国大会（ 2023年度日本モルッ ク 協会ポイ ン ト 付与公認大会） へ補助金を支出 100千円

・ 期日: 10月8日

・ 参加人数: 112 名（ 県内23名、 県外89名）

【 特定財源】 日本ス ポーツ 振興セン タ ース ポーツ 振興く じ 助成金 8,000千円

目標値 45％ 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

成果指標の追加を 検討

成果指標の達成にあたり、人口減少などの

外的要因が与える影響も大きいため、新た

な成果指標の追加を検討。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

令和6年度より活動指標を「大会エントリー

者数」に変更し、上位施策の推進を図る。

予算額 1 2 ,2 1 9 特定財源

（ 千円）

決算額 1 2 ,2 1 8 特定財源

活動指標① 県外参加者の割合
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政策 4

章 施策 5

｜ 個別事業 1 －4 －5  「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進／ 2
款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

（ 千円）

1,47 4人

款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

4 7 ,8 0 0

（ 千円）

4 7 ,8 0 0

年度内事業の完了

款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

1 4 ,9 0 0

（ 千円）

2 ,8 0 0

年度内事業の完了

予算額 1 ,6 7 0 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,6 2 8

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進

4 ス ポーツ 振興課 ス ポーツ によ る 地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 ス ポーツ を 通じ た世代間交流や地域の一体感の醸成のため、 多く の市民など が参加でき る ス ポーツ イ ベン ト を 開催する 。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

市民体育祭の事業廃止と巡回駅伝競走

大会の予算措置無しに伴い、事業内容と

活動指標の見直しを図る。

特定財源

活動指標①
延べ参加者人数（ 市民体育祭、 酒田市

巡回駅伝競走大会）

目標値 1,700人 実績値

（ 千円） ①市民体育祭実行委員会負担金 1,400千円

・ 市内22地区ご と にチーム 編成する 地区対抗運動会への負担金

②巡回駅伝競走大会実行委員会負担金 270千円

①市民体育祭実行委員会負担金 1,358千円

・ 期日: 7月2日

・ 参加者数: 延べ1,260名（ 21地区参加）

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 4年ぶり の開催

・ 種目数を 減ら し ての半日開催や従来の種目毎の年齢区分を 極力なく すなど 工夫

②巡回駅伝競走大会実行委員会負担金 270千円

・ 期日: 11月12日

・ 参加チーム 数: 1部／12チーム 、 2部／9チーム

予算額 6 5 ,5 1 6 特定財源

（ 千円）

決算額 6 5 ,5 1 6 特定財源

活動指標①

5 ス ポーツ 振興課 体育施設整備事業 体育施設の改修や競技用備品の整備を 行う 。

（ 千円） ①主な施設改修

・ 光ケ 丘野球場: 電光掲示板シス テム 改修、 照明塔撤去工事

・ 光ケ 丘プール: 可動床駆動部修繕

②主な備品整備

・ 陸上競技場: 陸上競技用着順判定およ びタ イ ム計測シス テム

【 特定財源】 （ 市債） 公共施設等適正管理推進事業債 37,40 0千円、 日本ス ポーツ 振興セン タ ース ポーツ 振興く

じ 助成金 6,000千円

①主な施設改修

・ 光ケ 丘野球場: 電光掲示板シス テム 改修 6,545千円、 照明塔撤去工事 34,6 3 9千円

・ 光ケ 丘プール: 可動床駆動部修繕 4,246千円

・ （ 6月補正計上） 平田Ｂ ＆Ｇ 海洋セン タ ー: ト レ ーニン グルーム 床改修工事 11,9 57千円

②主な備品整備

・ 陸上競技場: 陸上競技用着順判定およ びタ イ ム計測シス テム 8,129千円

【 特定財源】 （ 市債） 公共施設等適正管理推進事業債 31 ,10 0千円、 財団法人Ｂ ＆Ｇ 財団地域海洋セン タ ー修

繕助成金 7,600千円、 日本ス ポーツ 振興センタ ース ポーツ 振興く じ 助成金 4,800千円、 （ 市債） 過疎対策事

業債 4,300千円

目標値 年度内事業の完了 実績値

6 ス ポーツ 振興課 【 新規】 八幡体育館改築事業 耐震診断を 実施し た結果、 耐震改修工事が必要と さ れた八幡体育館の改築工事を 行う 。

（ 千円） ①八幡体育館改築

・ 地盤調査業務委託

・ 基本実施設計業務委託料[継続費:令和5～6年度 40,5 35千円]

・ 八幡体育館解体工事

・ 八幡体育館改築工事[継続費:令和6～7年度 829,158千円]

・ 令和8年度 外構工事、 修道館解体工事

【 特定財源】 （ 市債） 過疎対策事業債 23 ,900千円

①八幡体育館改築

・ 地盤調査業務委託 2,827千円

・ 基本実施設計業務委託料[継続費:令和5～6年度 31,90 0千円]

 令和5年度: 0千円、 令和6年度: 31 ,9 00千円

【 特定財源】 （ 市債） 過疎対策事業債 2,800千円

目標値 年度内事業の完了 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

施設整備事業であるため活動指標の数値

化は困難だが、上位施策を推進するために

は、今後も計画的な施設整備が必要。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

事業順調

施設整備事業であるため活動指標の数値

化は困難だが、上位施策を推進するため今

後も計画的な施設整備が必要。

予算額 1 4 ,9 8 8 特定財源

（ 千円）

決算額 2 ,8 2 7 特定財源

活動指標①
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政策 4

章 施策 5

｜ 個別事業 1 －4 －5  「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進／ 3
款 項 目

1 0 5 1

（ 千円）

1 ,3 3 7 ,4 1 2

（ 千円）

1 ,2 2 7 ,3 1 3

年度内事業の完了

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

予算額 1 ,4 2 1 ,6 5 5 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,3 0 0 ,4 2 4

1 学びあい、 地域と つながる 人を 育むま ち
「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進

7 ス ポーツ 振興課 国体記念体育館改修事業 ⾧ 寿命化計画用簡易調査の結果に基づき 、 大規模改修工事を 行う 。

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業順調

令和5年度で大規模改修工事完了にによ

り事業終了。

特定財源

活動指標①

目標値 年度内事業の完了 実績値

（ 千円） ①国体記念体育館改修

・ 工事監理[継続費:令和4～5年度 33 ,2 06千円]

・ 大規模改修[継続費:令和4～5年度 2,218,13 8千円]

・ 施設は休館

【 特定財源】 公共施設等整備基金繰入金 324,7 1 6千円、 （ 国） 社会資本整備総合交付金 245 ,90 8千円

①国体記念体育館改修

・ 工事監理[継続費:令和4～5年度 33,099千円]

・ 大規模改修[継続費:令和4～5年度 2,097,029千円]

【 特定財源】 （ 市債） 公共施設等適正管理推進事業債ほか 930,00 0千円、 （ 国） 社会資本整備総合交付金

224,20 6千円、 公共施設等整備基金繰入金 30,3 1 4千円、 日本ス ポーツ 振興セン タ ース ポーツ 振興く じ 助成金

42 ,793千円

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

（ 千円）

目標値 実績値

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

継続費の内訳 （ 単位: 千円）

項目 年度 R4 R4逓次繰越 R5

工事監理業務委託 0 9 ,962 2 3 ,137

大規模改修 建築工事 370,3 70 1 99 ,430 86 1 ,212

電気設備工事 21,4 5 0 59 ,532 15 4 ,39 6

機械設備工事 67,5 8 4 1 01 ,376 26 1 ,67 9
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政策 2

章 施策 2

R5 ( 2 0 2 3 ) R 6 ( 2 0 2 4 ) R 8 ( 2 0 2 6 ) R 9 ( 2 0 2 7 )

目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値【 目安】 目標値

実績 実績 実績 実績

5

① 児童虐待の防止と 早期発見、 早期対応

② 子ど も 食堂や無料学習塾等、 地域での子育て支援活動の促進

4 未来を担う 子ども の笑顔があふれる ま ち
子ども の権利の擁護

総合計画抜粋 外部評価

Ⅰ
子ど も の命と 人権を 守る ため、 児童虐待の早期発見、 子ど も の貧困やヤング ケアラ ー等の状況を 把握し 、 子ど も の意見と 意向を

勘案し た適切な対応を 行える よ う 、 関係機関と の連携強化、 専門相談の体制強化を 図り ま す。

1

Ⅰ

・ 児童虐待の防止と 早期発見、 早期対応については、 成果指標も 達成さ れており 、 充実し た取り 組みが確認でき る 。

・ 子ど も 食堂や無料学習塾等、 地域での子育て支援活動の促進については、 一定の成果は確認でき も のの、 さ ら なる 取り 組みに期待し た

い。

・ こ ど も 基本法やこ ど も 大綱に基づき 、 子ど も の人権を 尊重し 生命を 守る ため、 関係機関と の連携を 強化する と と も に、 専門相談体制を

強化する 取り 組みに期待し たい。

・ 子ど も の権利条約の子ど も の意見表明権を 重視し 、 子ども アド ボカ シーの視点に立っ た支援に努めてほし い。

Ⅱ

・ 子ど も 家庭セン タ ーを 拠点と し た子ど も の権利の擁護と 子ど も の最善の利益を 保障する 取り 組みに引き 続き 期待し たい。

・ 市民にと っ て拠り ど こ ろ と なる よ う な、 寄り 添支援、 伴走支援の充実に期待し たい。

・ 子ど も 家庭セン タ ー設置によ る 効果の評価・ 検証を 多角的に実施し てほし い。

3

Ⅱ 全ての妊産婦、 子育て世帯、 子ど も の包括的な相談支援を 行う 機関を 設置し 、 子ど も の権利の擁護に努めま す。

2① こ ど も 家庭セン タ ーの設置

5

4

7

①

虐待相談に対し 速やかに対応

（ 48時間以内／国の児童相談所

運営指針） し た件数の割合

％ 100.0

6

成果指標 単位 基準値
R7 ( 2 0 2 5 )

目標値【 目安】

実績

8

施策評価

100.0 100 .0 10 0 .0 100 .0 100 .0

100.0

成果指標①について、関係機関との連携した取り組みが成果指標の目標達成に貢献しており、 今後も継続的に取り組むことにより、目標値を維持することが

見込まれる。

9
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政策 2

章 施策 2

｜ 個別事業 4 －2 －2  子ど も の権利の擁護／ 1
款 項 目

3 2 2

（ 千円）

1 ,5 8 3

（ 千円）

1 ,6 9 5

38回

款 項 目

3 2 1

（ 千円）

4 4 8

（ 千円）

款 項 目

1 0 2 2

（ 千円）

1 3

（ 千円）

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

事業内容等を 変更（ 変更を 検討）

1 ,7 8 0 特定財源

（ 千円）

決算額 1 ,7 2 3

4 未来を担う 子ども の笑顔があふれる ま ち
子ども の権利の擁護

1 こ ど も 未来課 子ど も の貧困対策推進事業 経済的課題を 抱える ひと り 親家庭など のこ ど も の学習機会を 確保する など 各種支援を 行う 。

令和6年度より事業名を「こどもの生活・学

習支援事業」に変更し、大学等の受験料

や模試費用の支援を行う。

特定財源

活動指標① ひと り 親家庭学習支援教室の開催回数

目標値 40回 実績値

（ 千円） ①学習支援教室 1,495千円

・ ひと り 親家庭のこ ど も およ び低所得子育て世帯のこ ど も を 対象に、 無料の学習支援教室を 開設

・ 教室における こ ど も から の相談への対応など を 通し て、 こ ど も に基本的な生活習慣の習得支援や生活指導を 実施

・ 参加人数: 30人程度（ 市広報や市母子会の活動など によ り 周知・ 募集）

・ 開催日時: 毎週日曜日午前10時～正午（ 年間40回）

・ 開催場所: 酒田市地域福祉センタ ー

②生理用品無償配布 285千円

・ 対象者: 生理用品を 準備する こ と が困難な状況にある 児童生徒およ び成人女性

・ 配布用品: 生理用ナプキン 500パッ ク 、 生理用ショ ーツ 50枚

・ 配布方法: 児童生徒は学校の保健室など で、 成人女性は市役所等の相談窓口で配布・ 配布場所 市内小中学校、

東北公益文科大学、 市母子会、 市役所内相談窓口など

【 特定財源】 （ 県） ひと り 親家庭等生活向上事業費補助金 1,009千円、 （ 国）  生活困窮世帯の子ど も に対する 学

習支援事業費補助金 74千円

①学習支援教室 1,495千円

・ 登録児童: 生徒数／22人（ 中学生11人、 小学生11人） （ ひと り 親世帯21人、 就学援助受給世帯1人、 小学生

は3年生以上）

・ 開催回数: 38回

・ 参加児童: 延べ309人（ １ 回平均約8人）

・ 食事提供: 12回

・ 委託先: 特定非営利活動法人山形県ひと り 親家庭福祉会

②生理用品無償配布 228千円

・ 購入し た生理用品

 ナプキン500パッ ク 、 ショ ーツ 50枚

【 特定財源】 （ 県） ひと り 親家庭等生活向上事業費補助金 1,121千円、 さ かた応援基金繰入金 500千円

予算額 6 0 0 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標① －

2 こ ど も 未来課 母子生活支援施設入所扶助事業 母子家庭の母子を 一時的に保護する 必要が生じ た場合の入所措置を 行う 。

（ 千円） ①母子生活支援施設入所扶助費 600千円

・ 対象: DVや生活上の困難課題を 抱えた母子家庭の母子

・ 母と 未就学の子ど も 1人が2カ月間入所する こ と を 想定

【 特定財源】 （ 国） 児童福祉法によ る 児童入所施設措置費等負担金 299千円、 （ 県） 児童福祉法によ る 児童入所

施設措置費等負担金 149千円

①保護、 入所にかかる 実績なし

・ 令和3～5年度は実績なし

・ 事案発生時は、 迅速な保護に向け、 施設（ 県内１ 箇所を 想定） へ委託書を 送付

・ 委託料: 月額300千円

・ 個人負担在り （ 18階層）

目標値 実績値

予算額

3 学校教育課 要保護及び準要保護児童援助事業（ 小学校） 学校教育法の規定に基づき 、 経済的な理由によ っ て就学困難な児童の保護者に対し 、 学用品費や給食費など の一部を 支給する 。

（ 千円） ①支援の対象と なる 経費

・ 学用品費、 新入学児童学用品費、 校外活動費、 修学旅行費、 通学費、 体育実技用具費、 医療費、 学校給食費、 卒

業アルバム 代、 オン ラ イ ン学習通信費

・ 対象人数: 235人（ 見込）

【 特定財源】 （ 国） 要保護児童援助費補助金 13千円

①就学困難な児童の保護者に対し 支援

・ 対象人数は257人（ 3月末実績）

 扶助費振込手数料（ 3千円） 、 学用品費（ 9,49 5千円） 、 修学旅行費（ 981千円） 、 給食費（ 12,493千円）

・ 就学援助申請様式の改善に取り 組み、 制度を 周知

・ （ 参考） 就学援助率の推移（ 児童生徒全体）

 令和元年度 6.47%

 令和2年度 7.27%

 令和3年度 7.08%

 令和4年度 6.98%

 令和5年度 7.43%

目標値 実績値

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

母子家庭の母子を保護する必要が生じた際の事

業であるため、事業評価は困難だが、継続して取り

組む必要がある。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

予算額 2 4 ,1 6 0 特定財源

（ 千円）

決算額 2 2 ,9 7 3 特定財源

活動指標① －
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政策 2

章 施策 2

｜ 個別事業 4 －2 －2  子ど も の権利の擁護／ 2
款 項 目

1 0 3 2

（ 千円）

1 9 9

（ 千円）

1 5 0

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

款 項 目

（ 千円）

（ 千円）

予算額 3 1 ,5 4 8 特定財源

（ 千円）

決算額 2 9 ,2 9 0

4 未来を担う 子ども の笑顔があふれる ま ち
子ども の権利の擁護

4 学校教育課 要保護及び準要保護生徒援助事業（ 中学校） 学校教育法の規定に基づき 、 経済的な理由によ っ て就学困難な生徒の保護者に対し 、 学用品費や給食費など の一部を 支給する 。

活動指標② －

目標値 実績値

事業評価

判定不能

活動指標が未設定のため判定不能。令和

6年度より活動指標を設定し、事業評価を

行う。

特定財源

活動指標① －

目標値 実績値

（ 千円） ①支援の対象と なる 経費

・ 学用品費、 新入学生徒学用品費、 校外活動費、 修学旅行費、 通学費、 体育実技用具費、 医療費、 学校給食費、 卒

業アルバム 代、 オン ラ イ ン学習通信費

・ 対象人数: 205人（ 見込）

【 特定財源】 （ 国） 要保護生徒援助費補助金 199千円ほか

①就学困難な児童の保護者に対し 支援

・ 対象人数は207人（ 3月末実績）

 扶助費振込手数料（ 4千円） 、 学用品費（ 11,7 28千円） 、 修学旅行費（ 5,967千円） 、 給食費（ 11,589千

円）

・ 就学援助申請様式の改善に取り 組み、 制度を 周知

・ （ 参考） 就学援助率の推移（ 児童生徒全体）

 令和元年度 6.47%

 令和2年度 7.27%

 令和3年度 7.08%

 令和4年度 6.98%

 令和5年度 7.43%

【 特定財源】 （ 国） 要保護生徒援助費補助金 150千円

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①

（ 千円）

目標値 実績値

（ 千円）

目標値 実績値

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

活動指標②

目標値 実績値

事業評価

予算額 特定財源

（ 千円）

決算額 特定財源

活動指標①
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第２ 部  普通会計の決算
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普通会計の決算概要

（ １ ） 決算規模・ ・ ・ 参照＜第１ 表＞財政指標

令和５ 年度の酒田市普通会計の純計決算額は、

歳入 ６ １ ６ 億４ ， １ ２ ０ 万７ 千円 （ 前年度 ６ １ ８ 億４ ， ７ ９ ４ 万６ 千円）

歳出 ６ ０ ２ 億４ ， ４ ０ ４ 万９ 千円 （ 前年度 ６ ０ １ 億２ ， ８ １ ４ 万１ 千円）

と なっ ており 、 前年度に比べ、 歳入では２ 億６ ７ ３ 万９ 千円（ △０ ． ３ ％） の減額、 歳出では１ 億１ ， ５ ９ ０ 万８ 千円（ ＋０ ． ２ ％） の増額と なっ ていま す。

歳入は、 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（ １ ０ 億４ ， ６ ３ ２ 万１ 千円） が皆増、 ふる さ と 納税寄附金（ ４ ３ 億６ ， ９ ２ ２ 万６ 千円、 ＋８ 億６ ， ５ ３ ４ 万４ 千円） 等が増加し たも のの、

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金（ ７ 億２ ， ９ ２ ０ 万１ 千円） の皆減、 土地開発基金の廃止などによ る 基金から の繰入金（ ２ ２ 億３ ， ４ ２ １ 万３ 千円、 △１ ４ 億９ ， ９ ７ １ 万３ 千円） 等の

減よ り 減少し ま し た。

歳出は、 電力・ ガス ・ 食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業（ ５ 億２ ， ０ ５ ９ 万４ 千円） の皆減、 駅周辺整備事業（ １ 億７ ， １ ６ ５ 万７ 千円、 △１ ４ 億６ ， ８ ９ ３ 万2千円） 、 公債費元金

償還（ ７ ２ 億６ ， ５ ７ ７ 万７ 千円、 △４ 億６ ， ８ ４ ５ 万２ 千円） 等が減少し たも のの、 物価高騰対策低所得世帯支援給付金給付事業（ １ ４ 億３ ， １ １ ５ 万２ 千円） 、 山居倉庫公有化事業（ ６ 億３ ，

５ ６ ９ 万４ 千円） の皆増、 国体記念体育館改修事業（ １ ６ 億７ ， ０ ７ ２ 万４ 千円、 ＋１ ２ 億１ ， １ ３ ２ 万円） 等の増によ り 増加し ま し た。

ま た、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の位置付けが５ 類感染症に移行し たこ と によ り 、 決算規模は従来の規模（ 令和元年度規模） に縮小し ていく と 見込んでいま し たが、 令和４ 年度から 引き 続き 実

施さ れた国から の交付金を 財源と し た給付金など によ り 、 依然と し て６ ０ ０ 億円を 超える 規模と なっ ていま す。

（ ２ ） 決算収支・ ・ ・ 参照＜第１ 表＞財政指標

形式収支 １ ３ 億９ ， ７ １ ５ 万８ 千円

実質収支 １ ３ 億５ ， ９ ５ ２ 万６ 千円

単年度収支 △ ２ 億５ ， １ ３ ４ 万３ 千円

実質単年度収支 ７ ， １ ８ １ 万円

令和５ 年度決算における 形式収支（ 歳入歳出差引額） は、 １ ３ 億９ ， ７ １ ５ 万８ 千円の黒字と なり 、 形式収支から 繰越明許費等に係る 翌年度へ繰り 越すべき 財源３ ， ７ ６ ３ 万２ 千円を控除し た

実質収支は、 １ ３ 億５ ， ９ ５ ２ 万６ 千円の黒字（ 前年度１ ６ 億１ ， ０ ８ ６ 万９ 千円） と なっ ていま す。

ま た、 実質収支の標準財政規模に対する 割合である 実質収支比率は、 ４ ． ６ （ 前年度５ ． ５ ） と なり 、 前年度から ０ ． ９ 減少し ま し た。

（ ３ ） 当初予算と 決算の比較・ ・ ・ 参照＜第３ 表＞歳入決算の内容（ 款別） 、 ＜第４ 表＞歳出決算の内容（ 目的別）

令和５ 年度決算額は、 ＜第３ 表＞歳入決算の内容（ 款別） 、 ＜第４ 表＞歳出決算の内容（ 目的別） のと おり です。 当初予算額と 比較し て、 歳入合計は６ ４ 億１ ， ６ ２ ３ 万６ 千円（ ＋１ １ ．

６ ％） の増額、 歳出合計は５ ０ 億１ ， ９ ０ ７ 万８ 千円（ ＋９ ． １ ％） の増額と なっ ていま す。
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普通会計の決算状況

（ １ ） 歳入の状況・ ・ ・ 参照＜第３ 表＞歳入決算の内容（ 款別） 、 ＜第５ 表＞歳入年度別決算状況

令和５ 年度の歳入決算額は、 ６ １ ６ 億４ ， １ ２ ０ 万７ 千円で前年度に比べ２ 億６ ７ ３ 万９ 千円（ △０ ． ３ ％） の減額と なっ ていま す。 主な内訳は、 地方交付税１ ４ ８ 億６ ， ４ ４ ６ 万円（ 構成比

２ ４ ． １ ％、 前年度比＋１ ． ５ ％） 、 市税１ ３ ５ 億３ ， ４ １ ３ 万２ 千円（ 構成比２ ２ ． ０ ％、 前年度比＋１ ． ５ ％） 、 国庫支出金９ ３ 億３ ， ７ １ ０ 万６ 千円（ 構成比１ ５ ． １ ％、 前年度比＋１ ．

２ ％） 、 県支出金３ ８ 億６ ， ２ ９ ０ 万円（ 構成比６ ． ３ ％、 前年度比△０ ． ６ ％） などと なっ ていま す。

主な増減理由と 前年度と の比較は、 次のと おり です。

市税は、 ほと んど の税目において前年よ り 増加し ており 、 市税全体と し て１ ． ５ ％の増加と なっていま す。

地方消費税交付金は、 ０ ． ４ ％の減少、 地方特例交付金等は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症対策地方税減収補塡特別交付金の増によ り ５ ． ５ ％の増加と なっ ていま す。

分担金及び負担金は、 ３ ３ ． ８ ％の増加、 使用料は６ ． ２ ％の減少と なっていま す。 分担金及び負担金、 使用料の中で、 一部決算上での区分変更を行っ ている ため、 科目ごと では増減があり ま

すが、 分担金及び負担金、 使用料を 合わせて比較する と 、 前年度よ り ３ ． ７ ％の増加と なっていま す。

財産収入は、 土地の高額な売却や建物の売却がなかったため、 ５ １ ． ７ ％の減少と なっ ていま す。

寄附金は、 ふる さ と 納税寄附金の増によ り ２ ３ ． ５ ％の増加、 繰入金は、 廃止に伴う 土地開発基金から の繰入の皆減など 、 各種基金から の一般会計への繰入の減によ り ４ ０ ． ２ ％の減少と なっ

ていま す。

国庫支出金は、 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、 就学前教育・ 保育施設整備交付金の皆増、 道路メ ンテナンス 事業補助金の増など によ り １ ． ２ ％の増加と なっていま す。

県支出金は、 市街地再開発事業等補助金、 参議院議員通常選挙費委託金の皆減によ り ０ ． ６ ％の減少と なっていま す。

地方交付税は、 普通交付税が２ ． ４ ％の増加、 特別交付税が７ ． ４ ％の減少で、 交付税全体では１ ． ５ ％の増加と なっていま す。

（ ２ ） 歳出の状況

令和５ 年度の歳出決算額は、 ６ ０ ２ 億４ ， ４ ０ ４ 万９ 千円で前年度に比べ１ 億１ ， ５ ９ ０ 万８ 千円（ ＋０ ． ２ ％） の増額と なっていま す。

主な増減理由と 前年度と の比較は、 次のと おり です。

① 目的別歳出の状況・ ・ ・ 参照＜第４ 表＞歳出決算の内容（ 目的別） 、 ＜第７ 表＞目的別性質別歳出内訳

目的別歳出では、 議会費は、 市議会議員補欠選挙ま での議員の欠員によ り １ ． ７ ％の減少と なっていま す。

総務費は、 山居倉庫公有化事業の皆増、 ふる さ と 納税推進事業等の増があったも のの、 退職手当基金積立金への積立によ る 人事総務管理事業、 イ ント ラ ネッ ト 設備等整備事業等の減によ り ２ ．

１ ％の減少と なっ ていま す。

民生費は、 物価高騰対策低所得世帯支援給付金給付事業の皆増、 法人立保育所等施設整備事業等の増によ り ５ ． ５ ％の増加と なっ ていま す。

衛生費は、 旧八幡斎場解体事業の皆増、 酒田地区広域行政組合分賦金等の増があったも のの、 出産・ 子育て応援交付金給付事業の皆減、 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン接種にかかる 事業等の減に

よ り ２ ． ６ ％の減少と なっ ていま す。

労働費は、 勤労者福祉センタ ー改修事業等の減によ り １ ９ ． ０ ％の減少と なっていま す。
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農林水産業費は、 農業経営緊急対策支援事業の皆減、 土地改良負担事業等の減によ り １ ０ ． ２ ％の減少と なっ ていま す。

商工費は、 令和４ 年度から 繰越し た地域総合整備資金貸付事業の皆増、 企業立地促進事業等の増があっ たも のの、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症関連経済対策事業、 設備投資促進助成事業 、 中小企

業融資資金貸付事業等の減によ り 、 ０ ． ８ ％の減少と なっ ていま す。

土木費は、 除雪事業、 駅周辺整備事業等の減によ り ２ １ ． ８ ％の減少と なっていま す。

消防費は、 消防庁舎及び総合防災センタ ー整備事業の皆減、 防災対策強化事業等の減によ り １ １ ． ９ ％の減少と なっ ていま す。

教育費は、 国体記念体育館改修事業、 学校施設⾧寿命化事業（ 小学校） 、 平田地区給食施設整備事業等の増によ り ３ ８ ． ２ ％の増加と なっ ていま す。

災害復旧費は、 令和４ 年度に引き 続き 、 大き な災害がなかったため未執行と なっ ていま す。

公債費は、 公債費の元金及び利子の償還の減によ り ６ ． １ ％の減少と なっ ていま す。

諸支出金は、 定期航路事業特別会計繰出金等の増によ り １ ６ ． ９ ％の増加と なっていま す。

構成比では、 民生費３ ０ ． ２ ％（ 前年度２ ８ ． ７ ％） 、 総務費１ ６ ． ３ ％（ 前年度１ ６ ． ６ ％） 、 公債費１ ２ ． ４ ％（ 前年度１ ３ ． ３ ％） 、 教育費１ １ ． ８ ％（ 前年度８ ． ５ ％） 、 土木費８ ．

８ ％（ 前年度１ １ ． ３ ％） 、 衛生費７ ． ７ ％（ 前年度７ ． ９ ％） の順と なっ ていま す。

② 性質別歳出の状況・ ・ ・ 参照＜第６ 表＞歳出年度別決算状況（ 性質別）

性質別歳出では、 人件費は、 職員の新陳代謝や新型コ ロ ナの影響緩和によ る 保育士人員の最適化によ る 減などによ り ５ ． ４ ％の減少と なっ ていま す。

扶助費は、 住民税非課税世帯等に対する 臨時特別給付金、 さ かた子育て応援臨時給付金、 児童扶養手当扶助費等の減によ り １ ． ３ ％の減少と なっていま す。

公債費は、 公債費の元金及び利子償還の減によ り ６ ． １ ％の減少と なっ ていま す。

物件費は、 ふる さ と 納税寄附金に伴う 手数料等の増があったも のの、 イ ント ラ ネッ ト 設備等整備事業に係る シス テム関係業務委託料、 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン接種委託料、 新型コ ロ ナウ イ

ルス ワ ク チン に係る コ ールセンタ ー運営業務委託料等の減によ り ４ ． ７ ％の減少と なっていま す。

補助費等は、 電力・ ガス ・ 食料品等価格高騰緊急支援給付金、 駅周辺整備事業に伴う 公共施設管理者負担金の皆減等があっ たも のの、 物価高騰対応重点支援臨時給付金の皆増、 酒田地区広域行

政組合分賦金等の増によ り ６ ． ８ ％の増加と なっ ていま す。

積立金は、 市債管理基金積立金、 さ かた応援基金積立金、 農林水産振興基金積立金等が増と なっ たも のの、 公共施設等整備基金積立金、 財政調整基金積立金、 退職手当基金積立金、 風力発電事

業地域未来創造基金積立金等の減によ り ２ ． １ ％の減少と なっ ていま す。

投資出資貸付金は、 産業立地促進資金貸付金、 地方独立行政法人病院事業⾧期貸付金等の減によ り ７ ． ８ ％の減少と なっ ていま す。

③ 義務的経費と 投資的経費・ ・ ・ 参照＜第６ 表＞歳出年度別決算状況（ 性質別）

義務的経費（ 人件費、 扶助費及び公債費） は、 ９ 億９ ， ４ １ ９ 万１ 千円（ △４ ． ０ ％） の減額と なっていま す。

投資的経費（ 普通建設事業費及び災害復旧事業費） は、 国体記念体育館改修工事、 地域総合整備資金貸付金、 山居倉庫公有化事業に係る 公有財産購入費等の普通建設事業によ り １ ０ 億７ ， ６ ７

８ 万８ 千円（ ＋１ ９ ． ２ ％） の増額と なっていま す。
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＜第１ 表 ＞財政指標 （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

56,648 ,886 75,505 ,695 67,138 ,114 61 ,847 ,946 61 ,641 ,207

55,128 ,173 73,706 ,009 64,916 ,403 60 ,128 ,141 60 ,244 ,049

1 ,520 ,713 1 ,799 ,686 2 ,221 ,711 1 ,719 ,805 1 ,397 ,158

35,982 152,287 285 ,742 108 ,936 37 ,632

1 ,484 ,731 1 ,647 ,399 1 ,935 ,969 1 ,610 ,869 1 ,359 ,526

397 ,636 162,668 288,570 △ 325,100 △ 251,343

1 ,064 ,292 1 ,579 ,219 1 ,642 ,688 1 ,150 ,954 697 ,815

62,533 10,417 606 ,893 432 ,200 0

861 ,207 1 ,948 ,169 1 ,239 ,062 755,751 374,662

663 ,254 △ 195 ,865 1 ,299 ,089 502,303 71,810

24,521 ,063 24,904 ,414 25,499 ,631 25 ,701 ,561 26 ,190 ,687

11,988 ,858 12,423 ,441 11,947 ,357 12 ,353 ,320 12 ,557 ,764

28,927 ,471 29,328 ,704 30,209 ,492 29 ,316 ,484 29 ,622 ,357

5 .1 5 .6 6 .4 5 .5 4 .6

0 .488 0 .494 0 .489 0 .484 0 .476

97.0 93 .8 90 .2 98 .2 97 .1

※101.0 ※97 .7 ※95.0 ※98.2 ※97.1

8 ,608 ,594 8 ,845 ,022 10,155 ,271 10 ,730 ,263 11 ,889 ,192

3 ,232 ,893 2 ,863 ,943 3 ,267 ,569 3 ,662 ,772 3 ,985 ,925

60,433 ,147 59,376 ,281 56,533 ,395 52 ,297 ,008 49 ,003 ,562

(注) 1  財政力指数は、 新市一本算定で算出し た基準財政需要額と 基準財政収入額を使用し た数値である 。

2 経常収支比率欄中※印は、 臨時財政対策債を 経常一般財源等から 除いた場合の数値である 。

基準財政需要額

区分

歳入総額 (A)

歳出総額 (B)

形式収支 (A)－(B)＝( C)

翌年度へ繰り 越すべき 財源 (D)

実質収支 (C)－(D)＝( E)

単年度収支 (F)

積立金 (G)

繰上償還金 (H)

積立金取り 崩し 額 (I )

実質単年度収支 (F)+ (G) + (H) -( I ) = ( J)

う ち財政調整基金現在高

地方債現在高

基準財政収入額

標準財政規模 (K)

実質収支比率 (E)／(K)×100

財政力指数(３ か年平均)

経常収支比率

基金現在高
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＜第２ 表＞健全化判断比率及び資金不足比率 （ 普通会計）

① 健全化判断比率の状況 （ 単位: ％）

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度
（ 参考）

早期健全化基準

（ 参考）

財政再生基準
備考

－ － － － － 11.84 20.00 実質赤字なし

－ － － － － 16.84 30.00 連結実質赤字なし

10 .1 10 .0 10 .1 10 .0 10 .0 25 .0 35 .0

37 .6 38 .5 28 .8 16 .8 6 .5 350 .0

(注) 1  「 実質公債費比率」 は、 他会計等を含めた公債費等に充当さ れた一般財源額の標準財政規模等に占める 割合の指標である 。

2 「 将来負担比率」 は、 他会計等を含めた地方債残高のほか将来負担すべき 実質的な負債の標準財政規模等に占める 割合の指標である 。

3 「 早期健全化基準」 が基準以上である 場合には､財政健全化計画の策定、 外部監査が義務付けら れる 。

② 資金不足比率の状況

資金不足比率
（ 参考）

経営健全化基準
備考

－ 資金不足なし

－ 資金不足なし

－ 資金不足なし

－ 資金不足なし

(注)

2  「 経営健全化基準」 が基準以上である 場合には､法に基づく 財政再建を 行わなければ建設地方債を 発行でき ない。

4 「 財政再生基準」 が基準以上である 場合には､財政再生計画の策定、 外部監査が義務付けら れる 。 財政再生計画は､総務大臣に協議し ､同意を 求める 。

  財政運営が計画に適合し ないと 認めら れる 場合においては、 予算の変更等の勧告を 受ける 。

将来負担比率

区分

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率( 3か年平均 ）

20 .0

1 「 資金不足比率」 は、 公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である 料金収入の規模と 比較し て指標化し 、 経営状況の深刻度を 示すも の。

 資金不足額が発生し ない限り 比率がないも のと さ れ「 －」 と 表示する 。

会計名

水道事業会計

下水道事業会計

風力発電事業特別会計

定期航路事業特別会計
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＜第３ 表＞歳入決算の内容（ 款別） （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

1. 市税 12,805 ,921 13 ,163 ,508 2 .8 13 ,0 42 ,467 13 ,328 ,521 2 .2 13 ,421 ,5 15 13 ,534 ,132 0 .8 1 .5

2 . 地方譲与税 428 ,592 468 ,571 9 .3 4 67 ,912 475 ,156 1 .5 448 ,3 22 479 ,160 6 .9 0 .8

3 . 利子割交付金 8,500 7 ,908 △7.0 8 ,100 4 ,004 △50 .6 3 ,8 00 3 ,210 △15 .5 △ 19.8

4 . 配当割交付金 24,500 38 ,463 57 .0 24 ,700 34 ,787 40 .8 28 ,0 00 38 ,840 38 .7 11.7

5 . 株式等譲渡所得割交付金 19,100 50 ,041 162 .0 20 ,000 24 ,432 22 .2 20 ,0 00 46 ,747 133 .7 91.3

6 . 地方消費税交付金 2,457 ,800 2 ,567 ,741 4 .5 2 ,4 30 ,200 2 ,626 ,967 8 .1 2 ,581 ,3 00 2 ,616 ,633 1 .4 △ 0 .4

7 . ゴルフ場利用税交付金 5,800 6 ,397 10 .3 5 ,500 5 ,819 5 .8 5 ,6 00 6 ,004 7 .2 3 .2

8 . 自動車税環境性能割交付金 32,500 29 ,445 △9.4 36 ,500 35 ,693 △2.2 38 ,5 00 44 ,351 15 .2 24.3

9 . 法人事業税交付金 121 ,400 180 ,350 48 .6 1 63 ,000 190 ,915 17 .1 178 ,3 00 200 ,286 12 .3 4 .9

10 . 地方特例交付金等 267 ,900 31 4 ,116 17.3 73 ,687 83 ,491 13 .3 79 ,7 38 88 ,088 10 .5 5 .5

11 . 地方交付税 13,540 ,000 14 ,99 4 ,539 10.7 14 ,590 ,000 14 ,640 ,635 0 .3 1 4,581 ,0 00 14 ,864 ,460 1 .9 1 .5

12 . 交通安全対策特別交付金 16,752 1 6 ,860 0 .6 16 ,752 15 ,012 △10 .4 16 ,8 60 12 ,755 △24 .3 △ 15.0

13 . 分担金及び負担金 222 ,575 14 9 ,028 △33.0 164 ,544 113 ,951 △30 .7 150 ,5 15 152 ,455 1 .3 33.8

14 . 使用料及び手数料 472 ,187 43 6 ,505 △7.6 471 ,265 467 ,099 △0 .9 411 ,7 76 441 ,515 7 .2 △ 5 .5

15 . 国庫支出金 6,876 ,219 12 ,34 9 ,854 79.6 6 ,275 ,555 9 ,225 ,848 47 .0 7,040 ,9 27 9 ,337 ,106 32 .6 1 .2

16 . 県支出金 3,826 ,347 4 ,58 9 ,162 19.9 3 ,978 ,395 3 ,884 ,380 △2 .4 3,698 ,2 66 3 ,862 ,900 4 .5 △ 0 .6

17 . 財産収入 112 ,108 42 5 ,822 279.8 106 ,621 165 ,297 55 .0 106 ,9 38 79 ,796 △25 .4 △ 51.7

18 . 寄附金 2,003 ,868 3 ,50 2 ,829 74.8 3 ,003 ,010 3 ,572 ,343 19 .0 3,043 ,2 48 4 ,412 ,064 45 .0 23.5

19 . 繰入金 2,836 ,339 3 ,24 8 ,608 14.5 2 ,699 ,575 3 ,733 ,926 38 .3 2,341 ,2 96 2 ,234 ,213 △4.6 △ 40.2

20 . 繰越金 400 ,001 1 ,79 9 ,686 349.9 400 ,001 2 ,221 ,711 455 .4 400 ,0 01 1 ,719 ,805 330 .0 △ 22.6

21 . 諸収入 3,680 ,024 3 ,81 5 ,881 3 .7 3 ,530 ,752 3 ,509 ,059 △0 .6 3,408 ,1 69 3 ,503 ,487 2 .8 △ 0 .2

22 . 市債 5,595 ,600 4 ,98 2 ,800 △11.0 4 ,468 ,700 3 ,488 ,900 △21 .9 3,220 ,9 00 3 ,963 ,200 23 .0 13.6

55 ,754 ,033 67 ,138 ,1 14 20 .4 55 ,977 ,236 61,847 ,946 10 .5 55 ,2 24 ,97 1 61 ,641 ,207 11 .6 △ 0 .3

対前年増減率

令和５ 年度

合     計

区     分

令和３ 年度 令和４ 年度

当初予算額 決算額
対当初予算

伸率
当初予算額 決算額

対当初予算

伸率
当初予算額 決算額

対当初予算

伸率
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＜第４ 表＞歳出決算の内容（ 目的別） （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

1. 議会費 367 ,474 343 ,540 △6.5 336 ,103 313 ,763 △6.6 317,103 308 ,399 △2.7 △ 1.7

2 . 総務費 8,148 ,865 12 ,695 ,882 55 .8 8 ,397 ,114 9 ,981 ,725 18 .9 8 ,017,501 9 ,776 ,773 21 .9 △ 2.1

3 . 民生費 15,898 ,591 17 ,924 ,408 12 .7 16 ,071 ,359 17 ,241 ,030 7 .3 15 ,999,449 18 ,193 ,852 13 .7 5 .5

4 . 衛生費 4,137 ,011 4 ,669 ,079 12 .9 4 ,273 ,522 4 ,751 ,532 11 .2 4 ,245,170 4 ,626 ,643 9 .0 △ 2.6

5 . 労働費 114 ,624 111 ,581 △2.7 121 ,736 107 ,613 △11 .6 91 ,993 87 ,148 △5.3 △ 19 .0

6 . 農林水産業費 2,477 ,033 2 ,901 ,724 17 .1 2 ,725 ,507 2 ,253 ,216 △17 .3 1 ,902,978 2 ,022 ,743 6 .3 △ 10 .2

7 . 商工費 3,751 ,420 4 ,696 ,308 25 .2 4 ,176 ,219 3 ,511 ,825 △15 .9 3 ,001,847 3 ,482 ,060 16 .0 △ 0.8

8 . 土木費 5,875 ,402 6 ,769 ,902 15 .2 4 ,903 ,876 6 ,804 ,546 38 .8 5 ,166,630 5 ,319 ,473 3 .0 △ 21 .8

9 . 消防費 2,113 ,229 1 ,883 ,340 △10 .9 1 ,679 ,181 1 ,930 ,605 15 .0 1 ,718,551 1 ,701 ,724 △1.0 △ 11 .9

10 . 教育費 5,014 ,034 4 ,688 ,908 △6.5 5 ,506 ,505 5 ,129 ,396 △6.8 6 ,921,007 7 ,087 ,833 2 .4 38 .2

11 . 災害復旧費 3,000 18 ,520 517 .3 3 ,000 △100 .0 1,500 △100 .0

12 . 公債費 7,639 ,460 8 ,110 ,606 6 .2 7 ,581 ,299 7 ,980 ,752 5 .3 7 ,646,033 7 ,494 ,670 △2.0 △ 6.1

13 . 諸支出金 182 ,890 102 ,605 △43 .9 170 ,815 122 ,138 △28 .5 165,209 142 ,731 △13 .6 16 .9

14 . 予備費 31,000 △100.0 31 ,000 △100 .0 30,000 △100 .0

55 ,754 ,033 64 ,916 ,403 16 .4 55 ,977 ,236 60 ,128 ,141 7 .4 55 ,224,971 60 ,244 ,049 9 .1 0 .2

対前年増減率

令和５ 年度

合     計

区     分

令和３ 年度 令和４ 年度

当初予算額 決算額
対当初予算

伸率
当初予算額 決算額

対当初予算

伸率
当初予算額 決算額

対当初予算

伸率
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＜第５ 表＞歳入年度別決算状況 （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率

市税 13 ,665 ,925 24.1 3 .2 13 ,5 75 ,152 18 .0 △ 0 .7 13 ,163 ,508 19 .6 △ 3 .0 13 ,3 28 ,521 21 .6 1 .3 13 ,534 ,1 32 22.0 1 .5

分担金・ 負担金 253 ,909 0 .5 △ 25.1 1 82 ,618 0 .2 △ 28 .1 149 ,028 0 .2 △ 18 .4 1 13 ,951 0 .2 △ 23 .5 152 ,455 0 .3 33 .8

使用料 455 ,162 0 .8 △ 7.8 3 51 ,276 0 .5 △ 22 .8 363 ,325 0 .6 3 .4 3 90 ,533 0 .6 7 .5 366 ,382 0 .6 △ 6 .2

手数料 77 ,920 0.1 △ 0.1 73 ,927 0 .1 △ 5 .1 73 ,180 0 .1 △ 1 .0 76 ,566 0 .1 4 .6 75 ,133 0 .1 △ 1 .9

財産収入 224 ,911 0 .4 86 .0 1 63 ,554 0 .2 △ 27 .3 425 ,822 0 .6 160 .4 1 65 ,297 0 .3 △ 61 .2 79 ,796 0 .1 △ 51 .7

寄附金 1,904 ,789 3 .4 47 .8 2 ,9 91 ,582 4 .0 57 .1 3 ,502 ,829 5 .2 17 .1 3 ,5 72 ,343 5 .8 2 .0 4 ,412 ,0 64 7 .2 23 .5

繰入金 3,269 ,260 5 .8 43 .2 3 ,7 93 ,998 5 .0 16 .1 3 ,248 ,608 4 .8 △ 14 .4 3 ,7 33 ,926 6 .0 14 .9 2 ,234 ,2 13 3 .6 △ 40 .2

繰越金 1,204 ,050 2 .1 3 .3 1 ,5 20 ,713 2 .0 26 .3 1 ,799 ,686 2 .7 18 .3 2 ,2 21 ,711 3 .6 23 .4 1 ,719 ,8 05 2 .8 △ 22 .6

諸収入 2,973 ,162 5 .3 △ 5.0 3 ,7 03 ,995 4 .9 24 .6 3 ,815 ,881 5 .7 3 .0 3 ,5 09 ,059 5 .7 △ 8 .0 3 ,500 ,1 44 5 .7 △ 0 .3

小 計 24 ,029 ,088 42 .5 8 .5 26,356 ,815 34 .9 9 .7 26 ,541 ,867 39.5 0 .7 27 ,111 ,907 43 .9 2 .1 26 ,074 ,124 42.4 △ 3.8

地方譲与税 446 ,088 0 .8 3 .0 4 53 ,239 0 .6 1 .6 468 ,571 0 .7 3 .4 4 75 ,156 0 .8 1 .4 479 ,1 60 0 .8 0 .8

利子割交付金 10 ,645 △ 48.7 10 ,728 0 .8 7 ,908 △ 26 .3 4 ,004 △ 49 .4 3 ,2 10 △ 19 .8

配当割交付金 30 ,008 0.1 20 .0 24 ,904 △ 17 .0 38 ,463 0 .1 54 .4 34 ,787 0 .1 △ 9 .6 38 ,840 0 .1 11 .7

株式等譲渡所得割交付金 16 ,699 △ 25.1 36 ,870 0 .1 120 .8 50 ,041 0 .1 35 .7 24 ,432 △ 51 .2 46 ,747 0 .1 91 .3

地方消費税交付金 1,953 ,019 3 .5 △ 6.1 2 ,3 74 ,705 3 .2 21 .6 2 ,567 ,741 3 .8 8 .1 2 ,6 26 ,967 4 .2 2 .3 2 ,616 ,6 33 4 .2 △ 0 .4

ゴルフ 場利用税交付金 5 ,624 △ 2.2 5 ,994 6 .6 6 ,397 6 .7 5 ,819 △ 9 .0 6 ,0 04 3 .2

自動車取得税交付金 56 ,121 0.1 △ 49.5 － － － － 594 皆増 3,343 462 .8

環境性能割交付金 14 ,115 皆増 28,903 104 .8 29 ,445 0 .1 1 .9 35 ,099 0 .1 19 .2 44 ,351 0 .1 26 .4

法人事業税交付金 － － 97,160 0 .1 皆増 180 ,350 0 .3 85 .6 1 90 ,915 0 .3 5 .9 200 ,286 0 .3 4 .9

地方特例交付金等 202 ,743 0 .4 275 .6 86 ,956 0 .1 △ 57 .1 314 ,116 0 .5 261 .2 83 ,491 0 .1 △ 73 .4 88 ,088 0 .1 5 .5

地方交付税 13 ,776 ,046 24.3 △ 2.7 13 ,7 30 ,935 18 .2 △ 0 .3 14 ,994 ,539 22 .3 9 .2 14 ,6 40 ,635 23 .7 △ 2 .4 14 ,864 ,460 24.1 1 .5

交通安全対策特別交付金 16 ,376 △ 4.4 17 ,543 7 .1 16 ,860 △ 3 .9 15 ,012 △ 11 .0 12 ,755 △ 15 .0

国庫支出金 6,418 ,508 11.3 11 .0 20 ,6 89 ,471 27 .4 222 .3 12 ,349 ,854 18 .4 △ 40 .3 9 ,2 25 ,848 14 .9 △ 25 .3 9 ,337 ,1 06 15.1 1 .2

県支出金 3,702 ,906 6 .5 6 .2 5 ,5 93 ,472 7 .4 51 .1 4 ,589 ,162 6 .8 △ 18 .0 3 ,8 84 ,380 6 .3 △ 15 .4 3 ,862 ,9 00 6 .3 △ 0 .6

地方債 5,970 ,900 10.5 9 .8 5 ,9 98 ,000 8 .0 0 .5 4 ,982 ,800 7 .4 △ 16 .9 3 ,4 88 ,900 5 .6 △ 30 .0 3 ,963 ,2 00 6 .4 13 .6

小 計 32 ,619 ,798 57 .5 3 .1 49,148 ,880 65 .1 50 .7 40 ,596 ,247 60.5 △ 17.4 34 ,736 ,039 56 .1 △ 14 .4 35 ,567 ,08 3 57.6 2 .4

56,648 ,886 10 0.0 5 .3 75 ,505 ,695 10 0.0 33 .3 67,138 ,114 100.0 △ 11.1 61 ,847 ,946 100.0 △ 7 .9 61 ,6 41 ,207 100 .0 △ 0 .3

令和４ 年度 令和５ 年度

自

主

財

源

依

存

財

源

合 計

区分
令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度
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＜第６ 表＞歳出年度別決算状況（ 性質別） （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率 決算額 構成比 増減率

人件費 7,703 ,030 14 .0 0 .7 7 ,21 6,563 9.8 △ 6 .3 7 ,274 ,105 11 .2 0 .8 7 ,085 ,405 1 1 .8 △ 2 .6 6,702 ,25 0 11 .1 △ 5 .4

扶助費 9,385 ,771 17 .0 3 .2 9 ,68 8,725 13 .1 3 .2 11 ,524 ,048 17 .7 18 .9 9 ,651 ,543 1 6 .1 △ 16 .2 9,526 ,58 9 15 .8 △ 1 .3

公債費 7,325 ,272 13 .3 △ 2 .8 7 ,37 0,793 10 .0 0 .6 8 ,110 ,606 12 .5 10 .0 7 ,980 ,752 1 3 .3 △ 1 .6 7,494 ,67 0 12 .5 △ 6 .1

小 計 24,414 ,073 44 .3 0 .5 24 ,276 ,081 32 .9 △ 0 .6 26 ,908 ,759 41 .5 10 .8 24 ,717 ,700 41 .1 △ 8 .1 23 ,7 23 ,509 39 .4 △ 4 .0

物件費 6,141 ,495 11 .1 2 .0 7 ,40 5,275 10 .1 20 .6 7 ,802 ,643 12 .0 5 .4 8 ,100 ,561 1 3 .5 3 .8 7,721 ,94 4 12 .8 △ 4 .7

維持補修費 655 ,691 1 .2 △ 17 .9 91 7,106 1.2 39 .9 1 ,285 ,657 2 .0 40 .2 893 ,085 1 .5 △ 30 .5 770 ,96 2 1 .3 △ 13 .7

補助費等 9,131 ,318 16 .6 △ 0 .6 20 ,25 3,069 27 .5 121 .8 9 ,878 ,151 15 .2 △ 51 .2 10 ,844 ,391 1 8 .0 9 .8 11,586 ,26 6 19 .2 6 .8

積立金 1,957 ,393 3 .5 152 .8 3 ,65 9,163 5.0 86 .9 4 ,340 ,041 6 .7 18 .6 3 ,329 ,549 5 .5 △ 23 .3 3,258 ,48 2 5 .4 △ 2 .1

投資出資貸付金 2,199 ,595 4 .0 △ 1 .6 2 ,73 4,221 3.7 24 .3 2 ,520 ,347 3 .9 △ 7 .8 2 ,184 ,361 3 .6 △ 13 .3 2,014 ,39 9 3 .4 △ 7 .8

繰出金 4,616 ,391 8 .4 5 .6 4 ,44 6,251 6.0 △ 3 .7 4 ,416 ,708 6 .8 △ 0 .7 4 ,447 ,511 7 .4 0 .7 4,480 ,71 6 7 .4 0 .7

小 計 24,701 ,883 44 .8 5 .6 39 ,415 ,085 53 .5 59 .6 30 ,243 ,547 46 .5 △ 23 .3 29 ,799 ,458 49 .6 △ 1 .5 29 ,8 32 ,769 49 .5 0 .1

普通建設事業費 5,973 ,604 10 .8 23 .2 10 ,01 0,161 13 .6 67 .6 7 ,745 ,577 12 .0 △ 22 .6 5 ,610 ,983 9 .3 △ 27 .6 6,687 ,77 1 11 .1 19 .2

災害復旧事業費 38,613 0 .1 △ 29 .0 4 ,682 △ 87 .9 18 ,520 295 .6 － 皆減 －

小 計 6,012 ,217 10 .9 22 .6 10 ,014 ,843 13 .6 66 .6 7 ,764 ,097 12 .0 △ 22 .5 5 ,610 ,983 9 .3 △ 27 .7 6 ,6 87 ,771 11 .1 19 .2

55 ,128 ,173 100.0 4 .8 73 ,706,0 09 100.0 33 .7 64 ,9 16,403 100 .0 △ 11 .9 60 ,128 ,141 100.0 △ 7 .4 60 ,244 ,049 100 .0 0 .2

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

義

務

的

経

費

そ

の

他

の

経

費

投

資

的

経

費

合 計

区 分
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＜第７ 表＞目的別性質別歳出内訳 （ 普通会計）

（ 単位: 千円、 ％）

人件費 扶助費 公債費 物件費 維持補修費 補助費等 積立金
投資出資

貸付金
繰出金

普通建設

事業費

災害復旧事

業費
合計 構成比

対前年度

増減率

1. 議会費 280,670 23,158 4,571 308 ,399 0.5 △1.7

2 . 総務費 2,479,969 2,485,853 8,897 1,569 ,635 2 ,996 ,222 236,197 9,776,773 16.3 △2.1

3 . 民生費 1,474,973 9,458 ,994 440,383 2,497 2,146 ,170 828 4,285 ,023 384,984 18,193,852 30.2 5 .5

4 . 衛生費 394,579 1,438 1 ,287 ,583 2,602 2,516,860 290 ,169 41,395 92 ,017 4 ,626 ,643 7.7 △2.6

5 . 労働費 8,574 24,855 13 ,719 40 ,000 87,148 0.1 △19.0

6 . 農林水産業費 390,163 201,291 8,803 947,392 123,944 351 ,150 2 ,022 ,743 3.4 △10.2

7 . 商工費 215,779 329,974 465,079 63 1,684 ,230 11,567 775 ,368 3 ,482 ,060 5.8 △0.8

8 . 土木費 501,998 256,009 674,669 2,331,645 135,402 1,419 ,750 5 ,319 ,473 8.8 △21.8

9 . 消防費 44,693 61 ,070 2 ,250 1,448 ,595 145 ,116 1,701 ,724 2.8 △11.9

10 . 教育費 910,852 66,157 2 ,611 ,768 71,244 142,600 2,023 3,283 ,189 7 ,087 ,833 11.8 38.2

11 . 災害復旧費 .0

12. 公債費 7,494,670 7,494,670 12.4 △6.1

13 . 諸支出金 142,731 142,731 0 .2 16 .9

6 ,702,250 9,526 ,589 7 ,494,670 7,721,944 770,962 11,586 ,266 3 ,258 ,482 2 ,014 ,399 4 ,480 ,716 6,687,771 60,244,049 100 .0 0 .2

11.1 15 .8 12.5 12 .8 1 .3 19 .2 5.4 3 .4 7.4 11 .1 100 .0

△5.4 △1.3 △6.1 △4.7 △13.7 6 .8 △2.1 △7.8 0.7 19 .2 0 .2

区 分

合計

構成比

対前年度

増減率
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＜第８ 表＞市債残高の状況 （ 普通会計）

（ 単位: 千円）

令和４ 年度末

現在高

令和５ 年度

発行額

令和５ 年度

償還元金額

令和５ 年度末

現在高

(A) (B) (C)
 (A)+ (B)-(C)

= (D)

0 .5％

以下

1.0％

以下

1.5％

以下

2.0％

以下

2.5％

以下

3.0％

以下

3.5％

以下

4.0％

以下

1. 財政融資資金 10,8 70 ,09 2 1 ,761 ,300 1 ,229 ,727 11,401 ,665 6 ,495 ,9 18 3 ,811 ,886 55 ,236 7 40 ,433 252,692 21 ,638 16 ,830 7 ,0 32

2 . 旧郵便貯金資金 3 04 ,54 7 145 ,486 159 ,061 159 ,0 61

3 .
旧簡易生命

保険資金
29,675 14 ,727 14 ,948 14 ,948

4 .
地方公共団体

金融機構資金
8,263,427 1 ,642 ,800 602 ,185 9 ,304 ,042 4 ,706 ,695 1 ,611 ,100 409,1 21 1 ,679 ,294 885 ,973 11,859

う ち旧公営企業

金融公庫資金
458,347 155 ,350 302 ,997 231,578 59,560 11 ,859

5 .
国の予算貸付・ 政府

関係機関貸付
96 96

6 . 市中銀行 24,5 92 ,29 0 3 ,692 ,527 20,899 ,763 16,255 ,7 76 4 ,643 ,987

7 . その他の金融機関 4,8 93 ,83 7 400 ,500 1 ,183 ,115 4 ,111 ,222 2 ,485 ,7 15 1 ,625 ,507

8 . 共済等 3,2 18 ,20 2 158 ,600 358 ,819 3 ,017 ,983 2 ,893 ,9 83 124,000

9 . 県貸付金 1 24 ,84 2 29 ,964 94 ,878 30 ,6 84 64,194

52 ,297 ,008 3 ,963 ,200 7 ,256 ,646 49,003 ,562 33 ,027 ,832 11,880 ,674 479,305 2 ,419 ,727 1 ,138 ,665 33 ,497 16 ,830 7 ,032

区分

合           計

（ D） の利率別内訳

-2 5 0 -

教育委員会資料（ 議第２ ０ 号関係）



＜第９ 表＞事業別市債借入状況 （ 普通会計）

目 節 事業名 借入先 利率（ ％） 借入額（ 千円） 目 節 事業名 借入先 利率（ ％） 借入額（ 千円）

1.総務債 1.総務管理債 コ ミ ュ ニティ センタ ー改修事業 市有物件災害共済 0.400 29 ,500 側溝整備事業 財政融資資金 0.800 10,500

コ ミ ュ ニティ センタ ー改修事業 財政融資資金 0.800 1,100 道路橋り ょ う 新設改良事業 財政融資資金 1.000 32,200

コ ミ ュ ニティ 振興事業 財政融資資金 0.800 44,900 排水施設改修事業 地方公共団体金融機構 0.800 20,000

と びし まマリ ンプラ ザ管理運営事業 財政融資資金 0.700 2,800 （ 繰越明許費） 舗装改修事業 財政融資資金 0.700 11,500

（ 繰越明許費） 駅周辺整備事業 財政融資資金 0.800 19,600 舗装改修事業 地方公共団体金融機構 0.700 4,600

（ 繰越明許費） 駅周辺整備事業 地方公共団体金融機構 0.700 44,500 舗装改修事業 財政融資資金 0.800 2,400

駅周辺整備事業 財政融資資金 1.000 22,100 防雪柵改修事業 地方公共団体金融機構 0.800 17,500

駅周辺整備事業 市町村振興協会 1.000 22,700 3.港湾債 港湾整備事業 財政融資資金 1.000 31,300

史跡旧鐙屋環境整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 1,300 港湾整備事業 財政融資資金 0.800 10,100

史跡旧鐙屋修復事業 鶴岡信用金庫 0.437 17,800 4.都市計画債 （ 繰越明許費） 公園施設⾧寿命化等整備事業 財政融資資金 0.800 14,700

内郷コ ミ ュ ニティ センタ ー整備事業 財政融資資金 0.800 52,400 公園施設⾧ 寿命化等整備事業 財政融資資金 1.000 13,500

文化資料館（ 仮称） 整備事業 財政融資資金 1.000 61,400 5.住宅債 市営住宅ス ト ッ ク 改善事業 鶴岡信用金庫 0.437 62,400

2 .民生債 1.社会福祉債 社会福祉協議会運営費補助事業 財政融資資金 0.800 21 ,100 7 .消防債 1.消防債 酒田地区広域行政組合分賦金 財政融資資金 0.800 32,000

2 .児童福祉債 保育所管理事業 財政融資資金 0.800 9,900 消防施設等整備事業 地方公共団体金融機構 0.800 18,400

法人立保育所等施設整備事業 市町村振興協会 1.000 6,000 消防施設等整備事業 財政融資資金 0.800 18,200

市町村振興協会 0.700 83,100 （ 逓次繰越） 防災対策強化事業 地方公共団体金融機構 0.700 24,500

3 .衛生債 1.保健衛生債 地方独立行政法人病院事業運営費負担事業 鶴岡信用金庫 0.360 255 ,000 防災対策強化事業 地方公共団体金融機構 0.800 32,900

地方独立行政法人病院事業運営費負担事業 地方公共団体金融機構 0.500 31,700 防災対策強化事業 財政融資資金 0.800 36,700

2 .清掃債 ごみ処理対策事業 市町村振興協会 0.400 5,100 8.教育債 1.小学校債 （ 繰越明許費） 学校空調設備整備事業 財政融資資金 0.700 23,800

酒田地区広域行政組合分賦金 市町村振興協会 1.000 12,200 0.800 44,300

3 .環境衛生債 旧八幡斎場解体事業 財政融資資金 0.800 51,100 学校空調設備整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 2,400

4 .農林水産 1.農業債 土地改良負担事業 鶴岡信用金庫 0.437 23 ,800 学校空調設備整備事業 財政融資資金 0.700 42,100

   業債 土地改良負担事業 財政融資資金 1.000 69 ,300 施設整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 5,300

土地改良負担事業 財政融資資金 0.800 44,700 平田地区給食施設整備事業 財政融資資金 0.700 117,500

（ 繰越明許費） 農業基盤整備事業 財政融資資金 0.700 13,800 （ 繰越明許費） 学校施設⾧寿命化事業 財政融資資金 0.800 210,700

農業基盤整備事業 財政融資資金 0.800 1,100 2.中学校債 （ 繰越明許費） 学校空調設備整備事業 財政融資資金 0.700 16,000

5 .商工債 1.商工債 観光物産施設管理運営事業 財政融資資金 0.800 22 ,900 0.800 37,800

（ 繰越明許費） 地域総合整備資金貸付事業 地方公共団体金融機構 0.600 500,000 学校空調設備整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 400

6.土木債 1.土木管理債 整備総務管理事業 財政融資資金 1.000 500 学校空調設備整備事業 財政融資資金 0.800 1,400

整備総務管理事業 地方公共団体金融機構 0.800 20,900 施設整備事業 財政融資資金 0.800 2,700

整備総務管理事業 財政融資資金 0.800 1,500 3.保健体育債 （ 逓次繰越） 国体記念体育館改修事業 財政融資資金 0.800 54,300

2 .道路 （ 繰越明許費） 橋り ょ う 延命化事業 財政融資資金 0.800 21,100 地方公共団体金融機構 0.700 224,500

 橋り ょ う 債 橋り ょ う 延命化事業 財政融資資金 1.000 93,900 国体記念体育館改修事業 地方公共団体金融機構 0.800 657,300

橋り ょ う 延命化事業 財政融資資金 0.800 42,200 国体記念体育館改修事業 財政融資資金 1.000 272,700

県施行道路整備事業 地方公共団体金融機構 0.800 8,000 体育施設管理事業 財政融資資金 0.800 16,200

県施行道路整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 1,000 体育施設整備事業 鶴岡信用金庫 0.437 31,100

除雪機械整備事業 財政融資資金 0.800 32,900 体育施設整備事業 財政融資資金 0.800 4,300

側溝整備事業 財政融資資金 1.000 66,100 八幡体育館改築事業 財政融資資金 0.800 2,800

側溝整備事業 地方公共団体金融機構 0.800 38,000 7.生涯学習債 （ 繰越明許費） 生涯学習施設整備事業 財政融資資金 0.700 5,200

3,963,200市債借入合計
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＜第１ ０ 表＞人件費の推移 （ 普通会計）

決算額 前年度比 決算額 前年度比 決算額 前年度比 決算額 前年度比

人件費合計（ 1～12）   7,216,563 △ 6.3 7 ,274 ,142 0.8 7 ,085 ,405 △ 2.6 6 ,702,250 △ 5.4

１ 議員報酬手当 205,093 3.6 198 ,911 △ 3.0 １ 180,154 △ 9.4 １ 176,331 △ 2.1

２ 委員等報酬 1,036,063 13.3 1 ,022 ,743 △ 1.3 ２ 970,235 △ 5.1 ２ 967,003 △ 0.3

３ 市⾧ 等特別職の給与 35,962 35,109 △ 2.4 ３ 35,961 2.4 ３ 34,399 △ 4.3

４ 任期の定めのない常勤職員 3,936,131 ― 3,984 ,710 1.2 ４ 3,925 ,247 △ 1.5 ４ 3 ,878,757 △ 1.2

(1 ) 基本給 2,647,581 ― 2,636,536 △ 0.4 (1) 2,593 ,125 △ 1.6 ( 1) 2 ,530,179 △ 2.4

(2 ) その他の手当 1,288,550 ― 1,348,174 4.6 (2) 1,332 ,122 △ 1.2 ( 2) 1 ,348,578 1.2

(ア) 時間外勤務手当 145 ,815 ― 172,594 18.4 (ア) 時間外勤務手当 161,919 △ 6.2 (ア) 時間外勤務手当 161,760 △ 0.1

(イ ) 期末手当 603 ,006 ― 610,330 1.2 (イ ) 期末手当 597,747 △ 2.1 (イ ) 期末手当 612,320 2 .4

(ウ ) 勤勉手当 440 ,327 ― 462,138 5.0 (ウ ) 勤勉手当 473,106 2.4 (ウ ) 勤勉手当 474,318 0 .3

(エ) その他 99 ,402 ― 103,112 3.7 (エ) その他 99,350 △ 3.6 (エ) その他 100,180 0 .8

５ 任期付職員 8,687 ― 12,164 40.0 ５ 12,410 2.0 ５ 19,748 59.1

(1 ) 基本給 7,095 ― 7,808 10.0 (1) 7 ,901 1.2 ( 1) 13,630 72.5

(2 ) その他の手当 1,592 ― 4,356 173.6 (2) 4 ,509 3.5 ( 2) 6,118 35.7

(ア) 時間外勤務手当 ― 158 皆増 (ア) 時間外勤務手当 207 31.0 (ア) 時間外勤務手当 483 133.3

(イ ) 期末手当 719 ― 1,693 135.5 (イ ) 期末手当 1,712 1.1 (イ ) 期末手当 2,525 47.5

(ウ ) 勤勉手当 538 ― 1,305 142.6 (ウ ) 勤勉手当 1,390 6.5 (ウ ) 勤勉手当 2,063 48.4

(エ) その他 335 ― 1,200 258.2 (エ) その他 1,200 (エ) その他 1,047 △ 12.8

６ 再任用職員 195,931 ― 240,756 22.9 ６ 251,727 4.6 ６ 255,550 1.5

(1 ) 基本給 158,821 ― 193,928 22.1 (1) 204 ,231 5.3 ( 1) 202,847 △ 0.7

(2 ) その他の手当 37,110 ― 46,828 26.2 (2) 47 ,496 1.4 ( 2) 52,703 11.0

(ア) 時間外勤務手当 2,684 ― 5,508 105.2 (ア) 時間外勤務手当 4,177 △ 24.2 (ア) 時間外勤務手当 3,322 △ 20.5

(イ ) 期末手当 18 ,621 ― 22,177 19.1 (イ ) 期末手当 23,149 4.4 (イ ) 期末手当 26,323 13.7

(ウ ) 勤勉手当 11 ,767 ― 14,530 23.5 (ウ ) 勤勉手当 16,080 10.7 (ウ ) 勤勉手当 18,679 16.2

(エ) その他 4,038 ― 4,613 14.2 (エ) その他 4,090 △ 11.3 (エ) その他 4,379 7.1

７ 地方公務員共済組合等負担金 913,269 △ 3.2 961 ,896 5.3 7 9 ,112 ― 7 ― 皆減

８ 退職金 746,164 △ 33.2 670 ,444 △ 10.1 (1) 7 ,661 ― (1) ― 皆減

９ 恩給及び退職年金 1,508 0.1 1 ,508 (2) 1 ,451 ― (2) ― 皆減

１ ０ 災害補償費 5,162 △ 19.5 4,995 △ 3.2 (ア) 時間外勤務手当 23 ― (ア) 時間外勤務手当 ― 皆減

１ １ 職員互助会補助金 5,528 △ 6.0 6,062 9.7 (イ ) 期末手当 1,133 ― (イ ) 期末手当 ― 皆減

１ ２ その他 127,065 14.5 134,844 6.1 (ウ ) その他 295 ― (ウ ) その他 ― 皆減

職員に係る 児童手当 31,880 △ 16 .5 34 ,465 8.1 ８ 940,101 △ 2.3 ８ 1 ,030,851 11,213.1

         職員数(一般職員)  (人) 794 1 .1 781 △ 1.6 ９ 621,058 △ 7.4 ９ 307,491 3,913.7

１ ０ 1,507 △ 0.1 １ ０ 1,510 4.1

１ １ 5,675 13.6 １ １ 5,863 25 ,391.3

１ ２ 5,926 △ 2.2 １ ２ 5,854 416.7

１ ３ 126,292 △ 6.3 １ ３ 18,893 6 ,304.4

31,515 △ 8.6 28,515 △ 97.0

770 △ 1.4 757 △ 99.9

（ 注）  １  職員数は、 翌年度4月1日現在のも のである 。

    ２  決算額は、 地方財政状況調査のも のである 。

恩給及び退職年金

災害補償費

１  通勤手当の改正  ３  会計年度任用職員の制度化

２  期末手当の改正

１  給料表の改正         ３  定年の引上げ

２  期末手当及び勤勉手当の改正

恩給及び退職年金

災害補償費

職員互助会補助金

その他

職員に係る 児童手当

         職員数(一般職員)  (人)

１  住居手当の改正

２  期末手当の改正

職員互助会補助金

その他

職員に係る 児童手当

         職員数(一般職員)  (人)

１  給料表の改正

２  期末手当及び勤勉手当の改正

再任用職員

基本給

その他の手当

地方公務員共済組合等負担金

退職金 退職金

基本給

再任用職員

基本給

その他の手当

会計年度任用職員（ フルタ イ ム）

その他の手当

会計年度任用職員（ フルタ イ ム）

基本給

その他の手当

地方公務員共済組合等負担金

任期付職員

基本給

その他の手当

任期付職員

基本給

その他の手当

市⾧ 等特別職の給与

任期の定めのない常勤職員

基本給

その他の手当

市⾧ 等特別職の給与

任期の定めのない常勤職員

基本給

その他の手当

人件費合計（ 1～13）  

令和２ 年度

人件費合計（ 1～13）  

議員報酬手当

委員等報酬

議員報酬手当

委員等報酬

(単位: 千円、 ％)

区  分
令和４ 年度

区  分
令和５ 年度

区  分
令和３ 年度
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第３ 部  会計別の決算など
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（ 単位: 円）

歳入歳出差引額

(形式収支）

（ Ａ ） （ Ｂ ） (Ａ )-(Ｂ )= (Ｃ ) （ Ｄ ） (Ｃ )-(Ｄ )

1 . 61 ,618 ,500 ,551 60 ,229 ,664 ,211 1 ,388 ,836 ,340 37 ,631 ,750 1 ,351,204 ,590

2 . 280 ,404 ,099 280,404 ,099

3 . 10 ,209 ,039 ,971 10 ,004 ,682 ,161 204 ,357 ,810 204,357 ,810

4 . 1 ,491 ,574 ,891 1 ,489 ,277 ,064 2 ,297 ,827 2,297 ,827

5 . 13 ,672 ,157 ,052 13 ,394 ,637 ,186 277 ,519 ,866 277,519 ,866

6 . 509 ,700 ,247 455,646 ,954 54 ,053 ,293 54,053 ,293

7 . 32 ,755 ,478 24,432 ,355 8 ,323 ,123 8,323 ,123

87,814 ,132 ,289 85 ,878 ,744 ,030 1 ,935 ,388 ,259 37 ,631 ,750 1 ,897 ,756 ,509

収入決算額

（ Ａ ）

支出決算額

（ Ｂ ）

税込収支額

（ Ａ ） －（ Ｂ ）

純損益及び資本的

収支不足額
翌年度繰越額

収益的収支 2,827 ,921 ,543 2 ,530 ,838 ,034 297 ,083 ,509 239 ,791 ,496

資本的収支 137 ,598 ,307 1 ,196 ,611 ,588 △1,059 ,013 ,281 △1 ,059 ,013 ,281 98,824 ,000

収益的収支 4,737 ,313 ,407 4 ,520 ,411 ,788 216 ,901 ,619 198 ,965 ,922

資本的収支 455 ,144 ,250 2 ,621 ,682 ,145 △2,166 ,537 ,895 △2 ,166 ,537 ,895 124,965 ,500

令和５ 年度会計別決算の状況

合           計

区分

8. 水道事業会計

翌年度へ繰り

越すべき 財源
実質収支

9. 下水道事業会計

駐車場事業特別会計

歳入決算額 歳出決算額
区分

一般会計

定期航路事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険特別会計

風力発電事業特別会計
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（ １ ） 目的別収入状況

①市税歳入決算 （ 単位: 円、 ％）

1

2

1

2

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1 5 ,396 ,371 △ 39 .22

市税等資料

軽自動車

税

3,279,851 578 ,080 538,900 2,162,871軽自動車税

旧法によ

る 税

1,211 ,720 △ 52.29578,080 538,900 2,162,871 5 ,396,371 △ 39.22

△ 52.29

1 840 ,000 840,000 3,279,851

1,211 ,720滞納繰越分 840,000

1.52

都市計画税

538,900 2,162,871 5,396 ,371 △ 39.22

838 ,050 ,677現年課税分 851,610,000 858,156,300 849 ,621,736

578,080 △ 52.29

1.38759,626 8,572,285 797,347 849,547 ,500

843 ,811 ,27624,409,788 817,401

滞納繰越分 4,640,000 25,093,541 21.25

8 840 ,000 840,000 3,279,851

6 ,984 ,668 2 ,291 ,424 15,837,503 5 ,760 ,59920,054 24,044,437 4.36

1,211 ,720

1.01

883,249,841 856 ,606 ,404 3 ,051 ,050 873 ,591 ,937 1 .11

7 856,250 ,000 856,250,000

都市計画

税

1 856,250 ,000 856,250,000

873,591 ,937 1.11 843,811 ,276 1.523 ,051 ,050 24,409,788 817,401

19 ,200 ,000 19,757,400 19 ,757,400

883,249,841 856 ,606 ,404

19,687 ,650 0.35

19 ,687,650 0.35 19,687 ,650 0.35入湯税 現年課税分

19,757,400 19,757,400

19,687,650 0.35 19,687 ,650 0.35

入湯税 1 19,200 ,000 19,200,000

19,757,400 19,757,4006 19,200 ,000 19,200,000

19,687,650 0.35

△ 62 .36 123,800 △ 62.3646,600 46,600 123,800鉱産税 現年課税分 48,000

46,600 46,600

△ 62 .36 123,800 △ 62.36

鉱産税 1 110 ,000 △ 62 ,000 48,000

46,600 46,600 123,800

△ 62 .36 123,800 △ 62.36123,800

5 110 ,000 △ 62 ,000 48,000

688,442,002 688 ,442 ,002

688,442,002 688 ,442 ,002

1.03 681,443 ,340 1.03681,443 ,340

681 ,443 ,340 1.03

市たばこ

税

1 665,000 ,000 23,940 ,000 688,940,000

688,442,002 688 ,442 ,002

681,443 ,340 1.03 681,443 ,340 1.03

市たばこ 税 現年課税分 688,940,000

4 ,240 ,561 31 .73 1 ,573 ,273 33.03

4 665,000 ,000 23,940 ,000 688,940,000

2 ,060 ,000 5,586,008 2 ,092,883 61,800 3,438,525 7 ,200滞納繰越分

681,443 ,340 1.03

362,041 ,500 1.67 359,181 ,990 1.68

366,282 ,061 2.02 360,755 ,263 1.826,351,745 50 ,890

種別割 現年課税分 364,580,000 368,084,400 365 ,214,870

373,670,408 367 ,307 ,753 61,800

2,913,220 43 ,690

2 364,250 ,000 2,390 ,000 366,640,000

21 ,020 ,000 22,266,800 22 ,266,800

24,079,500 △ 7.53 24,079 ,500 △ 7.53

環境性能割 現年課税分

22,266,800 22,266,8001 24,220 ,000 △ 3,200 ,000 21,020,000

24,079,500 △ 7.53 24,079 ,500 △ 7.53

6,351,745 50 ,890 390,361,561 1.43 384,834 ,763 1.23387,660,000 395,937,208 389,574 ,553 61 ,800

73.24 58 ,489 ,000 73.24

市交付金

101,325,000 101 ,325 ,000 58 ,489 ,000

58,489,000 73.24 58,489 ,000 73.24101,325,000 101,325,000 101,325 ,000

101,325 ,000 101,325,000

150,729,755 41 ,954 ,914

２  国有資産等

所在市町村交

付金

0.26

滞納繰越分 33,000,000

6 ,019 ,420 ,000 6 ,065,708,400 6,005 ,383,524 5 ,369 ,274 60,591,501 5 ,635,899

△ 11 .80 40 ,943 ,001 2.4713 ,763,933 95,131,370 120 ,462 170 ,893 ,908

現年課税分

6,216,438,155 6,047,338,438 19,133,207 155,722,871

6,042 ,956 ,500

5 ,756 ,361 6,272 ,339 ,408

0.38 5,989,781 ,908

0.98

固定資産

税

1 6,069 ,640 ,000 △ 17,220 ,000 6 ,052,420,000

6 ,317,763,155 6,148,663,438 19,133,207 155,722,871

5 ,756 ,361 6,213 ,850 ,408 0.04 6,030,724 ,909 0.28

固定資産税

2 6,170 ,965 ,000 △ 17,220 ,000 6 ,153,745,000

滞納繰越分 1,550,000 12,203,083 6 ,354,453

0.13 932,443 ,180

0.72 6,089,213 ,909

5 ,730 ,200 930 ,440 ,100

25,142 ,948

0.37現年課税分 942,940,000 931,634,900 935 ,923,760 1,441,340

154,800 7 ,324 ,329 66.61 2,474 ,716 156.78283,335 5,720,095

△ 2.73

2 954,830 ,000 △ 10,340 ,000 944,490,000

滞納繰越分 26,010,000 76,480,431 24 ,455,524 4 ,461,289 47,771,412

5 ,885 ,000 937 ,764 ,429 0.65 934,917 ,896 0.79943,837,983 942 ,278 ,213 283,335 7,161,435

現年課税分 4,441,600,000 4 ,490,466,201 4,463 ,729,985 27,203,819

207,794 80,940 ,089 △ 5.51

5,430 ,463 ,722 4 ,744,624 82,136,666

675,397 4 ,449 ,827 ,882 2.63 4,373,276 ,561 2.63

個人

4,566,946,632 4,488,185,509 4 ,461,289 74,975,231

467,603 4 ,368 ,887 ,793 2.78 4,348,133 ,613 2.66

13 ,185,049 13,630 ,536 ,378 1.38 13,328,520 ,915 1.54

1 5,320 ,680 ,000 91,420 ,000 5 ,412,100,000

13,819,260,672 13,534 ,132,199 27 ,529 ,581 270,783,941

6 ,560 ,397 5,387 ,592 ,311 2.29 5,308,194 ,457 2.305 ,510,784,615

1

市税

13,421,515 ,000 97,268 ,000 13 ,518,783,000

3 388,470 ,000 △ 810 ,000

市民税 1 4,365 ,850 ,000 101,760 ,000 4 ,467,610,000

法人

款 項 目
予 算 現 額 節 対前年度

増 減 率
前年度収入済額

対前年度

増 減 率当初予算額 補正予算額 計 区  分 金  額
調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 未還付額 前年度調定額
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（ １ ） 目的別収入状況
②国民健康保険税歳入決算 （ 単位: 円、 ％）

166 ,310 483 ,211 △ 35 .76 99,963 △ 42.016
介護納付金分

滞納繰越分
50,000 310 ,410 57,966 86 ,134

192 ,461 471 ,862 △ 34 .10 108,627 △ 43.045
後期高齢者支援金

分滞納繰越分
50,000 310 ,938 61,873 56 ,604

603 ,331 2 ,009 ,255 △ 47 .65 347,375 △ 46.634
医療給付費分滞納

繰越分
300 ,000 1,051 ,778 185,394 263,053

3
介護納付金分

現年課税分
1,000

2
後期高齢者支援金

分現年課税分
1,000

医療給付費分

現年課税分
1,000

△ 43 .56 555,965 △ 45 .10
退職被保険者

等国民健康保

険税 1

1,673 ,126 305,233 405 ,791 962 ,102 2,964 ,328
2

403,000 403 ,000

23,690 ,998 4,777 39,547 ,772 △ 12.11 10 ,142 ,688 △ 13.456
介護納付金分

滞納繰越分
7,800 ,000 34,758 ,905 8 ,778,570 2 ,294 ,114

37,981 ,244 6,954 65,770 ,806 △ 14.35 18 ,128 ,640 △ 20.715
後期高齢者支援金

分滞納繰越分
15,000 ,000 56,332 ,316 14 ,374,371 3 ,983,655

104,569,678 28,729 193 ,541 ,727 △ 18 .09 52 ,982,639 △ 25 .024
医療給付費分

滞納繰越分
41,800 ,000 158,534 ,437 39 ,724,562 14,268,926

△ 0 .05 136 ,543,250 △ 0.30
介護納付金分

現年課税分
128,000 ,000 144,592 ,487 136 ,136,483 8,540,073

△ 5 .82 387 ,527,794 △ 5.94

3

377,285 ,853 364 ,507,121 13,018,261 239,529 400 ,612 ,9522
後期高齢者支援金

分現年課税分
355,000 ,000

84,069 144,661 ,169

973 ,981 ,879 △ 3 .71 944 ,591,919 △ 3 .95877,000 ,000 937,870 ,760 907 ,279,503 31,990,249 1,398,9921
医療給付費分

現年課税分

219,790,503 1,763,050 1,818 ,116 ,305 △ 5 .98 1 ,549 ,916,930 △ 5 .101,424,600 ,000 1,709,374 ,758 1,470 ,800,610 20,546,695

国民健康

保険税
1

1,373 ,100,000 51 ,500 ,000
一般被保険者

国民健康保険

税

1,821,080 ,633 △ 6.04 1,550 ,472 ,895 △ 5.121,425,003 ,000 1,711,047 ,884 1,471 ,105,843 20,952,486

1,763,050 1,821,080 ,633 △ 6.04 1,550 ,472 ,895 △ 5 .12
国民健康

保険税
1

1,373 ,503,000 51 ,500 ,000

1,711,047 ,884 1,471 ,105,843 20,952 ,486 220,752 ,605
1

1 ,373 ,503,000 51 ,500 ,000 1,425,003 ,000

220,752,605 1,763,050

款 項 目
予 算 現 額 節 対前年度

増 減 率
前年度収入済額

対前年度

増 減 率当初予算額 補正予算額 計 区  分 金  額
調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 未還付額 前年度調定額
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（ ２ ） 会計別・ 年度別収入状況

① 一般会計

現 年 滞 納 現 年 滞 納

課税分 繰越分 課税分 繰越分

元 13 ,568 ,248 ,000 14 ,112 ,602 ,253 13,665 ,925 ,442 7 0,333 ,521 386 ,7 82 ,87 0 97 ,677 ,442 96.14 100 .72 99 .29 23 .00 96 .83 99 .29 27 .22 97 .32

2 13 ,502 ,944 ,000 13,997 ,155 ,6 10 13 ,575 ,152 ,132 58 ,993 ,98 8 368 ,754 ,798 72 ,208 ,132 96 .47 100.53 99 .02 24 .39 96 .99 99 .02 28 .80 97 .4 0

3 13 ,156 ,844 ,000 13,484 ,158 ,1 34 13 ,163 ,508 ,028 29 ,896 ,19 6 295 ,347 ,655 6 ,664 ,028 97 .57 100.05 99 .38 33 .77 97 .62 99 .38 36 .82 97 .8 4

4 13 ,314 ,677 ,000 13,630 ,536 ,3 78 13 ,328 ,520 ,915 40 ,034 ,62 6 277 ,970 ,789 13 ,843 ,915 97 .68 100.10 99 .35 26 .33 97 .78 99 .38 30 .01 98 .0 7

5 13 ,518 ,783 ,000 13,819 ,260 ,6 72 13 ,534 ,132 ,199 27 ,529 ,58 1 270 ,783 ,941 15 ,349 ,199 97 .83 100.11 99 .30 30 .15 97 .94 99 .35 32 .71 98 .1 3

② 国民健康保険特別会計

現 年 滞 納 現 年 滞 納

課税分 繰越分 課税分 繰越分

元 2,046 ,800 ,000 2 ,597 ,176 ,035 2 ,135 ,504 ,982 4 5,643 ,235 418 ,5 53 ,31 3 88 ,704 ,982 78.81 104 .33 95 .10 23 .67 82 .22 95 .10 26 .23 83 .69

2 1 ,812 ,600 ,000 2 ,299 ,303 ,1 48 1 ,918 ,108 ,920 29 ,133 ,92 5 354 ,933 ,163 105 ,508 ,920 78 .83 105.82 96 .12 25 .58 83 .42 96 .12 27 .52 84 .4 9

3 1 ,634 ,103 ,000 2 ,056 ,216 ,1 71 1 ,733 ,409 ,537 18 ,872 ,06 6 305 ,900 ,649 99 ,306 ,537 79 .47 106.08 96 .11 25 .60 84 .30 96 .13 27 .04 85 .0 8

4 1 ,532 ,086 ,000 1 ,821 ,080 ,6 33 1 ,550 ,472 ,895 19 ,743 ,67 4 254 ,187 ,565 18 ,386 ,895 84 .13 101.20 96 .67 27 .11 85 .14 96 .67 29 .00 86 .0 7

5 1 ,425 ,003 ,000 1 ,711 ,047 ,8 84 1 ,471 ,105 ,843 20 ,952 ,48 6 220 ,752 ,605 46 ,102 ,843 83 .28 103.24 94 .45 25 .14 85 .98 94 .45 27 .43 87 .0 4

(C)-(A)

国

民

健

康

保

険

税

年度
予  算  額 調  定  額 収 入 済 額

（ 注） 収入未済額は、 未還付額を含んだ数値である 。

(A) (B) (C) (D)

予 算 比

(A)/(B) (C)/(A)

総 合 総 合

(C) (D) (C)-(A)

収      納      率

不納欠損額 収入未済額 予算過不足額 (C)/(B) (C)/｛ (B) -(D) ｝

(A)/(B) (C)/(A)

総 合 総 合

（ 単位: 円､％）

予算計上率

（ 単位: 円､％）

市

 

 

税

年度
予  算  額 調  定  額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 予算過不足額 予算計上率 予 算 比

収      納      率

(C)/(B) (C)/｛ (B) -(D) ｝

(A) (B)
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目的税等充当事業一覧

（ １ ） 入湯税充当事業一覧

国県支出金 その他特定財源 一般財源

環境衛生施設 8,030 8 ,03 0

消防施設整備 82,363 36,600 45 ,76 3

観光振興等 76,949 7,980 68 ,96 9

16 ,226 16 ,226

3 ,691 3 ,691

60 ,833 19 ,541 11,000 30 ,292

248 ,092 19 ,541 55 ,580 172 ,971

※令和5年度の入湯税 19,757千円は、 上記事業の一般財源に充当し ている 。

（ ２ ） 都市計画税充当事業一覧

国県支出金 その他特定財源 一般財源

都市計画費 80,962 27 ,812 45 ,700 7 ,45 0

5 ,909 5 ,909

公債費 209 ,854 209 ,85 4

2 ,046 ,848 2 ,046 ,848

2 ,343 ,573 27 ,812 45 ,7 00 2 ,270 ,061

※令和5年度の都市計画税 856 ,606千円は、 上記事業の一般財源に充当し ている 。

（ ３ ） 社会保障４ 経費その他社会保障施策に要する 経費

国県支出金 その他特定財源 一般財源

3款 民生費 9,076 ,002 4 ,06 1,908 139,355 4 ,874 ,739

7 ,228 ,242 4 ,364 ,029 605 ,217 2 ,258 ,996

1 ,584 ,316 1 ,081 ,560 0 502 ,756

4款 衛生費 2,925 ,030 352 ,373 414,908 2 ,157 ,74 9

20 ,813 ,590 9,859 ,870 1 ,159 ,480 9 ,794 ,240

※令和5年度の地方消費税交付金のう ち引上げ分 1,409 ,585千円は、 上記経費の一般財源に充当し ている 。

（ 単位: 千円）

（ 単位: 千円）

（ 単位: 千円）

合   計

分野 事業名 事業費
財源内訳

下水道事業運営費負担事業

消防施設等整備事業

交流観光推進事業

観光物産施設管理運営事業（ 修繕料）

増やそう 酒田ファ ン観光Ｐ Ｒ 事業

観光戦略推進事業

駅周辺整備事業

財源内訳

分野 事業名 事業費
財源内訳

県施行街路整備事業

都市計画事業元利償還金

公共下水道事業元利償還金（ 下水道事業会計）

合   計

款 項 金額

1項 社会福祉費

2項 児童福祉費

3項 生活保護費

1項 保健衛生費

合   計
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令和5年4月1日現在

市⾧公室(部⾧含む) 7 4 11 3 14 健康課(調整監含む) 10 25 35 1 21 57

総務課 13 2 15 2 2 17 高齢者支援課 15 8 23 1 20 44

人事課 10 14 24 24 国保年金課 8 9 17 7 24

財政課 7 1 8 8 看護専門学校事務局 3 3 3 6

危機管理課(危機管理監含む) 8 1 9 1 10 小計 68 154 222 5 7 229 458

税務課 23 19 42 3 45 土木課(部⾧ 含む) 27 1 28 7 3 31

納税課 20 2 22 4 26 整備課 16 2 18 5 3 21

契約検査課 5 3 8 1 2 10 建築課 11 3 14 2 16

小計 93 46 139 3 0 15 154 小計 54 6 60 12 0 8 68

企画調整課(部⾧ 含む) 8 2 10 10 農政課(部⾧ 含む) 15 6 21 2 23

都市デザイ ン課 9 3 12 1 2 15 農林水産課 12 2 14 2 16

情報企画課(調整監含む) 12 2 14 14 小計 27 8 35 0 0 4 39

文化政策課(調整監含む) 13 6 19 21 40 八幡総合支所 13 10 23 6 29

小計 42 13 55 0 1 23 79 松山総合支所 14 7 21 2 3 26

商工港湾課(部⾧ 含む) 17 3 20 7 27 平田総合支所 12 10 22 1 5 28

交流観光課 10 5 15 11 26 出納課 4 4 8 8

地域共生課 3 4 7 7 14 (743) 403 290 693 24 11 352 1,056

小計 30 12 42 0 0 25 67 管理課(部⾧ 含む) 13 6 19 1 20

ま ちづく り 推進課(部⾧ 含む) 8 6 14 8 22 工務課 29 1 30 1 31

と びし ま総合センタ ー 2 2 1 3 小計 (70) 42 7 49 0 0 2 51

市民課 12 11 23 15 38 議会事務局 (10) 5 3 8 1 9

環境衛生課 13 2 15 3 3 18 選挙管理委員会事務局 (4) 2 2 4 12 16

定期航路事業所 11 1 12 1 7 19 監査委員事務局 (5) 4 1 5 5

小計 46 20 66 4 0 34 100 農業委員会事務局 (10) 4 3 7 3 10

福祉企画課(部⾧ 含む) 22 10 32 10 42 企画管理課(次⾧ 含む) 11 12 23 1 9 32

こ ども 未来課 6 10 16 11 27 学校教育課 13 5 18 19 37

保育こ ども 園課 6 14 20 2 13 35 社会教育課 3 5 8 6 14

松陵保育園 11 11 1 1 17 29 ス ポーツ振興課 9 1 10 2 12

みなと 保育園 1 15 16 1 1 37 54 学校給食共同調理場 3 3 3 0 3

八幡保育園 13 13 1 20 33 小学校 18 6 24 24 74 98

松山保育園 10 10 14 24 中学校 7 7 7 49 56

平田保育園 13 13 1 1 30 44 小計 (130) 61 32 93 35 0 159 252

はまなし 学園 13 13 1 0 26 39 (972) 521 338 859 59 11 529 1,399

（ 注） ( )内の数値は、 酒田市職員定数条例によ る 定数である 。

地

域

創

生

部

市

民

部

健

康

福

祉

部

健

康

福

祉

部

教

育

委

員

会

合 計

総

務

部

市⾧ の事務部局 計

上

 

下

水

道

部

建

設

部

農

林

水

産

部
企

画

部

            区    分

   所    属

定 数 内 職 員 定数外職員

合 計

男 女
う ち技能

労務職員

職員配置の状況

合 計
性  別

一般職
再任用

短時間男
う ち技能

労務職員

定数外職員

会計年度

任用職員女

             区    分

   所    属

定 数 内 職 員

性  別

一般職
再任用

短時間

会計年度

任用職員
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議第２１号 

 

令和６年度酒田市一般会計補正予算（第７号）について 

 

令和６年度酒田市一般会計補正予算（第７号）について、酒田市長より意見

を求められているので、同意するものとする。 

 

令和６年９月１３日提出 

 

 

酒田市教育委員会 

教育長 赤坂 宜紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 歳入歳出補正

　歳　出 （単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

5,475,019 4,678 5,479,697 0 0 0 0 4,678

529,233 608 529,841 0 0 0 0 608

221,653 608 222,261 608

1,593,108 4,070 1,597,178 0 0 0 0 4,070

1,593,108 4,070 1,597,178 4,070

５　保健体育費

１　スポーツ振興費

４　生涯学習費

１　生涯学習振興費

10　教育費

令和６年度酒田市一般会計補正予算（第７号）

款 項 目 補正前の額 補正額 計

本年度予算額の財源内訳

特定財源
一般財源

教育委員会資料１（議第２１号関係）

1



 

 

令和６年度酒田市一般会計補正予算（第７号）の概要 

（教育委員会関連分） 

 

１ 補正予算規模 4,678 千円 
 

２ 補正後の予算規模 5,479,697 千円 
 

３ 補正項目及び補正額  

（歳出補正） 

＜社会教育課＞ 

① 生涯学習施設管理運営事業 608 千円 

修繕料の増額（修繕料 608 千円） 

〔現計 154,539 円＋補正額 608 補正後 155,147 千円〕 

＜スポーツ振興課＞ 

① 体育施設管理事業 4,070 千円 

修繕料の増額（修繕料 4,070 千円） 

〔現計 325,997 円＋補正額 4,070 千円＝補正後 330,067 千円〕 

 

 

教育委員会資料２（議第２１号関係） 


